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　司し馬ば恭きよう介すけがその少女と初めて出会ったのは、夕暮れ時の、西日が眩まぶしい時間帯のことだった。

　学校の制服に包まれている長身で細身の体。前髪が若干長く、先のほうがわずかに目にかかっている。歳としよりも落ち着いた雰ふん囲い気きの目をしており、その色はどことなく寂さびしげ。何か理由があってそういう目をしているわけではない。

　これが司馬恭介という少年の、いつもの目だった。

　司馬がその少女を視界に入れたのは、ただの偶然だった。誰だれかがいたからそれを目で追った。それ以上の意味は存在しない。

　だけど、なぜだろう。

　司馬は少女のそばに歩み寄よった。

　無論知り合いなどではなく、話しかけることなど、何もない。

　そばにたどり着く。不思議と現実感がないその少女の周りの時間は、不思議とゆっくりと流れているような気がした。

　少女は全身が隠れるくらいの、長めのコートを着ている。小学生くらいの体型で、髪の毛は長く、腰の辺りまで伸びていた。

　そばに来た司馬に視線を向ける。他人に興味がなさそうな目に、どうしようもなく冷めている印象を受けた。

「帰らないのかい？」

　最初にしたのは、そんな普通の質問だった。

　少女が目を逸そらす。返事をもらうまで、結構な時間を有した。

「………………ふん。あなたには関係ない」

　目と同じ。他人に、興味がなさそうな声こわ音ねだった。

「確かに、俺おれには関係のないことだが……いつまでもそうしてるわけじゃないだろ？」

　再び司馬を見やる。今度は、他人を拒絶するような目をしていた。

「関係ないんだったら何も言わないで。あなたが何を考えてそんなことを聞いてるのかは知らないけど……そんな風に、形だけの心配をされても嬉うれしくない。むしろ邪魔。本気で心配してないんだったら、あなたのほうこそさっさと帰れば」

　せっかくの優しさを突き返されたのにもかかわらず、司馬は顔色を変えない。

「誰か、迎えに来るのかい？」

　そしてさっきのやり取りがなかったかのように、質問を続けた。

「耳がないの、あなた。誰が迎えに来て、誰が迎えに来なくてもあなたには関係ない。私がここで何をしてたとしてもいいじゃない。私のことなんだから、私が決める。あなた邪魔。どっか行って。そうじゃないと――殺すよ」

　見た目にそぐわないセリフを吐くと、少女は若干居い心ごこ地ち悪そうに視線を逸らした。

「……」

　司し馬ばは何も言わず、その少女の隣のブランコに腰を下ろした。その姿を鬱うつ陶とうしそうな目で見つめてくる。しばらく何か言いたそうな顔をすると、少女は「ふんっ」と言ってそっぽを向いた。

　なんとなくだが、自分がこの少女に歩み寄よった理由がわかったような気がした。



　目が、同じだった。



　宿やどす感情こそ違っているが、その目の奥にある本質的なものが、自分とまったく一緒だった。

　他人と違う自分を認め、理解しているのに、納得していない。

　生まれた瞬間に背負わされた十字架を壊したいのに、壊すことができない。

　人とは違う流れの中で、流されるように生きている。

　どこまで行っても、誰だれにも理解されない。

　一人で生きていける強さを持っているが、一人で生き続けられるほど強くはない。

　それは、そういう目だった。

　並んでブランコに座ったまま、数分の時が過ぎた。どちらも声をかけたりはしない。司馬はぼんやりと前を見つめている。その横で、少女はたまにこちらの様子を窺うかがっていた。

　少女が不機嫌そうな顔をしている限り、司馬は話しかけないつもりだった。

　無意味に思える我が慢まん比べが続く。先に痺しびれを切らしたのは、少女のほうだった。

「何なの？　あなた。変態？　だったら別の人間を相手にしたら？　私は、あなたがそばにいても不ふ愉ゆ快かいで邪魔なだけなんだけど」

　嘘うそ偽いつわりないであろうその気持ちを聞かされ、司馬はなるほどと思った。

「そうか。それは悪かったな……すまない。君を不愉快にさせようと思ったわけじゃないんだ。ただ、気になっただけで」

「……気になった？　何が？」

　初めて、少女が司馬に興味を向けた。

　ブランコから立ち上がる。これ以上拒絶されるようだったら、黙ってこの場を後にするつもりだった。

「どうして、君はそんな目をしてるんだ？」

「……」

「俺おれにはよくわからないんだ。だから、少しでも話をすれば、それがわかるかと思ったんだが……失礼な話だったな。すまない。俺の都合で君を不愉快にさせた。素直にそれを謝るよ」

「……」

「早く、迎えが来るといいな」

　最後にそんなことを言って、司馬は立ち去ろうとした。

「待って」

　少女が呼び止めてくる。振り返って見つめた目に宿やどる敵意は、わずかに薄らいでいた。

「私は、どんな目をしてる？」

「……」

「答えろ。私は……どんな目をしてる？」

　答えを求める少女の顔が、とても弱々しいものに見えた。だから、自分の心の中にある答えを、偽いつわることなく伝えた。

「……わからないんだ」

　少女が、キョトンとした顔をする。

「わからないって……ふざけてるの？　あなたが私の目は何か違うって言うから聞いたのに……ふざけてるんだったら許さない。この場で、殺すぞ」

「いや、別にふざけてるわけじゃないんだ。本当にわからないんだ。自分では真ま面じ目めに考えてるつもりでも、上う手まくは理解できなくて……」

「……だったら、何とかしてわかるようにすればいい。わからないで終わらせるのは、卑ひ怯きよう者もののすることだ」

「そうだな。俺おれも、できることならそうしたいが……それすらもよくわからないんだ。自分ではそれなりに考えてきたつもりだが、結局何も変わってはいない。変われるものなら、俺も変わりたいさ」

　二人の間を暖かな風が流れた。

　司し馬ばの言葉を噛かみ締しめるように、少女は沈黙する。間を埋めるためだろう。少女は少しだけブランコを漕こいだ。

「ふん……あなたのことなんか、興味ない」

　呟つぶやく声は寂さびしげだった。

「一つ、聞いてもいいか？」

「好きにすれば。気が向いたら答えてあげる。気が向かなかったら、何も言わないけど」

「君は……笑ったことがあるか？」

「……」

　二、三回、ブランコを揺らしてから少女は答えた。

「知らない。笑うってことが、どういうことなのかよくわからないし……わかってたとしても、笑うほど楽しいことがこの世界にあるとは思えないし……それに、別に笑いたくないし」

　心の奥の、誰だれにも触れることができない、自分だけの小さくて絶対的な世界。それが、似ている気がした。

「いつ、キミの迎えは来るんだ？」

　少女に興味が湧わいた。いや、正確にいえば、この少女が持っている小さくて絶対的な世界が、気になってしょうがなかった。

「……………来ない」

「来ないって？」

「そのままの意味。誰だれも私を迎えになんか来ない。私は誰にも必要とされてないから……ここに一人でいるの。まあ、誰かが迎えに来ても、ついていかないけど」

「親が、心配するんじゃないのか？」

「何も知らないのに、そういう安っぽいことを言うのはやめて。それで優しくしたつもりだったら、勘違いだから。私は、形だけの気持ちが一番嫌い」

「……そうか。じゃあ、謝るよ」

「ふん。謝って済ませるんだったら、最初から何も言わないで」

　終始、口く調ちようや態度がそんな具合だったから気にならなかったが、よく見れば、少女の体はとても小さかった。

　抱きしめたら、折れてしまいそうなほどに体は細い。事実、その気になって力を込めれば、腕や足は簡単に折れてしまうだろう。

　そんな小さくてか弱い少女が、強いわけがない。そんな単純な理屈を胸に、司し馬ばは優しく少女に話しかけた。

「このまま、一人でここにいるつもりかい？」

「さあ。それは、あなたがいなくなってから考える」

「そうか。じゃあ――」

　何かが変わるかもしれない。

　同じ目をして、同じ世界を心に宿やどす少女。

　彼女の望みを叶かなえたら。

　彼女の目を変えたら。

　彼女を、笑わせてあげることができたら。

　自分の、何かが変わるかもしれない。

「――行くところがないのなら、俺おれのうちに来ないか？」

　当然の反応として、司馬の一言に少女は驚いた。

「は？　何言ってるの？　来ないかって言われて、すぐについていくと思ってるの？　馬ば鹿かなの？　さっき私が言ったこともう忘れたの？　そういうくだらないことは別の場所で別の人に言って。あなたの遊びに付き合うのは、時間の無駄だからしたくない」

「無理して誘ってるわけじゃない。どこにも行く場所がないんだったらという話だ。無論、永遠に俺のところにいろと言っているわけじゃない。他ほかに行くところができれば、そこに行けばいい。どんな事情があるのかは知らないが、今の君は行くところがないんだろ？　だったら、野宿するよりはマシだと思うが」

　司馬が本気で言っていることを理解し、少女が黙り込む。

「事情があって、俺は一人暮らしをしている。だから、誰かに気を遣ったりといった心配をする必要はない」

「……本気で言ってるの？」

「嘘うそは得意じゃないんだ。それに、一人ぼっちだと言われて、見捨てていくのは間違っていることだと、記憶しているから」

　少女が少しうつむく。そして、上目遣いに司し馬ばを見つめる。

「……………どうして、そういうことを私に言うの？　何かくだらないことを考えてるんだったら……無駄よ。あなたが思ってるより、私はまともじゃないから。私を傷つけるのは許さない。私を傷つけようとしたら……殺してやる」

「好きにすればいいさ。君が言っているくだらないことが、どういうことなのかはわからないが……俺おれは君を傷つける気はない。ただ、見てみたいだけだ」

「……何を？」

「君が笑う顔さ」

「……どうして？」

「そうすれば、俺の何かが変わると思うから……」

　少女と自分は似ている。だから少女を変えることができれば――それを通じて、きっと。

　長い静せい寂じやくの後、少女は答えた。

　少女を強く見せていた気配が鳴りを潜ひそめる。上目遣いで見つめてくる顔は、外見どおりの、小さくてか弱い、女の子の顔だった。

「本当に……優しくしてくれる？」

「ああ」

「嘘をついたら、殺すよ」

「好きにすればいい」

「……」

　少女は下唇を噛かんで考えを巡めぐらせる。やがて考えがまとまると、先ほどまでの気の強そうな雰ふん囲い気きを甦よみがえらせ、顔を上げた。

「じゃあ、少しだけ世話になってあげる。わかってる？　勘違いしないように言ってあげるけど、私はあなたのことなんか何とも思ってない。あなたが勝手に私に優しくしようとして、私がそれを受けただけだから。変な勘違いして、くだらないことしようとしてきたら、殺してやるから」

「ああ。わかってるさ」

「わかってるんだったらいいけど……………じゃあ、ふん」

　少女が手を差し出し、顎あごで指示をする。が、司馬には何の合図なのかよくわからない。そのまま黙って突っ立っていると、イライラした顔で少女が吼ほえてきた。

「何してるの？　男のくせに、こんなこともわからないの？　手を出してるんだから繋つなげ。私はあなたの家を知らないんだから、手を引いてちゃんと連れて行け」

「そっか。それはすまなかったな」

　子供の手を引く親の心境で、司馬が少女の手を握る。手を握られた少女は、少しだけ満足そうな顔をした。

「そういえば、君の名前を聞いてなかったな」

「ふん。聞きたいんだったら、まずはそっちが名乗れば。じゃないと、ずっと名前を教えてやらないから」

　わかりきっていたことだが、相当に気難しい子のようだ。

「司し馬ば恭きよう介すけ。君は？」

　少女は顔を逸そらし、照れたように、その名前を言った。

「美み優ゆ……地ち堂どう美優」

　そして、手を繋つなぎ二人で歩き出す。

　それが、司馬恭介と地堂美優の出会いだった。
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　放課後の教室。帰り支じ度たくを終えた生徒が一いつ斉せいに教室を出ていく中、少女は誰だれに聞かせるでもなく、物もの憂うげにため息をついた。

　近所に住む優しいお姉さんといった感じの、おっとりとした顔つきと雰ふん囲い気き。年とし頃ごろの女の子らしい、丸みを帯びた柔らかそうな体つき。長い髪の毛を一つにまとめ、前に持ってきているその少女は、名前を橘たちばなあかりといった。

　帰り支度をしているあかりに、顔は知っているけど名前がわからない数人の級友が別れの挨あい拶さつをしてくる。頑張って名前を思い出そうとするが思い出せないあかりは、できる限りの優しい笑顔で別れの挨拶を返した。

　そばにあった人波がある程度流れていく。教室に残っているのは、あかりを含めた数人の生徒だけになった。

　自分の席を立ち、すぐそばの席に場所を移す。その席の主である少女は、授業が終わり放課後になったのにもかかわらず、机に突っ伏して眠っていた。

「亜あ子こさん。もうみんな帰っちゃいましたよ」

　体を揺すり、眠っていた少女を起こす。亜子と呼ばれたその少女は、半分寝ぼけている顔を上げ、あかりのほうを向いた。

「あ、あかりちゃん……………どうしてあかりちゃんが亜子の部屋にいるの？」

「ここは亜子さんの部屋じゃないですよ。ここは教室で、授業はとっくに終わって、クラスのみんなとっくの昔に帰ってますよ」

「うん？　そうなの？　じゃあ、亜子のネギはどこにいったの？」

「亜子さんのネギは亜子さんの家にあるんじゃないですか。少なくとも、学校の教室にネギがあることはないと思いますから」

　亜子が寝ぼけ眼まなこをこすりながら、大きく口を開けて思いっきりあくびをする。女の子として、ちょっとはしたない姿だ。

　ショートカットの髪型と、小さな体。小動物のような人ひと懐なつっこい雰囲気が体中から溢あふれていて、見ていると可愛かわいらしい印象を受ける。同い歳どしのあかりに比べると体のふくよかさは寂さびしげで、一見すると小学生のようにも見えてしまう。

　木き嶋じま亜子というその少女と橘あかりは、一応、友達と呼べる関係であった。

「ふあぁ……………あかりちゃん。亜子はどれくらい眠ってたのかな？」

「そうですね。私が見た限りですけど……起きてた時間のほうが少なかったと思います」

「そうだったっけ？　数学の時間、亜子は華麗に三次方程式を解いたと思うんだけど……」

「それは間違いなく気のせいだと思いますよ。だって、今日は数学がなかったですから」

「そうなんだ。じゃあ、亜子は夢を見てたんだね。生まれて初めて数学の教科書をギャフンと言わせることができて、嬉うれしかったんだけど……残念だよ」

「また起きてるときにギャフンと言わせたらいいじゃないですか。数学なんて、コツさえ掴つかめば簡単なものなんですから」

「無理だよ。亜あ子この苗みよう字じをギャフンに変えない限り、数学さんにギャフンと言わせられる自信がないよ」

「はあ、それだったらしょうがないですけど……」

　無駄話ランキングというものを作ったとしたら、この話はかなりの上位に食い込むことだろう。それくらい、亜子との会話は無駄だった。

「そんなことより亜子さん、今日は帰りに寄よるところがあるからついてきてほしいって言ってたじゃないですか。それはいいんですか？」

　本来なら、用事もないので、あかりは一人でさっさと家に帰るはずだった。だが、亜子がついてきてほしいところがあると泣きついてきたので、予定を変更して二人で出かけることになったのだ。

　泣きついてきた亜子に根負けする形で渋々予定を変えたのに、当の本人である亜子は、予定なんてどこ吹く風で惰だ眠みんを貪むさぼっている。嫌でも、物もの憂うげなため息がこぼれてしまうというものだ。

「もういいんだったら、今からでも私は一人で帰りますけど」

「え？　ちょっと待ってよあかりちゃん。大丈夫だよ。亜子はちゃんと約束を覚えてるよ。放課後になったら、二人でロケットを作って月に行こうって約束してたよね。よし、じゃあ今から宇宙飛行士になるための訓練を――」

「違います。そんな約束はしてません。知り合いにお金を返すとかどうとかっていう話のほうです」



    

  
    
      



    

  
    
      「はみゅ？　うん？　そう言われてみれば、そうだったような気が……ごめんあかりちゃん。昨日読んだ漫画と現実がごっちゃになっちゃってたみたいだよ」

「はい。亜あ子こさんにはよくあることですから、気をつけてくださいね」

「よーし。ちょっと待っててねあかりちゃん。今すぐに帰りの用意をするから」

「あ、急せかすつもりはないですから、そんなに急がなくても……」

　後ろのロッカーから、亜子が自分の鞄かばんを持ってくる。それで、帰りの準備は終わった。

「よし。帰ろうあかりちゃん」

「え、あの……教科書とかは、持って帰らなくてもいいんですか？」

「大丈夫だよ。全部家に忘れてきたから」

　小さな胸をいっぱいに張って、亜子はそう言った。もちろん、胸を張って言うようなことではない。

　はぁっと、亜子の駄目さ加減に呆あきれてため息をつきそうになる。そんなあかりの顔を、亜子が興味いっぱいの顔で覗のぞき込んできた。

「……なんですか？」

　キラキラと輝く亜子の瞳ひとみ。こういうときは、変なことを考えているに決まっている。

「普段のあかりちゃんも可愛かわいくて素敵だけど、亜子としては、たまにでいいから眼鏡めがねをかけた、格好いいバージョンのあかりちゃんが見たいな」

「そうですか。それは残念ですね。私はまったく、亜子さんにそういう姿を見せる気はないですから。亜子さんのお願いは、永遠に叶かなわないと思いますよ」

「はみゅ？　もしかして、亜子は今、一刀両断であかりちゃんに振られちゃったの？」

「はい。真まっ二ぷたつです」

「うう、それは悲しいよ」

　ある日の出来事から、亜子はあかりに眼鏡をかけることを催さい促そくしてくるようになった。

　眼鏡をかけたあかりが格好よくて大好きだから、その姿が見たい。それが亜子の理屈なのだが、あかりとしては、そんな理屈のために眼鏡をかけた姿を人に見せたくはない。

　あかりは、眼鏡をかけた自分があまり好きではない。

　だから、すぐに調子に乗る亜子に釘くぎを刺すという意味もこめて、あかりはいつも亜子のお願いを一刀両断していた。

「それより、用事のほうはいいんですか？　あんまり遅くなっても、相手に悪いと思いますよ」

「あ、そうだったね。亜子たちには、やらないといけないことがあったね。よし、あかりちゃん。遅れを取り戻すためにも、世界を征服する勢いで帰ろうね」

「下校で世界征服は無理だと思いますけど……」

　そしてあかりを引き連れるようにして、亜子は教室を出て行った。



　元気いっぱいの亜あ子この姿。

　見ていると、少し切なくなった。



　あかりもそうなのだが、亜子には、ある秘密があった。そしてその秘密のために、亜子は自分の命を削りながら、自分の妹と戦っている。

　友達という立場上、あかりは亜子の秘密を知っている。だから、元気いっぱいの普段の姿を見ていると、ときたま、胸が締しめつけられるように痛くなった。

　数日ほど前、あかりは亜子を交まじえてその妹と戦った。結果だけを言えば、その戦いには勝ったのだが、事はそれで終結したというわけではない。

　戦いの後、亜子の妹は姿を消した。そして、今もその消息はわかっていない。

　全すべての問題が解決し、亜子が本当の意味で笑顔になるためには、あの妹を見つけ出さなければいけない。だけど、その居場所はわからない。

　亜子さんのためってわけじゃないですけど……問題をそのままにしておくのは、あまり気分のいいことではないですからね。だから、私としても早くこの件をどうにかしたいものなんですけど……

　早く問題を解決させるために、あかりもそれなりに捜索をしてみたりした。だが、結局何の情報も得られてはいない。

　あの少女が、再び目の前に姿を現すのを待つ。それが、今のあかりにできることだった。

　下駄箱で靴を履はき替え、校舎を出る。急せかす亜子に、あかりは「ちょっと待ってください」と声をかけた。

　正門までの道。前を歩いていた男子生徒が、あかりと亜子の声に反応して振り向く。

　顔を見た瞬間――あかりの胸が、強烈にときめいた。

「やあ。今帰り？」

　全身から漂ただよう、優しげな雰ふん囲い気き。温かくて穏やかな気持ちにさせてくれる笑顔を見せるその少年は、あかりよりも一つ年上で、あかりと亜子が所属しているクラブの先輩である、月つき島しま惣そう一いちであった。

「あ、あ、あ……こ、こんにちは月島先輩」

　不意をつかれた出会いなので、心の準備ができてない。あかりは、緊張で赤くなった顔をうつむかせ、挨あい拶さつだけを返した。

　こ、ここで月島先輩と会うのはちょっと反則で……心の準備ができてないです……

　普段よりも心臓が強い音を出し、血流が速くなっている。早く調子を整えないと、まともに顔を見ることすらできない。

　あかりは、この少年――月島惣一のことが大好きだった。

　特に甘い思い出があるというわけではない。一目見て、その顔に、その優しげな雰囲気に、あかりの心は貫かれてしまった。

　一目惚れで始まった恋は現在進行形で、あかりは意中の人との突然の出会いに、体を緊張させていた。

「あ、惣そう一いち君。惣一君も、今帰りなの？」

　そんな、緊張で体が強こわ張ばっているあかりとは対照的に、亜あ子この態度は自然そのもの。人ひと懐なつっこそうな亜子の魅力を全開にして、惣一の名前を呼んでいる。

「うん。僕も今から帰るところだけど……今日も元気だね、亜子ちゃんは」

「うん、元気いっぱいだよ。亜子にも理由はわからないけど、超がつくくらいの絶好調で、朝起きたときみたいに体が軽いんだ」

　それは、全部の授業で寝てたからだと思いますけど……

　亜子と惣一のやり取りを寒さむ々ざむしい気持ちで見つめる。下の名前で呼び合うという二人の関係性に、あかりは顔には出さないが嫉しつ妬としていた。

「亜子ちゃんは元気なほうがいいよ。笑顔が亜子ちゃんには似合ってるし、そっちのほうが可愛かわいいからね」

「そうかな。そう言われちゃうと、亜子は照れちゃうよ。惣一君は意外に女殺しなんだね。亜子はグサリと殺されちゃったよ」

「殺そうとしたつもりはないんだけど……」

　亜子の冗談に惣一が苦笑する。何も知らない人間が見たら、仲がいいカップルに見えても不思議ではない。

「……」

　それが、あかりには強烈に面白くなかった。

　何だか……もの凄すごい疎そ外がい感かんがあります。

　惣一と亜子は幼おさな馴な染じみだった。だから二人はお互いのことを名前で呼び、こんな風に、カップルに見えても不思議ではないほどの親しげな会話をするのだ。

　嫉妬で狂ってしまいそうなほど羨うらやましくてしょうがない現実だが、それだけなら、あかりはまだ我が慢まんできる。

　一番、我慢できそうにないのは――

「『理屈じゃないんだ。

　キミが笑うと、僕は嬉うれしいんだ。

　キミが泣くと、僕は悲しいんだ。

　だから、とても簡単なお願いを一つだけ、キミにしたいんだ。

　キミにはいつも、笑っていてほしいんだ。

　僕はそれが、好きだから。』

　亜子ちゃんの笑顔は特別だから、いつも笑ってたほうがいいと思うよ」

　詩を読み上げるのは惣一の癖くせだ。気持ちが高まると、自然と好きな作家が書いた詩が頭に浮かんできて、声に出してしまうらしい。

　明らかに好意の感情が詰まっている詩を口にされ、亜子が照れたように頭を掻かく。見た感じ、まんざらでもなさそうだ。

　あっ。最悪なくらいに、面白くない展開になってるような気がします……これは、何とかして邪魔しないと。

　あかりが一番我が慢まんできないこと。

　それは、惣そう一いちが亜あ子このことを好きだということだ。

　認めたくない、記憶の片隅にも入れたくない事実だが、本人の口から聞かされてしまったことなので否定することはできない。

　何かのきっかけで二人が本当の恋人同士になってしまわないために、あかりはできる限りの邪魔をすることにした。

「あの、月つき島しま先輩は、いつもこれくらいの時間にお帰りになってるんですか？」

「ええっと。そうだね、普段はもう少し早く帰ってるんだけど、今日はちょっと授業でわからないところがあって、先生に質問してたから遅くなったんだ」

「そうですか。月島先輩って、真ま面じ目めなんですね」

　ますます好きになってしまいそうです。心の中でだけ、そのセリフを呟つぶやく。

「へえ、惣一君もそうだったんだ。亜子も大体そんな理由で、今日は帰るのが遅くなっちゃったんだよ」

　えッ。亜子さんは居眠りしてたから遅くなっただけで、真面目さなんて欠片かけらも持ち合わせてないのに……

「そっか。真面目なんだね、亜子ちゃんは」

「そうなのかなぁ。亜子はそんなつもりはないんだけど、惣一君がそう言うんだったら、そうなのかもしれないよ」

　そんなことないと思いますけど……

　惣一の前では良い子でいたいあかりが、その一言を口にすることはない。心の中で妬ねたみ続けるだけだ。

　ううん、気づけば亜子さんに月島先輩との会話を持っていかれちゃいます。これが、お付き合いの長さの差なんでしょうか……

　モヤモヤとした気持ちは治まることをしらない。暴力でその差が埋められるのであれば――若干悩んだ後に――思いきって暴力を振るっているのに。

「そうだ。惣一君は、これからとか暇？　実はね、亜子とあかりちゃんはこれから二人で、用事を済ませるついでに遊びに行こうってことになってるんだけど……暇だったら、惣一君も一緒に行こうよ」

　この子は何て良い事を言うんだろう。

　その一言で、全すべての感情が裏返ったような気がした。

「ごめん。せっかく誘ってくれて悪いんだけど……実はこれから用事があって、遊びには行けないんだ。だから、二人で楽しんできたらいいよ」

「そうなの？　それは残念だよ」

　残念がりながらも、少し微笑ほほえんでいる亜子に対し。

　本当に……心の底から残念です……せっかく、学校以外での月つき島しま先輩が見れると思ったのに……

　普段の笑顔を絶たやさずに、思いっきり残念がるあかりだった。

　正門を出た直後、惣そう一いちとは別れることになる。心の奥のほうを温かい気持ちにさせてくれる、いつもの笑顔を惣一が向けてくる。

「それじゃあ、また今度部活でね」

「うん。バイバイ惣一君」

「あ、さようなら。月島先輩」

　亜あ子こは手を振り、あかりは頭を下げる。気のせいかもしれないが、惣一が亜子にもう一度微笑ほほえみを飛ばしたような気がした。

「惣一君とも一緒に遊びに行きたかったんだけど、残念だよ。亜子とあかりちゃん二人っきりの、ラブラブときめきデートっていうことで、思いっきり楽しんじゃおうね」

　混じり気のない、純粋な期待感に埋め尽くされた亜子の顔。子猫のように可愛かわいらしいが、今のあかりにはそれを見る余裕がない。

　月島先輩……最後に亜子さんにだけ笑いかけて、私には……

「それじゃあ行こうよ、あかりちゃん」

　亜子が背中を向ける。なんとなく面白くなかったから、あかりはほぼ無意識のうちにその頭を軽く叩たたいてしまった。

「はみゅッ。なに？　何が起こったの？　カミナリでも落ちたの？　だったら亜子のおへそは……よかった。ちゃんとあるみたいだよ」

　制服の上からお腹なかを触って確かめると、亜子はほっとした顔でため息をついた。

「あかりちゃん。亜子、今突然、生卵を電子レンジで温めてバーンってなっちゃったような衝撃を受けたんだけど……何でだと思う？　突然すぎて恐こわいよ。もしかしたら、亜子が知らない七不思議の一つが、大爆発しちゃったのかもしれないよ」

「それはないと思いますよ。そういうのは、たいてい犯人は人間だって決まってるものですから」

「じゃあ、誰だれかが亜子の頭を叩いたのかな？」

「ええっと、それはですね……………」

　グルグルと、頭の中を色んなものが回る。出た結論は、適当に誤ご魔ま化かそうだった。

「さっき、自転車に乗った中年の女性が白はく菜さいを振り回してましたから……もしかしたら、それが亜子さんの頭に当たったのかも……」

「えッ。そうなの？　ううん、それは恐いね。物騒な世の中だよ。ヘルメットを被かぶらないと、安心してカエルの唄うたを歌いながら、学校から帰ることもできないね」

「そうですね。恐い世の中です」

「白菜おばさんか……どんな人なのか想像もできないけど、考えるだけで恐くなっちゃ……………うん？　あかりちゃん。亜子は見てないんだけど、そんな人本当にいたの？」

「白はく菜さいじゃなくて、ゴボウだったような気も……」

「なるほど。ゴボウだったら不思議じゃないよ。亜あ子こも、傘と間違えてゴボウを持っていきそうになっちゃったことがあるから」

　フムフムといった具合に亜子が頷うなずく。何だかよくわからないやり取りの末、話は終着を迎えようだ。

　話題を変え、二人で目的地を目指して歩き出す。

　一応、あかりは心の中で叩たたいてごめんなさいと謝っておいた。





　前にあかりは、亜子に連れられて、電気街の一角にある、電気屋なのか玩具おもちや屋やなのか本屋なのかよくわからないところに連れて行かれ、普通に生きていてはなかなか目にすることのできないものを見た経験がある。

　今回もそういうところに連れて行かれるのだろうと覚悟を決めていると、案の定、電車に乗ってそういうところに連れて行かれた。しかし、目的としている場所自体はそことは違うようだ。

　車一台がやっとといった感じの狭い路地。その前で亜子は立ち止まった。

「じゃあ、あかりちゃん。亜子はちょっとお金を返しに行ってくるからここで待っててね」

「はい。それは別に構いませんが……大丈夫なんですか？　狭い場所で、ちょっと物騒な気がしますけど」

「大丈夫だよ。阿あ鼻び叫きよう喚かんの天使の楽園っていうのは大体こういう場所だから。あかりちゃんは何の心配もしなくていいよ」

「……」

「じゃあ行ってくるよ」

　亜子が一人で奥に進んでいく。すぐに帰ってくるはずなので、あかりは言われた通り路地の入り口で待つことにした。

　……阿鼻叫喚の天使の楽園ってどんな場所なんでしょうか。

　その間、亜子が残した言葉の意味を考え、あかりは一人で頭をグルグルと回していた。



　ふと、物音が聞こえた。



　ここからそんなに離れてはいない。三つくらい隣の路地から、言い争っているような人の声が聞こえた。

　揉もめ事に巻きこまれるのはごめんだが、やはりそこは人として興味が湧わく。

　手持ち無ぶ沙さ汰たということもあり、あかりは何が起こっているのかを確かめようと、その路地に顔を覗のぞかせてみることにした。

　一歩足を踏み入れると、壁際に大量のダンボールが積まれているのがわかった。更に奥に進み、二人の少女の姿を確認する。

　白い制服を着た少女と、メイド姿の少女。

　派手な格好をした二人だなとあかりが思った一秒後――メイド姿の少女が制服姿の少女を、ドロップキックで思いっきり蹴けっ飛ばした。

「え、え、え……」

　突然飛び込んできたシュールな光景に言葉を失う。

　ドロップキックを喰くらった制服姿の少女は、ものの見事にダンボールの山へと吹っ飛ばされてしまった。

　壮絶な音がしたが、ダンボールがクッションとなりダメージ自体は受けなかったようだ。髪の毛を後ろで一つにまとめている制服姿の少女はすぐに立ち上がり、メイド服姿の少女を睨にらみつけた。

「ひどいッ。ひどいっす。ちょっとしつこく聞いただけでこの仕打ち……さすがのボクもトラウマになりそうっすよッ」

　叫ぶ少女が着ている、白いブレザーの制服。あれは、この辺りでは知らぬ者がいないと言われている超一流のお嬢様学校――白しろ金がね女子高校の制服だ。

　格式高いブレザーの制服は女子の憧あこがれで、着ているだけで自慢になる。そんな有名な制服を着ている少女が、こんなところで何をやっているのだろう。

「あんたがしつこいのが悪いのよ。とにかくもう話をする気はないから。コンティニューしたかったら、百万円でも持ってきなさい」

　相手を指差しながら、メイド姿の少女がそう告げる。

　白金女子の制服を着た少女に負けず劣らず、メイド姿の少女も派手だった。

　長く真まっ直すぐに伸びた髪の毛は、鮮あざやかで綺き麗れいな金色に染め上げられている。黒を基調としたロングスカートのエプロンドレスに包まれた身体は、男性と比べても見劣りしない長身で、スタイルがかなり良く、無駄な肉などは一切見受けられない。

　普通のメイドにはある、若干媚こびているという感じがその少女にはまったくといっていいほどない。胸を張って堂々としており、むしろ、誰だれよりも偉そうな印象を受ける。

　整った顔に薄く化粧をしており、口紅で赤く染まった唇は文句なしに魅力的だった。

　そんなメイド姿の少女に、白金女子の制服を着たポニーテールの少女が吼ほえる。

「蹴っ飛ばされて百万円ッ？　ちょっぴりＭっ気がある僕でも、それはさすがに受け入れられないっす」

「あっそ。だったら金の切れ目が縁の切れ目っていうことで、さっさと消えちゃえば」

「むむ。消えるのはしょうがないとしても、このままやられっぱなしで引き下がる僕じゃないっす。蹴られた分のお礼くらいは、きっちりさせてもらうっすよ」

「現金のお礼以外は受けつけないから」

　ダンボールの山から身を乗り出し、メイド服の少女と対たい峙じする。

「覚悟するっす。ひでぶぐらいのことは言わせてやるっすからね」

　そう言って一歩踏み出そうとした瞬間、足元にあった重なったダンボールが滑すべり、制服姿の少女は見事に転んでしまった。

「ひでぶぅッ」

　そして、そんな情けない声を上げた。

「……」

　一帯が静せい寂じやくに包まれる。戦わずして勝負がついてしまい、誰だれもがどうしていいのかわからないでいた。

「ううひどいっす。僕がいったい何をしたっていうっすか……」

　制服姿の少女が自滅から立ち直る。しかし、滑って転んだ拍子に戦意を失なくしてしまったようで、今は同情したくなるくらい悲しげな顔をしていた。

「覚えてるっすよ。ボスに言いつけてやるから」

　最後にそんな捨て台詞ぜりふを吐き、白しろ金がね女子の制服を着た少女は走り去ってしまった。

　何が起こったんだろう……

　一連の流れについていけず、あかりはひたすらに混乱していた。

　そんなあかりに向けられる視線。向けてくるのは、この場に残ったメイド姿の少女だ。

「何あんた？　あんたも今の奴やつの仲間？」

「えッ。いえ、あの……仲間と言われても何のことだか……」

「何度聞いても無駄よ。教えてやる気はないから……それでもわからないって言うんだったら、あんたにも少しは痛い目を――」



    

  
    
      



    

  
    
      「ええっと。何がなんだか」

　わけがわからず混乱するあかりをよそに、メイド姿の少女は駆け出してきた。

　事情はわからないが、このままぼうっと突っ立っているのも危険な気がする。

　あかりは適当に身を躍らせてメイド姿の少女をやり過ごすことにした。が、左右の壁に邪魔されて満足に動くことができない。

　もうッ……何がなんだかわからないけど、面倒くさい感じです……

　自分の運命を呪のろうようなため息をつくと、あかりは左手側の壁を蹴けって上へと跳び上がった。

「こんな狭い場所だと、上しか逃げる場所がないじゃないですか」

　目立つことはできる限りしたくないが、ドロップキックの直撃を喰くらうよりはましだ。

　左手側の壁を蹴り跳び上がったあかりは、今度は右手側の壁を蹴り更に上空へと体を舞わせた。

　スカートを両手で押さえ、バランスを取るために宙返りをする。

　その宙返りは、静かで、華麗で、優雅で――誰だれしもが見み惚ほれてしまいそうなほど、綺き麗れいな姿だった。

「……」

　メイド姿の少女の動きが止まる。時間を盗まれたように、空に重なるあかりの姿を目で追っていた。

　その姿を、あかりが視界に捕らえる。

　何でこうなったのか事情がまったくわからないんですけど……これで話をするヒマくらいはつくれそうですね。後は、着地に気をつけて……

　わずかに集中力を欠いた瞬間。制服のポケットから小銭が落ちていった。

「あッ……」

　思わず声がこぼれたが、大した額ではないので気にする必要はない。あかりは欠けた集中を埋めなおし、再度メイド姿の少女を目で追った。

　小銭を落としたことに反応し時間を取り戻したメイド姿の少女が、跳躍中のあかりに向かって駆け出してくる。

　このままでは着地地点を狙ねらわれると思ったあかりは、三度、壁を蹴って着地する場所を変えることにした。羽は根ねのように体を宙で遊ばせながら、足を下ろす場所を確認する。

　そして最終的にあかりが足を下ろした場所は、最初に跳び上がった地点とほぼ同じ場所だった。

　元に戻ったら何の意味もないんですけど……

　今の跳躍が無駄になったような気がして、なんとも表現しにくい虚むなしさに襲われる。だが、丸ごと全すべてが無駄になったというわけではない。

　まあとにかく、今のが話をするきっかけ程度にでもなれば……

　警戒し、様子を探ろうとするあかり。その目の前で、メイド姿の少女は、なぜか思いっきり地面を踏みつけた。

「……？」

　くっついたかのように、メイド姿の少女は踏みつけた足を地面から離そうとしない。不自然な足あし捌さばきのまま、体をあかりのほうに向けてくる。

「……なるほど。普通の女子高生じゃないってわけだ。見世物にしてお金が取れそうなくらいに綺き麗れいな宙返りだったけど……あんた、何者？」

「何者と聞かれましても、通りすがりとしか答えようがないんですけど……」

「ふーん。とぼけるくらいの余裕はあるってわけだ。だったらあたしも、チップを弾はずんであげないとね」

　……チップよりも、冷静に会話をする時間が欲しい。

　ため息と一緒にその言葉を口にしようとするあかりの目に、それは飛び込んできた。

　あれ？　もしかして……

　地面から離れず、不自然な動きをする足のそばにわずかに光るものがある。それは、さっきの宙返りであかりのポケットから零こぼれ落ちた小銭の一つだった。

「それじゃあ、さっさとあんたを蹴け散ちらしてバイトに戻りたいところなんだけど……」

　メイド姿の少女が、チラチラと落ちている小銭に視線を送る。どうやら、正面のあかりよりもそっちのほうが気になってしょうがないようだ。

　あの人、まさか……

　不自然な動きをする少女の足の下にあるものが、なんとなく想像できるような気がした。

「ちょっと、いいですか？」

「なによ？　降参して逃げるって言うんだったら見逃してあげるから、さっさと逃げちゃえば……」

「そのお金、私のですよ」

「うッ」

　痛いところを突かれた。メイド姿の少女はそんな顔をした。

「しょ、証拠はあるの？　このお金はここに最初から落ちてたものかもしれないし……それに第一、地面に落ちてるお金はあたしのお金でしょ。勝手に横から口を出して、それは私のですって言われて、納得するわけないじゃない」

「……」

　久しぶりに味わった純粋な驚きだった。

『地面に落ちてるお金はあたしのお金でしょ』

　この先何年生きたとしても、自分には絶対に口にできないセリフだ。

「あの、その……まあ、大した額じゃないから別にいいんですけど」

「ラッキー。だったら、全部もらっちゃうから」

　持ち主の許可をもらうと、メイド姿の少女はさっさと落ちていた小銭を拾い集めて自分のポケットへと仕舞い込んだ。その姿は、見苦しいを超えて清すが々すがしく見える。

「よっし。んじゃ本題に戻ってあんたとの決着をつけてあげる」

　お金を拾い終わったメイド姿の少女が、威風堂々と宣戦を布告してくる。

　ごく小額とはいえ、お金を取られて喧けん嘩かを売られるなんて……今日は最悪の厄やく日びみたいです。

　最悪の一日に肩を落としながらも、態勢だけは整える。

　このまま会話が通じないようなら、実力で黙らせてしまえばいい。そう思い、あかりも覚悟を決めることにした。

　不意に、人の気配を感じた。

　あかりの後ろ、路地の入り口から誰だれかが駆け寄よってくる。

「あ、やっと見つけたよ」

　声で、何者かというのがすぐにわかった。

「ひどいよ、あかりちゃん。亜あ子こを置いてどこかに行っちゃうなんて。あかりちゃんに置いていかれた寂さびしさで、亜子の心には北風が吹いたんだよ」

　そばに駆け寄り、亜子があかりに抱きついてくる。無論、今はそんな状況ではない。

「ええっと、亜子さん。私は別に亜子さんを置いていったわけじゃなくて……ちょっと面倒なことに巻き込まれて、亜子さんのところに戻れなくなっただけでして……それで今も、その状態は続いているわけなんですけど……」

「はみゅ？　つまりはどういうこと？　難しくて、亜子にはよくわからないよ」

「わかりやすく言いますと、恋人とのデート中に、亜子さんが乱入してきたというところでしょうか」

「えぇッ……そっか。あかりちゃんは亜子と違って、足がすくむくらいに深い胸の谷間を持ってるから……男の子の一人や二人、簡単に地獄に落としちゃうよね」

「そんな谷間持ってませんッ。第一、私は男の人を地獄に落としたことなんて一度もないですし……それに、その……」

　興味がある男の子なんて一人しかいない。

　勝手にそれを思い、あかりは顔を赤くした。

「でも、あかりちゃんは亜子がデートの邪魔をしたって」

「それはただの例えですよ。現実は、もうちょっと説明しにくい状況で……」

　当事者であるあかりですら、どうしてこうなったのかがよくわからない。

　どうして今、メイド姿の少女と一触即発の状態で向かい合っているのだろう。

「ううん。何だかよくわからないけど……あかりちゃんの邪魔になるようだったら、亜子はお邪魔しましたで帰ることにするけど……」

　亜子がメイド姿の少女を確認する。

「……」

　無言のまま見つめ続けていると、突如として亜子の顔が笑顔に染め上げられた。

「あ、師匠」

「師匠？」

　意味不明の単語を口にすると、亜あ子こはあかりから離れてメイド姿の少女の元へと駆け出していった。

「あ、亜子さんッ」

　あかりの呼び止めも聞かず、亜子がメイド姿の少女に走り寄よっていく。それに応こたえるように、メイド姿の少女も顔に笑顔を浮かべた。

「うん？　なんだ、誰だれかと思えば亜子っぺじゃない」

　そして気軽そうに、亜子の名前を呼んだ。

「師匠」

「亜子っぺ」

　両手を広げ、メイド姿の少女は亜子を受け入れようとする。亜子は走る足を止めず勢いよく、その胸に飛び込んでいこうとした。

　感動的な再会に見えないこともないワンシーン。だが、最終的に二人が抱ほう擁ようすることはなかった。

　すぐそばまでやってきた亜子の体に、メイド姿の少女が体を絡ませる。そしてそのまま流れるような動きで、コブラツイストという技が完成してしまった。

「はみゅッ。師匠、痛いよッ。亜子は……亜子はただ、師匠との感動の再会がしたかっただけなのに……」

「感動とか再会とかはどうでもいいから。とにかく亜子っぺは早く貸したお金を返しなさいっての」

「そ、それは、今日返すつもりなんだけど……」

「なんだ。だったら、最初からそう言ってよね」

　あかりを置き去りにして話が進む。数秒前までは主役だったのに、今はすっかり脇わき役やくへと成り下がってしまっていた。

　技を解いて亜子に自由を返す。自由を取り戻した亜子は「ふう。助かったよ」と呟つぶやき、自分の財布を取り出した。

「ええっと、返すお金は二千円でしたよね？」

「ううん。一割利子がついて二千二百円よ」

「……師匠の取り立ては相変わらず厳しいよ。亜子、このままだとダンボールを食べて生活することになっちゃうよ」

「そういうのはあたしの知ったことじゃないから。ほら、借りたお金はさっさと返す」

　話から察するに、亜子はこの少女からお金を借りていたようだ。

　名な残ごり惜しそうに自分の財布からお金を取り出そうとする亜子の顔には、なんともいえない哀あい愁しゆうがあった。

「ええっと、二千円は……うん？　あれ？　あれれれれ？　おかしいな。ええっと、確かここに……………あっ。思い出した」

「どうしたの亜あ子こっぺ。貧乏神みたいな顔して」

「ええっと。実は師匠、凄すごく言いにくいことがあるんだけど……」

「なに？　あたしに返すはずだった二千円を使い込んじゃったの？」

「はみゅッ。なぜそれを？」

「あんたの顔見てたらわかるって。ったく、無駄遣いはするなって、お金貸すときいつも言ってるじゃない」

「それは、そうなんだけど……実は、近くのおもちゃ屋で、魔女っ子ドロピーデラックスフィギュアを見つけちゃって……普通のドロピーだったら我が慢まんできたんだけど、デラックスだったから、つい衝動買いしちゃって……」

　返すためのお金で衝動買いをするのは、人として間違っているような気がするんですけど……

「なるほどね。確かに亜子っぺの言うとおり、デラックスだったらしょうがないか。今回は許してあげるから、次はちゃんと使わずに持ってくるのよ」

　人として間違っていても、しょうがないで許してもらえるんだ。

　あかりには、よくわからない世界の会話だ。

「師匠……ありがたき幸せだよ」

　許してもらったことに感動している亜子に、師匠と呼ばれているメイド姿の少女が裏がありそうな優しい笑顔を向ける。

「その代わり、利子を更に一割上乗せしておくから。それら全部まとめて月末までにきちんと全額返済しないと、大きな船に乗せてマグロ漁に行かせるから覚悟しときなさいよ」

「……師匠……取り立てが、鬼だよ」

　感動が一転、亜子はガクッと肩を落として落ち込んでしまった。

　亜子との会話が一段落すると、師匠と呼ばれていたメイド姿の少女はあかりのほうに視線を向けてきた。

「さっきのやり取りを見た感じだと……あんた、亜子っぺの知り合いなんだ。んじゃあ、白しろ金がね女子の奴やつとは関係ないってことね」

「……私はずっとそう言おうと思ってたんですけど」

「間違いなんて誰だれにでもあるって。それを気にして小さいこと言ってたら、お金が集まってこないわよ」

「むッ。人のお金を取っておいてその言い方は……」

　熱のこもった瞳ひとみで少女の顔を見つめた。するとなぜか、懐なつかしさに似た妙な感情が生まれてきた。

　それと呼応するように、メイド姿の少女の瞳も熱を持っていく。

「あれ？　あんた……もしかして……」

　急いで、必死になって記憶を掘り起こす。あかりは、メイド姿の少女に見覚えがあった。

　遠い昔。何年か前。多分、自分とこの少女は会ったことがある。

「ええっと……確か……」

　ぼんやりしている記憶をはっきりさせてくれたのは、同じように、何かを思い出そうとしているメイド姿の少女だった。

「もしかして、橘たちばな？」

　名を呼ばれ、記憶と顔が一致する。

「……柊ひいらぎ、さんですか？」

　目の前にいるメイドは、柊撫子なでしこという名前の、幼おさな馴な染じみの少女だった。





　先ほど、あかりを置いて亜あ子こが一人で進んでいった路地へと場所を移す。

　路地を抜けた先は意外と広々としていて、手入れの行き届いた花壇、水道から水を汲くみ出している小さな噴水、童話に出てくる小こ人びとの置物など、風景を彩いろどる色々なものがあった。

「ここって、何かのお店なんですか？」

　慣れた顔で前を歩く亜子に尋たずねる。

　風景の中にはテーブルと椅い子すがあり、シャレた喫茶店、もしくは雑貨屋の店頭といった様相を呈ていしている。

「うん。ここは亜子の心のオアシスのような場所なんだよ」

「はあ、心のオアシスですか……」

　店内の様子を窺うかがえるところまで進む。ガラス戸から見える店内には、清せい楚そで、スカートが長いエプロンドレスに身を包んだ女性たちが立ち話をしていた。

「亜子さん。ここって、もしかして……」

「うん。天使の茶室だよ」

「いえいえ。天使の茶室じゃなくて……私の予想が当たってるんだとしたら、ここって、メイド喫茶っていうところじゃないんですか？」

「うん。大正解だよあかりちゃん。天使の茶室っていう名前のメイド喫茶で、師匠のバイト先でもあるんだ」

「はあ、そうですか……」

　心がこもらない返事しかできない。

　さっきの今で、どうして私はこんなところにいるんだろう。真剣に考えると、目が回ってきそうだ。

「なによ。興味ありませんって顔して。お金儲もうけの匂においがしないからやる気が出ないの？」

「いえ、お金がないからやる気がないってわけではなくて……………柊さん。お金が大好きなんですね」

「ええ。お金は超がつくくらい好きだけど……なに？　さっきの小銭を返せって言うんだったら、半分の半分の半分くらいは返してあげるけど」

「もう、諦あきらめてるからいいです」

　先ほどの路地からここに来るまでの間、自動販売機が二個あったのだが、撫子なでしこは人目を気にすることなく、おつりの排出口に手を突っ込んで忘れられたお金がないか確認していた。その姿を目撃してしまった今となっては、お金を返せなどとは言えない。

「まあ、間違えて喧けん嘩か売っちゃいそうになっちゃったお詫わびとして、水ぐらい奢おごるって言ってるんだから。橘たちばなも少しはありがたそうな顔をしなさいよ」

「水を奢るって……喫茶店では、最初から水は無た料だだと思うんですけど」

「水と安全は無料って考え方は、あたし嫌い。文句があるんだったら、その辺の空気でも食ってればいいじゃない」

「……」

　言葉とは裏腹。撫子は、欠片かけらもお詫びしたいとは思っていないようだった。

「……なんだか、多分に納得できない気分なんですけど……そもそも、何であんなところで白しろ金がね女子の生徒と喧嘩なんかしてたんですか？」

「それには色々と理由があるのよ。知りたかったら、二千万払うことね」

「に、二千万って……そんな大金払えるわけないじゃないですか」

「本当に知りたいんだったら払えるんじゃないの。今だったら出血大サービスで、あんたが払うって言ったら、あたしはそれが聞きたかったって言って、無料で教えてあげようと思ったんだけど……」

「じゃあ、払うから教えてくださいよ」

「じゃあ、キャッシュで今すぐ二千万払いなさいよ」

「……それじゃあ、話が違うじゃないですか」

「残念。サービス期間は終了しちゃったから。無料で教えてもらおうなんて、図ずう々ずうしいにもほどがあるんじゃない」

　そこであかりの心は折れた。

　どうせ、大した理由なんてありはしないだろう。これ以上心を乱されたら、健康の面で影響がありそうだったから、あかりはもう何も聞かないことにした。

　店の前までたどり着き、亜あ子こが一番に店内に入ろうとする。だが、その寸前で撫子が亜子を呼び止めた。

「亜子っぺストップ。あたし今日は花に水をやる当番だから。それが終わるまでちょっとそこで待ってて」

「うん。わかったよ師匠」

　亜子を呼び止めると、撫子はホースを手に取り花に水をやり始めた。先端をつまんで水量と勢いを微妙に調節する姿から、ここでの仕事の長さが窺うかがえた。

「それより亜子っぺ。うちでバイトするって話は考えてくれた？」

「うん？　それは、あの……ええっと……」

「亜子っぺだったら見た目の感じでそれなりに需要があるでしょうし、それに今、ちょうど人手も足りないところだから……どう？　今だったら、待遇面でわがままが言えるわよ」

「ううん。亜あ子ことしても、可愛かわいい格好をするのはドンとこい超常現象って感じなんだけど……亜子自身が、そんなに可愛くないから……それに、亜子は最近ちょっと忙しいから」

「ふーん。忙しいって言うんだったら、しょうがないか」

「ごめんなさいだよ師匠……………あ、そうだ。亜子の代わりに、飛びっきりの女の子を紹介するよ」

　嫌な予感がした直後、亜子の笑顔があかりを射止めた。

「あかりちゃん。蜂はち蜜みつみたいに甘くて美お味いしいお仕事があるんだけど」

「結構です」

「はみゅ？」

「私はお金に困ってませんから。メイド喫茶で、メイドの格好をして接客をするような気はありません」

「うッ。あ、亜子はまだ何も言ってないけど……」

「今の話を聞いていれば大体わかります。そして今口にしたセリフが、私の答えです」

「うう……告白する前に振られちゃった気分だよ。亜子としては、ベリーセクシーキュートなあかりちゃんが見たかったんだけど……残念を通り越して無念だよ」

　意気消沈する亜子を見かね、撫子なでしこが会話に入ってくる。

「そんなに毛嫌いしなくてもいいじゃない。別に裸になって物もの乞ごいしろって言ってるわけじゃないんだから」

「そ、そんなことは頼まれたってしませんけど……とにかく、私は亜子さんや柊ひいらぎさんと違って、そういう格好には興味がありませんから。バイトの人員を探してるんだったら、別の人をあたってください」

「どうしても駄目ってこと？　慣れたらメイド服も楽なものなんだから、お試しでちょっとだけやってみたら」

「楽でも便利でも、私は興味がありませんから。誰だれがなんと言おうと、そんな格好はしません」

「ふーん。じゃ、実力行使ってことで」

　そう言うと、撫子はホースをあかりのほうに向けた。そして鉄砲水をあかりのスカートにぶつけてくる。

「きゃっ……もう、なんですかいきなり……服が濡ぬれちゃったじゃないですか……」

　水をかけられたスカートは言い訳のしようがないくらいに濡れていた。

　見ようによっては失禁してしまったようにも見えなくもなく……このままでは、恥ずかしくて人前に出ることができない。

「あらら。不幸な事故で制服が濡れちゃったみたいだけど……どうするの？　そのまま、そのお漏らしルックで家まで帰るつもり」

「そ、それは……」

「今なら無料で着替えと服を乾かす場所を提供してあげるんだけどなぁ」

「き、着替えといいますと」

「もち、メイド服になるわけなんだけど……嫌なら、そのまま帰ればいいんじゃない」

「ぐ、ぐう……」

　もはや選択肢は存在しなかった。

　今日は最悪の厄やく日びだ。あらためて、あかりはそう思った。





「わッ。わッ。わッ……あかりちゃん。やばいよ。可愛かわいすぎるよ。可愛すぎて、亜あ子こは胃に穴が開きそうだよ」

「そうですか……じゃあ、そのまま穴を開いてください」

「すっごいよ。こんなにメイド服が似合う子、亜子は今まで見たことないよ。タライに乗って川を流れていくゴリラさんより、今のあかりちゃんのほうが可愛いよ」

「ゴリラですか……はあ、褒ほめてくれてありがとうございます」

　制服が乾くまでということで、あかりは撫子なでしこと同じメイド服を着ることになった。

　ロングスカートのエプロンドレスで服自体の露出は大したことないが、これがメイド服だと思うと、どうしても気恥ずかしくなってくる。また、頭にはちゃんとカチューシャをのせており、その感覚が気恥ずかしさを増幅させていた。

「よし。着替えが済んだんだったら、これから橘たちばなには簡単な接客を教えるから。ウダウダ言わずに、黙って覚えなさいよ」

「えッ。これって、服が乾くまでの時間つなぎみたいなものじゃあ……」

「うっさい。無料で社会勉強させてやるんだから、ウダウダ言うんじゃないわよ」

　詐さ欺ぎまがいの展開で、理不尽な説教を受ける。それからしばらくの間、あかりは撫子に接客の仕方を教わることになった。



　壁際の席で、時間が過ぎるのを待つあかり。

　亜子はあかりから離れ、店内に置いてあるテレビの前を陣取っている。画面に映し出されているのは、あかりはよく知らないロボットもののアニメで、亜子はそれを食い入るように見つめていた。

　たまに、そばを通るメイドと一言、二言、会話を交わしている。どうやら、撫子以外のメイドともそれなりの面識があるようだ。

「こういうお店だからね。お客さんのほとんどは男で、亜子っぺみたいな女の子が来るのは珍しいのよ。だからみんながすぐに顔を覚えて、顔見知りになっちゃってるってわけ。まあ、だからといって、一円たりともサービスする気はないんだけど」

　あかりの前の席には撫子が座っている。威風堂々とした態度で、たまに組んだ足を組み替えたりして、本当にこの店の店員なのか疑いたくなる姿だ。

「私は知識がないからよくわからないんですけど……こういうお店って、いつもこんな感じで閑かん散さんとしてるんですか？」

「そうね。平日のこの時間は大体こんな感じかな。っていっても、暇な店ってわけじゃないわよ。どこの飲食店も、この時間はたいていこんなもんなんだから」

「そうなんですか？」

「それくらい知っときなさいよ。社会の常識なんだから」

　上からものを言われたようで、ちょっとだけムッとする。が、下へ手たに言い返しても見苦しいだけなので、何も言い返したりはしない。

「この時間が暇だというのはわかりましたけど……いいんですか？柊ひいらぎさん、このお店の店員さんなんですよね？　だったら、こんな風に私と話なんかしてたらいけないと思いますけど」

「ふふ。そういうのはちゃんと相手を見てから言ってよ。この時間にしないといけないことはとっくの昔に全部終わってんの。それに自慢じゃないけど、今の時間帯はあたしがこの店のトップだから、基本的に何をやっても許されるのよ」

「……サボることは許されないことだと思いますけど」

「こういう店はお喋しやべりもお給料のうちなの。だから、ウダウダ注意しないでくれる」

　サボっている店員を注意したら、逆に怒られてしまった。この空間では、あかりが持っている常識は通用しないようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ふうッと、ため息をつく。

　できることなら、このまま一人もお客が来ないでほしい。こんな格好で接客をするなんて絶対にごめんだ。

　服が乾くまでの間だけだと自分に言い聞かせ、あかりはひたすらに気を散らし時間が過ぎるの待っていた。

「柊ひいらぎさんと会うのは、いつ以来でしたっけ？」

「ううんっと……いつ以来だったかな？　小学生の頃ころにあんたの顔を少し見た記憶があるけど、それ以外では全然思い出せないかな」

「まあ、大体数年ぶりということですね」

「そうなんじゃないの。違ってても、誰だれかに迷惑かけるってわけじゃないんだから、気にしなきゃいいのよ」

　撫子なでしこの視線は、亜あ子こが見ているアニメのほうを向いている。テーブルに肘ひじをついて、あまりあかりとは視線を合わせようとはしない。

「柊さんは、いつ頃からここでアルバイトを始めたんですか？」

「ちょっと前かな。まだ半年も経たってないと思うけど」

「何でこういうお店にしたんですか？」

「別にたいした理由なんてないわよ。この歳としでバイトしようと思ったら、場所が限られてくるじゃない。それで、ここの店長とはちょっとした知り合いだったから、そのツテで雇ってもらったっていうだけよ」

「あまり、メイドさんに向いてる性格じゃないと思うんですけど……」

「別にいいじゃない。こんなあたしが好きっていうご主人様もいるわけなんだから。世界中のメイドがご主人様に頭を下げると思ったら大間違いだって。腹が立ったらドロップキックもしたくなるってもんよ」

「そ、そんなことしてるんですか？」

「別にお客で来たご主人様にしたわけじゃないわよ。店の外で、ウチのご主人様に絡んでるわけのわからない奴やつがいたもんだから……正義の血が騒いだだけよ」

「……そのときも、その格好だったんですか？」

「メイドがドロップキックしたら罰金っていう法律があったらしなかったんだけどね。まあ、それがきっかけで、何でかわからないうちに有名になっちゃって……今じゃあ、あたし目当てのお客様がいっぱいなの」

「それは羨うらやましいことで」

「忙しくなっても時給が変わらないのが、もの凄すごく不満なんだけどね」

　撫子が軽く伸びをする。今日は普段よりも暇な日で、気が抜けかかっているようだ。

「それで、あんたのほうのお仕事ってどんな感じなの？」

「私のほうといいますと？」

「ええっと、何て言ったらいいのかな。あの、必殺仕事人みたいなやつのことよ」

「仕事人なんかじゃないです。探偵業という、立派な呼び名が……」

「どこの世界の探偵が、好んで悪い奴やつと喧けん嘩かすんのよ。表おもて沙ざ汰たにできないことやってたら、仕事人って呼ばれてもしょうがないじゃない」

「だから、仕事人なんかじゃ……………って、それより柊ひいらぎさん。どうして、柊さんが私の仕事のことを知ってるんですか？」

　意外そうな顔をして、あかりの顔を覗のぞき込んでくる。化粧された顔は見栄えがよく、不意打ちだと、ドキッとしてしまう。

「あれ？　ひかりさんに聞いてないの？　あんたのお仕事に関する情報、たまにあたしが売ってあげてるんだけど」

「えッ。そうなんですか？」

「そうよ。なんだ、知らなかったんだ。まあ、別に知ってる必要もないことなんだろうけど」

　あかりは世間一般から隠れて、表沙汰にはできない仕事をしている。

　本人は探偵業と呼んでいるのだが、実際は探偵業とは程遠い。撫子なでしこが言っている通り、仕事人という表現のほうがしっくりとくる。

　その仕事の相棒をやっているのが、ひかりという名前の姉だ。実働をあかりに任せ、主に情報収集をやっている姉の情報源がこういうところにあるとは、夢にも思わなかった。

「ひかりさんとは一ヶ月に一回くらい会うんだけど……ひかりさんって、格好いい人よね。ああいう姉さんがいるなんて、あんたがちょっと羨うらやましいな」

「そ、そうですか……」

　家にいるときの、普段のひかりを見たら撫子はどんな顔をするんだろう。

　それを考えると、少し申し訳ない気持ちになった。

「それで、あんたの仕事ってどんな感じなの？」

「どうと言われても、説明のしようがないんですけど……」

「正義の味方やってるんじゃないの？」

「正義の味方とか、そういうつもりは特にないですから」

　あかりの答えに対し、撫子がつまらなそうに息を吐く。

「ふーん。ま、あんたの仕事だから、どんな風に思おうがあんたの勝手なんだけど……あたしは、そういう流されて生きてますって感じの答えは嫌い」

「……」

「お金もらってるんだったら、もっと自分の仕事に誇りを持ったら」

「そう、言われましても……」

　だんだんと、撫子の態度や言動が大人おとなっぽく見えてきた。

　歳としが同じはずだがそんな気はあまりせず、気づけば萎い縮しゆくするかのようにあかりは身を縮めていた。

　店の外から話し声が聞こえてくる。数名の男性が、客として店の前まで来ているようだ。

　ドキッとして、すぐにでもこの場から逃げ出してしまいたかったがもう遅い。

「よっし。んじゃ、服が乾くまでの間だけでいいから、橘たちばなもちゃんと手伝いなさいよ」

「えッ。いえ、私はそんなつもりは……」

「うっさい。ウダウダ言わずに、お金のためにえんやこらしょって頑張ればいいのよ」

「そ、そんな……」

　結局それからしばらくの間。

　あかりは社会勉強と称した無た料だ働きをさせられることになってしまった。





「ただいま」

　挨あい拶さつと共にリビングの扉を開ける。

　とにかく色んな意味で疲れていたあかりの声に、覇気はなかった。

「うぃー。お帰りあかりちゃん。早速だけど、お姉ちゃんお腹なか空すいちゃった。愛よりもお金よりも権力よりも、まずはあたしに食料をちょうだい」

　ソファーにうつぶせに寝転がっている姉のひかり。服装は下着の上にＴシャツだけというもので、あかりにお尻しりを向けた状態で、足をバタつかせながら携帯ゲームをやっていた。

「……姉さん。多くは望みません。多くは望みませんから……その、だらしない性格だけはどうにかならないんですか？」

　そう言われても、ゲームをすることをやめようとはしない。足をバタつかせたまま、話を続ける。

「そりゃね、あたしだって、できることならやる気に満ちた輝かしい姿を、妹であるあかりちゃんに見せてあげたいものなんだけど……」

「だったら何も言わずに、黙ってやる気を出せばいいじゃないですか」

「ないものをどうやって出せと？」

「……」

「それにね、今まであかりちゃんには黙ってたけど、あたしがやる気がないのにはちゃんとした理由があるのよ」

「どんな理由ですか？」

「言っても怒らないって約束してくれるんだったら、話してあげる」

「怒らないから話してくださいよ」

「そう。じゃあ話してあげるけど……」

　規則正しくパタパタと動く足。真ま面じ目めに話そうという意思は、これっぽっちも感じられない。

「実はね、昔あたし、誘拐されたことがあるのよ」

「えッ。それは、初耳ですけど」

「そりゃあ、初めて言ったんだから初耳でしょうけど……まあとにかく、昔、あたしは誘拐されちゃったのよ。相手は世界で一番小さな国連加盟国の伯爵様で……世界中の国の偽札を作ってる悪い奴やつだったわ。それでね、あたしはそいつと結婚させられそうになって困ってたんだけど……正義の泥棒さんがやってきて、あたしを助け出してくれたの」

　なんだか、どこかで聞いた話のような気がするが……

「伯爵をやっつけて立ち去ろうとする泥棒のおじ様に、あたしは連れて行ってって頼んだわ。だけど、連れて行ってはくれなくて……あたしは一人取り残されちゃったの。それで、その後ろ姿を見送っているあたしのそばに、その泥棒を追いかけることを生きがいにしている警部が来て、言ったの。奴は、とんでもないものを盗んでいったって」

　なんとなく、オチがわかってきたような気がする。

「何を盗んだんだろうと思って答えを待ってるあたしに、警部はとても真ま面じ目めな顔をして言ったわ」

「……」

「あなたの、やる気ですって」

　一瞬で、何を言うのも馬ば鹿からしくなった。

「あたしはなるほどって思っちゃったわ。それからよ。何をするにもやる気が出なくなっていったのは。考えてみたらしょうがない話よね。天下の大泥棒に、盗まれちゃったんだから」

　これ以上は時間の無駄だろう。あかりはキッチンに向かい、とりあえず水を口にすることにした。

「だから、こんなあたしのために食料を用意してほしくて……ちょ、あかりちゃん。何も言わないで立ち去るのはやめて。怒らないって約束してくれたじゃない」

「怒ってるんじゃないです。呆あきれてるんです。だから、約束を破ったというわけじゃないですから」

　蛇じや口ぐちを捻ひねり、コップに水を注ぐ。すると犬の遠とお吠ぼえのような、姉の「お腹なか減ったぁー」という声が聞こえてきた。



「そういえば、柊ひいらぎさんに会いましたよ」

　水を飲んで渇きを潤うるおし、心身ともにリフレッシュしたあかりは、テーブルの椅い子すに腰を下ろしひかりの相手をしていた。

　空腹を訴え続けていたひかりにはカップラーメンを作ってあげた。三分で平たいらげると、そうするのが当然だといった具合に、ソファーにうつ伏せという状態に戻っていった。

「柊さんって、撫子なでしこちゃんのこと？」

「はい。その柊さんです」

　相変わらず、足をバタつかせながらゲームをしている。やっているゲームは大富豪で、色んなゲームをやった結果、単純なゲームが一番面白いという結論にたどり着いたらしかった。

「へえ。偶然会うなんて珍しいじゃない。どこで会ったの？　パチンコの景品交換所？」

「……そんなところで会うわけないじゃないですか。柊ひいらぎさんの、バイト先です」

「バイト先っていうと……ああ、メイドさんの館やかたね。どうだった？　久しぶりだから、印象とか変わってたんじゃないの？」

「印象というか何というか……とにかくもう、変わった人になってしまっていて……もの凄すごく、貴重な体験をさせてもらいました」

「？　何言ってんのかよくわかんないけど……貴重な体験ができたんだったら、それでよかったじゃない」

「はあ、そうですね……」

　メイド服を着せられて、無料働きさせられて、小銭を盗とられて……思い出すだけで、気が滅め入いってくる。

　ただ、それでも、撫子なでしこに好ましい点がなかったかと言われたらそうでもない。

「柊さん、立ち居振る舞いが私よりも大人おとなっぽい感じがしましたけど……あの人、今どんな生活してるんですか？」

「うん？　ええっとね。確か撫子ちゃんは、今は一人暮らしをしてるはずよ」

「そうなんですか？」

「そうなのよ。撫子ちゃん、お父さんと仲悪かったみたいで、結構前に家を出て一人暮らしを始めたんだって」

　道理で、言動が大人っぽく感じるはずだ。

　保護者に頼らず一人で生きていたら、誰だれだって嫌でもちゃんとした大人になっていくものだ。

「あ、コラ。大貧民の分際で革命なんかするな」

　……この人も、一人暮らしすればいいのに。

　だらしない格好でゲームに興じている姉が、残念で仕方ない。

「柊さん。お父さんと仲が悪かったんですか？」

「ええ。特別な確かく執しつがあるってわけじゃないみたいだけど……あれくらいの年齢だったら、意味もなく親を鬱うつ陶とうしく感じるんじゃないの。反抗期とはよくいったものね。そんな言葉を考えた偉人さんは、天才だと思うわ」

「……私には、よくわかりませんけど」

「そりゃ、超ファザコンのあかりちゃんにはわからないでしょうね。家によって事情は違うのよ。同じ暗殺師の家系だからといって、みんながみんな同じ性質を持ってるわけじゃないっていうことよ」

　橘たちばなという家は、少し特殊な血を引いている家系だった。

　暗殺師と呼ばれ、身体能力が普通の人間よりも高く、更には「蝶ちよう」と呼ばれる特殊な能力まで持っている。その特異性を生かし、あかりは表おもて沙ざ汰たにはできない仕事を行っていた。

　撫子の家、柊も暗殺師と呼ばれる家系の一つだ。

　そのよしみで、あかりと撫子なでしこには小さい頃ころからある程度の面識があった。関係でいえば、親しん戚せきという表現が一番的確であろう。

「でも、何ででしょうか？　私は、普段だったら人の顔とかは憶おぼえないはずなんですけど……なぜか、柊ひいらぎさんのことだけは憶えてるんです」

　あかりは基本的に人の顔と名前を憶えようとしない。憶えたとしても、寝て起きたらきれいさっぱりと忘れてしまっているというのが常である。

　なのになぜか、撫子のことは憶えていた。当人であるあかりにとっても、それは不可思議なことである。

「何よあかりちゃん。撫子ちゃんとのあの華麗な思い出をもう忘れちゃったの？」

「華麗な思い出って……私と柊さんの間で何かあったんですか？」

「憶えてないの？　撫子ちゃんがうちに遊びに来たとき、お父さんが撫子ちゃんって可愛かわいいねって言って頭を撫なでたのにやきもち焼いて、階段の上から撫子ちゃんを蹴けり落とそうとしたのよ」

「はい？」

「大変だったんだから。その後、撫子ちゃんもあかりちゃんに飛びかかっていっちゃって、それをお父さんが必死になって止めて……場合によっては死人が出てもおかしくない騒ぎだったんだから」

「……………そ、そんな馬ば鹿かな。やきもちを焼いて階段の上から蹴り落とすだなんて、それじゃあまるで、頭のおかしな人じゃないですか」

「あの頃のあかりちゃんはファザコンすぎて頭がおかしかったじゃない」

　はっきりと言いきられて、あかりは返す言葉がなかった。

「まあ、そのときの影響で、今でもなんとなく程度に顔を憶えてたんじゃないの？　昔のやきもちを頭じゃなくて体が憶えてるなんて……さすがはあかりちゃんとしか言いようがないわね」

「そんな、人を社会不適合者みたいに言わなくても……」

「いいじゃない。今もリハビリ中みたいなものなんだから」

「……」

「まあそれは置いておくとして、あかりちゃん……………あ、コラ。あたしの大富豪の地位を……もう、ひかり帝国が滅亡しちゃったじゃない。せっかく築き上げた帝国だったのに……ぶうぶう」

　バタついていた足が止まる。どうやら、そのときの調子によって動きが変わってくるようだ。

「それは置いておくとしての、続きは何ですか？」

「あ、そうそう。そろそろ見回りの時間だから、よろしくお願いね」

「え、もうそんな時間ですか？」

　あかりの感覚以上に、時計は遅い時間を指し示していた。感覚がずれていた理由は、予定していなかった奉仕活動をしてしまったせいだろう。

「人ひと斬きりの相手なんて大変かもしれないけど、お仕事だからちゃっちゃっとお願いね」

「はい。できる限り速すみやかに解決できたらいいですね」

　あかりが隠れてやっている探偵業という仕事。その仕事の一つとして、あかりは最近出没する人斬りの調査をやっていた。

　日本刀のようなものを持ち、夜の街で人を斬きっているといわれている人斬り。

　普通に考えたら、日本刀を持って歩いているだけで目立ってしまい、人を斬るなんて所業ができるわけがない。だが、その人斬りと呼ばれている人間が持っている武器は、普通とは変わっているようで――

「突然刀を作り出して、傷を残さずに痛みだけを与える。そういうちょっぴり……っていうか、かなり変わった人斬りが相手なんだから、あかりちゃんも気をつけてよね」

「それは重々承知してます」

「ソーマか……あたしにはよくわからない魔法だけど、子供が持つにはちょっと過ぎたおもちゃよね」

「そうですね」

「というわけだから、今日も頑張ってねあかりちゃん」

　姉の言葉を胸に、あかりは仕事に出かけようとする。

「それじゃあ、行ってきます」

「はい、いってらっしゃい。お土産みやげは土星まんじゅうをお願いね」

「それって、どこに売ってるんですか？」

「土星」

「……行く機会があれば、買ってきます」

　手の代わりに足を振るひかりに見送られ、あかりはリビングを出て行った。





　中央公園という名前の大きな公園。文字通り街の中心辺りに位置しているこの公園には、陸上競技場、テニスコート、時計台、野外音楽堂などの施設がある。

　広く大きな公園で、近くにある学校の運動部などは、この公園の外周をランニングコースにしていた。

　夜ということで人影はないに等しく、頼りなく光る電灯が、歩道に沿っていくつか立っている。

　人斬りを捜しだしたのはここ最近のことだった。だが、今日に至るまでそれらしい手がかりは何も見つかっていない。どうせ当てなどないのだ。無駄骨になる可能性が高いのだが、あかりはしらみつぶしに夜の街を捜しまわるつもりだった。

　本音を言うと、手がかりが少なく面倒なことが多そうなので、この仕事は断ってもよかった。だけど最終的に、あかりはこの仕事を受けることにした。

　理由は、亜あ子この妹の情報が、多少なりとも見つかるかもしれないと思ったからだった。

　亜子のためかと聞かれたら、素直ではないあかりは否定するだろう。

　あくまでも、問題をそのまま放置するというのは性に合わない自分自身のために、あかりは、あの少女のことを捜していた。

　制服姿で夜の公園を彷徨さまよう。

　制服を着たままなのは、このほうが不審者だと思われにくいからだ。

　誰だれかに見られても、制服姿だったら塾の帰りなのかなと勝手に勘違いしてくれたりして、警戒されにくい。ある種、身分を証明しながら歩いているようなものなので、深夜と呼ばれるような時間帯になるまでは、この格好のほうが何かと都合がよかった。

　ポケットには商売道具である、眼鏡めがねとワイヤーが入っている。

　ワイヤーはあかりにとっての武器で、『鋼糸操術ライン』と呼ばれる戦闘術にとって欠かすことのできないものである。

　一方で、眼鏡だが――

　できることなら、これは使いたくないですね。

　ポケットの眼鏡に触れ、あかりはそう思った。

　あかりにとっての秘密兵器である眼鏡。それを身につけると、もう一人の――あまり好きではない自分が出てきてしまう。

　だから、できる限り、秘密兵器は秘密のままにしておきたかった。

　あかりが公園を彷徨いだして、三十分程度の時間が経たっただろうか。

　例によって人ひと斬きりに関する情報のようなものはまったくなく、たまに、規則違反であるにもかかわらず、公園でバイクを乗り回している柄がらの悪い少年たちを見かけるだけだった。

　そういえば、被害者は柄の悪い人ばかりだって聞きましたけど……

　姉に聞かされた、人斬りに関する噂うわさを思い出す。

「……駄目で元々ですね。少しだけあの人たちの周りを見張ることにして……遅くなったら、帰ることにしましょうか」

　どこかで区切りをつけないと、延々と徒労を積み重ねるだけだ。

　あと少しだけと決めたあかりは、気持ちを入れ替えて柄の悪い少年たちの後をつけることにした。

　姿を見ることはできないが、気配だけは所々に存在している。あかりはそれを頼りに、とりあえず人の気配がする方向へと足を進めた。

　まあ、いるのは柄の悪い人たちだけでしょうけど……

　大して、期待はしていなかった。

　

「……」

　一人の少年が目に入った。

　そして、言葉を失った。

　

　寝転がり、痛みを訴えている複数の少年たち。

　その中で、その少年だけはあかりに背中を向ける形で立っていた。

　右手に――銀色に輝く刀を持って。
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　それなりに場数は踏んでいる。

　どこにでもいるような普通の少女とは違い、刃物を向けられたぐらいで震えて動けなくなってしまうようなことはない。

　だが、このときだけは、体を動かすことができなかった。

　少年が片手に日本刀を持ち、苦しむ者たちの中に佇たたずんでいる。

　異常すぎるくらいに異常なその光景は、数秒の間、あかりから思考する能力を奪った。

　刀を持った少年。細身の長身で、進学校である宝ほう陵りよう高校の制服を着ている。学校自体はわりと近いところにあるので、宝陵の制服を着た人間がうろついていることはそう珍しいものではない。

　問題なのは、手に持っているものだった。

　背を向けたまま、少年が顔だけを向けてあかりを見つめてくる。静かで冷めた瞳ひとみ、あかりを見てもそれは揺らがない。

　数秒だけ見つめ合う。すると、人ひと斬きりと呼ばれている少年は何も言わずに、走ってその場から逃げ出した。

「あッ。ちょッ……」

　呼び止めたところで、少年の足は止まらない。あかりを置き去りにして、少年は暗くら闇やみへと消えていく。

「もうッ。いきなり逃げないでくださいよ」

　呆ぼう然ぜんとしていたので、反応が遅れてしまった。

　頭の中を書き換え、急いでその後を追おうとする。だが、足元に倒れている少年たちが視界に入り、あかりは足を止めた。

　先ほど見かけた柄がらの悪い少年たちが、腕や脚あしといった箇所を押さえてうずくまっている。見た感じ怪け我がはないようだが、痛がりかたが尋常ではない。

「いてえ、いてえよ……クソッ。いてえ……」

　放ほうっておいても問題はないわけだが、何か情報が聞き出せるかもしれないと思い、あかりは彼らの相手をすることにした。

「大丈夫ですか？　何があったんですか？　怪我はないみたいですけど、どこか痛いんですか？」

「いてえ……チクショウ……いてえ……」

　少年たちは痛がるだけでまともに答えてくれない。何を聞いても痛いという答えが返ってくるだけで、会話が進展しない。

「男の子なんですから、痛いのくらいは我が慢まんしてください。怪我がないんですから大したことはないですよ」

　できる限り優しく話しかけた。だが、それでも痛いとその少年が言ったので、あかりは彼を正気に戻すために頭を叩たたくことにした。

　右手を振り上げ狙ねらいを定める。叩たたこうとした瞬間、少年は言った。

「かたな……宝ほう陵りようの奴やつに、刀で斬きられた……いてえ、クソ……俺おれの手、ちゃんとついてんのかよ……クソ、いてえ……」

　泣きそうな顔で少年は訴える。必死になって腕を押さえている姿に、演技のようなものはない。

　本当に、刀で腕を斬られたかのように。

　怪け我がはないのに――

　痛みだけを訴えて――

　もだえ苦しんでいた。

　姉に聞いた話が頭に浮かぶ。

　ソーマという、使用者の命で作られている武器。形があり、目で見ることができるのだが、物体に触れることはできない。だが、命で作られているので、相手の命に攻撃し、痛みを与えることはできる。

　特殊な力を持った人間だけが使うことのできる、人を傷つけるためだけにしか使えない特殊な武器。それがソーマだ。

　ソーマ……ですか。正直、人ひと斬きりなんて言われても半信半疑だったんですけど、実際に目撃しちゃったら、疑いようがないですね。

　刀を片手に、佇たたずんでいた少年が思い出された。

「その、宝陵の制服を着ていた人は、あなた方のお知り合いなんですか？」

「知らねえよ……わけのわかんねえこと言ってきたと思ったら……いきなり……」

「わけがわからないことって、具体的にどんなことですか？」

「そ、それは……」

「……言いたくないんだったら、別にそれでいいですけど」

　彼らの事情には興味ない。知りたかったのは人斬りの少年に関する詳しい情報だけで、それがないというのだったら、もうこれ以上会話をする理由はない。

　あの人が犯人で間違いなさそうですね。今からなら、まだ追いつけるかもしれません。

「まって……救急車よんでくれよ……いてえんだよ……クソ……」

　足元でうごめいている少年たち。

　彼らを助けるような義理はないが、助けを求めている人間を見捨てていくというのも気が引ける。かといって、あかりでは彼らに何もしてあげられない。

「どうしましょうか……」

　少し悩んだ。だが、最善の策が思い浮かばなかったので、見捨てていくことに決めた。

「喋しやべれるようだったら、多分大丈夫だと思いますので、ご自分で頑張ってください」

　温厚で穏やかな性格をしているあかりだが、博愛主義者だというわけではない。柄がらの悪い少年たちのために貴重な時間を費やす気にはならなかったので、あかりは少年の服から彼の携帯電話を取り出し、自分で助けを求めることを促うながすと、笑顔を残してその場を立ち去っていった。

　人ひと斬きりですか……武器を持っているようですから、油断はできませんね。

　気を引き締しめると、あかりは人斬りの少年が消えていった暗くら闇やみへと駆け出していった。





　宝ほう陵りようの制服を着た少年を捜し、暗い夜の公園を駆け回る。それなりに全力を出して走り回ったつもりだったが、目的の人物を見つけ出すことはできない。

　どうやらスタートの遅れが響き、完全に見失ってしまったようだ。

「見失っちゃいましたか……こんなことなら、さっきの人たちの相手なんかしなければよかった」

　後悔と苛いら立だちが同時に生まれてくる。もしもあの少年たちが目の前にいたら、八つ当たりで殴ってしまっていることだろう。

「しょうがないですね。これ以上捜しても無駄みたいだから、今日はいったん引き上げることに……」

　人の気配。複数ではなく、一人だけ。

　あかりは緊張し、気配の先を目で追った。

「……」

　現れたのは、制服姿の少年ではなかった。

　上下デニムという服装でアクセサリーの類たぐいは一切ついていない。一見すると地味な印象を受けるが、深く被かぶっているキャップから覗のぞく長い金色の髪の毛が、その印象を一掃する。

　男性のような長身だが、その性別を見間違えることはない。絵に描いたようなモデル体型で、厚手の服の上からでもその抜群のスタイルが想像できた。

　こんな時間に、こんな綺き麗れいな女性が、こんな場所で何をしているんだろう。

　純粋な興味から、あかりはその女性の顔を一見した。

　深く被ったキャップから覗く顔。相手はあかりのことをすでに認識していたようで、目が合うとわずかに笑った。

「……………柊ひいらぎ、さん？」

　思いもよらない人物との遭遇だった。まさかこんな場所で、今日久しぶりに出会った幼おさな馴な染じみの少女と再び出会うとは。

　キャップを被り直し、顔を見やすくする。昼間と違い化粧はしていないが、その美び貌ぼうに大した違いはない。

「柊さん……こんな時間に、こんな場所で何してるんですか？」

「別に。ちょっとした散歩だけど」

　そう言って意味深に笑う。

「そう言うあんたは何してんの？　あたしよりもはるかに場違いな格好に見えるけど」

　私服の撫子なでしこと違いあかりは制服姿だ。どちらの服装が夜の公園に相応ふさわしいかなど、議論するまでもない。

「わ、私ですか？　私は、その、塾の帰りでして……ええっと、今日は数学の三次方程式を習ってきたところなんです」

「ふーん」と呟つぶやきながら、小こ馬ば鹿かにしたように小さく笑う。どうやら、簡単には騙だまされてくれないようだ。

「そんな下へ手たくそな嘘うそ、信じると思う？　あんたが詐さ欺ぎ師しだったら、三百円くらい集めるのがやっとなんじゃない」

「さ、三百円って……もっと集められますよ」

　からかいの言葉をかけると、撫子なでしこは笑顔を消した。

　温度と空気が変わり、凍りついたような状況を演出すると。

「人ひと斬きりを、捜してるんでしょ？」

　撫子は、あっさりと核心をついてきた。

「……なんで、それを？」

「たまにだけど、情報を売ってお金をもらったりしてるからね。それくらいのこと、簡単に推理できるわよ」

「じゃあ、その、人斬りって呼ばれてる人がどこにいるか知ってるんですか？」

「知ってるって言ったら、どうする気？　顔が叩たたけるくらいの札束を用意して、教えてもらおうってわけ？」

「そこまでのお金を用意する気はないですけど……知ってるんだったら教えてください。さっきも人斬りに斬きられたっていう人がいて、放ほうっておくのは危険なんです。だから、知ってる限りでいいですから、柊ひいらぎさんが知ってることを……」

　聞いていないような態度で、撫子が不意に視線を逸そらす。気になり視線の先を確認するが、そこには何もない。

「……悪いけど、あたしは何も教えてあげられないから」

「え？」

「人斬りについて聞かれても、あたしがあんたに教えてあげられることはないって言ってるのよ」

「……そうですか。だったら、しょうがないですけど……」

　何か言いたそうな撫子の表情。あかりは好奇心に任せて聞いてみることにした。

「何か、代わりのことでも知ってるんですか？」

「ええ。知ってるっていえば知ってるけど……聞いても、あんたが得することなんて何もないんじゃない」

「それでも、知らないよりはましだと思いますから」

「……そう。じゃあ、教えてあげないことはないけど」

「お願いします」

　説明をする撫子の態度は、英えい雄ゆう譚たんを語る詩人のようだった。

「この街には、『剣持つ聖者ホーリー』って名前のチームがあるの。そのチームは正義の味方で、悪い奴やつらを色々とやっつけてまわってるのよ」

「ホーリーですか？」

「そう。別にお金目当てだとか、誰だれかの復ふく讐しゆうだとかそういうのじゃないの。単純に正義の味方として、世界征服を企たくらむ悪の秘密組織をやっつけるヒーローみたいに、悪人退治をしてるのよ」

「人ひと斬きりと呼ばれている人は……その、『剣持つ聖者ホーリー』のメンバーの人なんですか？」

「さあ。それは自分で調べれば。知らないことを聞かれても、答えようがないもの」

「まあ、確かにそうですけど……」

　辺りに立ち並ぶ木々の葉が風に揺れる。

　最後の質問のつもりで、あかりは撫子なでしこにそれを聞いた。

「どうして……柊ひいらぎさんは私に『剣持つ聖者ホーリー』のことを教えてくれるんですか？　無料でものを教えてくれるなんて、損得に敏感な柊さんらしくないですよ」

　一貫して撫子は視線を合わせようとはしない。答えたのは、木々を揺らす風がやんでからだった。

「なんて言ったらいいのかな？　一番的確な表現で言えば、警告ってことだと思うけど」

「警告、ですか？」

「そう。仕事だかなんだか知らないけど……下へ手たに首を突っ込んだら痛い目をみるぞって、昔からの馴な染じみで教えてあげてんの」

「そうですか。それはありがたいご忠告ですけど……私としては、もっと有意義なことを教えてくれたほうが嬉うれしいですね」

「だったら、それに見合う代償を用意することね。あたしは、善意で人に優しくするタイプじゃないから」

　撫子が立ち去るそぶりを見せる。そこでやっと、二人の視線が合った。

「じゃあね、橘たちばな。後は……あんたの好きにすれば」

　再び深く帽子を被かぶると、撫子は大人おとなっぽい微笑ほほえみを残して歩き始めた。

　あかりに背中を向け数歩を進む。すると突然、撫子はギアをバックに入れ替え、あかりに背中を向けたまま後戻りしてきた。

　そして立ち止まり、地面を凝視する。

「ちぇッ。小銭かと思ったら、ただの金属片じゃない。戻ってきて損しちゃった」

　不ふ愉ゆ快かいそうに呟つぶやくと、撫子は地面に落ちていた金属片を思いっきり蹴け飛とばした。どうやら、小銭に見えたものの正体を確認するためだけに後戻りをしてきたようだ。

　その後は一切振り返ることなく、撫子はこの場から立ち去っていった。

　一人取り残されるあかり。心の中には、聞いたばかりの撫子の言葉があった。

「『剣持つ聖者ホーリー』には関かかわるな、ですか……私としても、そういう面倒な人たちはできる限り無視したいんですけど……」

　遊びではなく仕事として。そして何よりも自分自身のために、あかりはこの仕事をやっている。だから、誰だれがどんな邪魔をしてきたとしても、中途半端に終わらせることなどできない。

「大体予想はついてましたけど……やっぱり、楽じゃないみたいですね」

　思わず、そんなセリフを口にしてしまった。





　いつもと同じ、朝の教室の風景。

　普段と同じように登校したあかりは、自分の席に着き静かにホームルームが始まるのを待っていた。といっても、ぼうっとしているわけではない。悩みが多い年とし頃ごろの少女の顔で、あることを考えていた。

「ふあぁ……」

　そのそばを小さな人影が通り過ぎていく。ちょっとふらついていて、一瞬酔っ払っているのかと思った。

「……おはようございます、亜あ子こさん」

　挨あい拶さつを受け、亜子が振り返る。足取りと同じように、顔もしっかりしていない。

「あ、おはようだよあかりちゃん……メリークリスマス。今年のサンタさんは、車に轢ひかれないといいね」

「メリークリスマスって……季節はまだ春なんですけど……」

　病み上がりのような顔で、わけのわからない挨拶を返してくる。

　どうやら寝不足のようで、亜子は自分の席に着くと、鞄かばんを枕まくらにして眠りだしてしまった。

「亜子さん。眠たい気持ちはわかりますけど、シャキっとしてないと駄目ですよ。まだ、授業が始まってもないんですから」

「ふわあぁ……その点は大丈夫だよあかりちゃん。一時間目はあれだよね、亜子がもっとも得意としている授業だよね……だったら、全然問題ないよ。三角形の面積の求め方だったら……亜子に、お任せだよ」

　今日の一時間目は体育で跳び箱をすることになっている。無論、三角形の面積の公式の出番などない。

「底辺×高さ÷２で跳び箱は飛べませんよ。ほら、しっかりしないと。また跳び箱の上でヘッドスライディングすることになっちゃいますよ」

「大丈夫だよ……かぐや姫だったら、さっき月に帰っちゃったから……」

「誰もかぐや姫の心配なんてしてませんよ」

　完全に寝ぼけていて会話にならない。話し方も、空気どころか魂がもれているようで、このまま死ぬんじゃないかと心配になってくる。

「ううぅん……むにゃむにゃだよ……」

　机に突っ伏したまま唇だけを動かす。

　前夜に何をしていたのかは知らないが、この寝不足は度が過ぎていて酷ひどい。

「もう、最近の亜あ子こさんはずっとそうじゃないですか」

　呆あきれながら、あかりは言葉を吐いた。

　あかりが言ったとおり、最近の亜子はいつも眠たそうにしている。授業中はもちろんのこと、昼休み以外の休み時間も全すべて眠っていて、見ていてイライラしてくるくらいだ。

「まったくッ。駄目ですよ。女の子がそんな風に無防備な姿で眠ってたら、変な人に悪戯いたずらされちゃいますよ」

　そう言って、指先で亜子の頬ほおを突く。

　赤ん坊のような肌で触れた感触は上々のものだった。

「ううん……あかりちゃん。バニーさんの格好だなんて……セクシーすぎるよ。かぐや姫様もビックリしてるよ」

　亜子が寝言を口にする。

　どうやら、自分の肖像権が侵害されているようだ。

「……………勝手に、私を夢の中に登場させないでくださいね」

　なので、懲らしめるという意味を込め、あかりは感触の良い亜子の頬を抓つねっておいた。





「どうして、亜子さんは柊ひいらぎさんのことを師匠って呼んでるんですか？」

　あかりの質問を受け、亜子はパンを口に運ぼうとしていた手を止めた。

　昼休み、あかりは亜子と机を囲んで昼食を取っていた。

　午前中の亜子は、ほとんどの授業を寝て過ごした。なので今は眠気から解放され、元気いっぱいのキラキラしたいつもの目をしている。

「それはね、師匠が亜子に色んなことをいっぱい教えてくれたからだよ」

「色んなことって？」

「ええっとね、アニメや漫画のことはもちろん……プロレスの面白さや銭湯の楽しさとか、とにかくたくさんのことを教えてもらったんだよ。亜子とニャンころ仮面の出会いも師匠がいればこそだよ。師匠がいなかったら、今いま頃ごろ亜子は刑務所で穴を掘っていたと思うよ」

「ふーん。そうなんですか。どうして刑務所で穴を掘るのかがよくわかりませんけど……もしかして、柊さんって亜子さんと同じで、アニメとかが好きな人なんですか？」

「亜子と同じなんてレベルじゃないよ。亜子の戦闘力が五だとしたら、師匠は一万ぐらいだよ。亜子が恥ずかしくて読めないような本も、師匠は顔色一つ変えずに読んじゃうんだもん。凄すごいよ、尊敬だよ」

「……恥ずかしくて、読めない本っていうと……」

　顔を逸そらし、ポッと頬を赤らめる亜子。

「それは亜子の口からは言えないよ」

　態度から察するに、あかりが想像している類たぐいの本で間違いなさそうだ。思い出すと、あかりの頬ほおまで赤くなりそうだった。

「そういえば、前に二人で銭湯に行ったときも、亜あ子こさん、師匠がどうとかって言ってましたけど……それって柊ひいらぎさんのことだったんですね」

「うん、そうだよ。師匠と一緒にお風ふ呂ろに行くと、亜子はいつもお風呂の中に投げ飛ばされちゃうんだ。それで、亜子も精一杯の反撃を試みてるんだけど上う手まくはいかなくて……いつまで経たっても亜子は師匠を越えられなくて悲しいよ」

「はあ、そうなんですか。それは悲しいお話で……でも、柊さんがお金を出して銭湯に行くなんて、ちょっとイメージと違いますね」

「師匠はお金が大好きだけどケチってわけじゃないんだよ。自分の趣味とかには、もの凄すごくお金を使うみたいだよ」

「趣味って言いますと？」

「え？　それは、亜子の口からは言えないよ」

　今度は両手で頬を押さえ、亜子は顔を赤らめた。底が見えないディープな話のようなので、下へ手たに足を踏み入れないほうがいいだろう。

　柊さんか……

　昨夜出会った、撫子なでしこのことを思い出す。

　あの出会いは、はたして偶然だったのだろうか。本当に、人ひと斬きりについて何も知らないのだろうか。何を真意として、彼女は『剣持つ聖者ホーリー』のことをあかりに話したのだろう。

　思い返すと、モヤモヤとした気分になってきた。

　あかりが知らない何かを撫子は知っている。そんな気がした。

「あ、そうだあかりちゃん。亜子、あかりちゃんにちょっとお願いがあるんだけど」

「なんですか？　亜子さん特有の、頭のネジが一個取れたようなお願いじゃなかったら聞いてあげますよ」

「それだったら大丈夫だよ。亜子の頭にネジはついてないから、取りたくても取れないよ」

　直視できないほどに眩まぶしくて綺き麗れいな笑顔。嫌味っぽいことを言ったあかりの良心が、ちくりと痛んだ。

「ええっと……それで、お願いというのは何ですか？」

「うん。あかりちゃんの時間が空いたときでいいんだけど、また、亜子と一緒に銭湯に行ってほしいんだよ」

「銭湯ですか？　それくらいのことだったら、別にいいですけど……」

「実はね、亜子、前にあかりちゃんと一緒にいったときに見ちゃった、攻撃力が高すぎる大きなお胸が忘れられなくて……」

「……」

「それでね、あれから一生懸命、亜子はあかりちゃんに気づかれないように、携帯のカメラであかりちゃんのお胸を撮る練習をしたんだ。それで、そろそろ免めん許きよ皆かい伝でんに近づいてきたと思うから、またあかりちゃんと一緒に銭湯に……」

　答える代わりに、あかりは亜あ子この額を指で弾はじいた。

「はみゅぅッ？　うう、何をするのあかりちゃん。いきなりデコピンするなんて酷ひどいよ。亜子があかりちゃんのペットの子犬だったら、ショックでご飯が食べれなくなっちゃうよ」

「理由は自分の胸に聞いてください。罰を受けるということは、悪いことをしたということですから」

　不思議そうな顔をして言われるがままに胸に手を当てる。すると、亜子の顔はとても悲しそうなものへと変わった。

「そっか、胸に手を当てて、亜子はわかっちゃったよ。あかりちゃんに比べたら亜子のお胸はぺッタンコのツルツルペンで、攻撃力でいったら棍こん棒ぼうくらいしかなくて……亜子のお胸の小ささは罪だって、あかりちゃんは言いたいんだね。うう……わかってたことだけど、こんな風に面と向かって言われたら、亜子はとっても悲しいよ」

「いえ、そんなことを言う気はまったくないんですけど……」

　自分の胸に手を当てたことで変な勘違いをしてしまい、亜子は激しく落ち込んでいる。どうやら、堂々とした盗撮宣言は、亜子の中では悪いことではないようだ。

　なんだかよくわからないうちに落ち込んじゃいましたけど……まあ、悪いのは亜子さんだからしょうがないですね。

　そう思い、あかりは亜子を放ほうって昼食を済ませることにした。





　学校が終わり家に帰ったあかりは、姉であるひかりの相手をして暇を潰つぶし、その時間が訪れるのを待っていた。

　私服には着替えず、制服姿のままのあかりに対し、いつものように下着にシャツだけというだらしない格好のひかり。

　一日の大半を過ごすリビングで、今はけん玉をしていた。

　ソファーに座ったままという状態で、器用にけん玉を操っている。そのテクニックはかなりのもので、見世物としてお金が取れそうだ。

「上じよう手ずですね、けん玉」

　自由自在にけん玉を操っているひかりの顔に真剣さはまったくなく、気の抜けた顔で神かみ業わざのようなテクニックを披露している。余よ裕ゆう綽しやく々しやくというその姿を見ていたら、あかりでなくても、上手ですねと褒ほめてしまいたくなることだろう。

「けん玉を始めたのは、いつからなんですか？」

　上級者が裸足はだしで逃げ出すような実力と雰ふん囲い気き。普通だったら、真剣に数年程度練習しないとこの域にはたどり着けない。

「ええっと、さっき押入れでけん玉を見つけて始めたばっかりだから……大体一時間くらいかな」

「……一時間でそれですか？」

「難しいからね。柄がらにもなく、結構真剣になっちゃったわ」

　と言って、惜しげもなく大技を連発する。けん玉について詳しくはないあかりだが、凄すごいことくらいは一目でわかる。

　指でペンを回すように、手の平でけんを踊らせる。更にそのけんの上で、糸がついた玉が自在に動き回っていて……けん玉が、自分の意思で最高のパフォーマンスをしようとしているかのようだ。

　最後に玉をけんに突き刺す。

　そこまでの動作はとても鮮あざやかで、文句のつけようがなかった。

「はいお終しまい。最後に、『アトランティスの滅亡・過ぎ去りし夏バージョン』っていう大技を見せてあげたかったんだけど……物理的に不可能だからやめておくわ」

　神かみ業わざを披露したという満足感は欠片かけらもなく、ひかりは退屈そうにけん玉をテーブルの上に置いた。

「相変わらず、何をやらせても器用ですね」

「ふっ。神に愛された女だからね。これくらい、朝飯前を通り越して睡眠中っていうくらい楽勝よ」

　褒ほめられたらすぐ調子に乗る。これは、ひかりの悪い癖くせだった。

　ひかりは超がつくくらいの天才肌で、何をやらせても、二、三回でコツを掴つかんでしまう。しかも、コツを掴んでからの成長速度は異常で、数十分もしたら一流の領域に到達する。



    

  
    
      



    

  
    
      　基本的にだらしない姉なのだが、あかりは心の底から彼女のことを信頼していた。

　本気を出したら何でもできてしまう天才なのだ。軽かろんじるなど、できるわけがない。

「それで、あかりちゃんはそろそろお出かけなの？」

「はい。そろそろいい時間ですから」

「ふーん。そんじゃ、怪け我がしないように頑張ってきてね」

　今日もこれから、あかりは人ひと斬きりを捜しにいく。軽い口く調ちようだが、それを心配してくれているひかりの気持ちがちょっと嬉うれしかった。

「あ、そうだ。そういえばあたし、昨日からプリンが食べたかったのよ。だから、帰り道についでに買ってきておいてね」

　この人は本当に心配してくれているのだろうか。ちょっと、不安になった。

「……まあ、余裕があったら買ってきます」

　抜けた気合を入れなおし、出かけようとするあかりに再び声がかかる。

「ちょっと待ってあかりちゃん。ついでにもう一つ言っておきたいことがあるんだけど」

「なんですか？　土星饅まん頭じゆうだったら、売ってなかったから買えませんよ」

「土星饅頭なんか売ってるわけないじゃない。いい歳とししてるんだから、そういうメルヘンチックなことは言わないほうがいいわよ」

　……自分が言ったくせに。

　あかりの気持ちを無視して、姉の言葉は続く。

「『剣持つ聖者ホーリー』っていう名前のチーム、知ってる？」

　一度、聞かされた名前だった。

「……名前だけだったら知ってますけど、それが何か？」

「うん。多分の話なんだけど、あかりちゃんが捜してる人斬りは、その『剣持つ聖者ホーリー』のメンバーなんじゃないかってあたしは思うのよ」

「どうしてです？　何か、証拠でもあるんですか？」

「証拠は清すが々すがしいくらいにないわけなんだけど……………人斬りの他ほかにもね、傷はないけど痛みはあるって事件が起こってるのよ。それで、その被害者が口にする言葉の中に出てくるチームの名前が……」

「『剣持つ聖者ホーリー』ですか？」

「ご名答。これはあくまでもあたしの予想なんだけど、『剣持つ聖者ホーリー』っていうのは、ソーマっていう不思議な武器を持ってる人間が作ったチームなんじゃない。ほら、なぜかは知らないけど、最近になってソーマっていうおもちゃを持っている人間が増えたみたいだし、それとも関係があると思うわよ。それにね、あたしが独自のルートで調べた情報によると、この街にはあたしたち暗殺師の家系の他にも、神器錬成師ソーマメーカーの家系もいくつかあるみたいなのよ」

「そうなんですか？」

「そうなのよ。だからもしかしたら、あたしたちの知らないところでとっても厄やつ介かいな話になっている危険性があるような気がしないでもなくて……でも、やっぱりめんどくさいから、そういう厄やつ介かいな話は気づかない振りをして毎日を遊んで暮らしたいような気もして……ソーマがなんぼのもんじゃいって啖たん呵かを切れたら一番楽なんだろうけど、本音を言うと変な武器には関かかわりたくないし……」

「……姉さん？」

「お財布にお金があって、テレビを見てて、これを買ったらスタイルが良くなるって通販で言ってたら、家計が傾くくらいの投資をしたくなるのが女ってものでしょ。結局人間なんて生き物はそんなもので、『どうして山に登るの？』『そこに山があるからさ』。人っていうのは、チャレンジャーなのよね。そして男は船で、女は港で……北に帰る人の群れはみんな無口で、親父にもぶたれたことないのに、二度もぶったりして……わかるでしょ？　あかりちゃん」

「何がですか？」

「何がって聞かれたら、あたしにもよくわからないんだけど……まあ、世の中色んな人がいるってことよ」

　意味もなく熱を帯び、大脱線した話は最終的にわけのわからない終着駅へと到着した。ひかりと会話をしていたら結構な確率でこうなるので、気にしてはいけない。

　本人は無自覚なようなのだが、姉は超がつくほどの変人なのだから。

「話はここまででいいんですか？」

「ええっと……何を話してたのかよく覚えてないんだけど、多分オッケーよ」

「そうですか。それじゃあ、出かけてきます。本題は別ですけど、チャンスがあるようでしたら、『剣持つ聖者ホーリー』のこともどうにかしておきますよ」

　話を終え部屋を出る。背中で感じる気配から察するに、ひかりは再びけん玉を手に取ったようだ。

　カチャカチャと、けん玉を操る小気味よい音が聞こえる。

「んじゃ、ものは試しで、けん玉の究極最終奥義、『アトランティスの滅亡・初恋は蜂はち蜜みつの味バージョン』に挑戦してみよっかな」

　さっきとバージョンが違うんですけど……

　リビングを出て扉を閉める間際、ひかりがけん玉を高く投げ上げているのが目に入った。

　そして扉を閉める。

　瞬間、ゴツンという耳を塞ふさぎたくなるような嫌な音が響いた。

「いたーいッ。アトランティスじゃなくてあたしが滅亡するところだったじゃないのよッ」

　おそらくは、投げ上げたけん玉が頭にクリーンヒットしたのだろう。

　神にもらった才能以上に、間が抜けている人。

　それが、橘たちばなひかりであった。





　昨日と変わることのない夜の風景。頼りなく光る電灯と穏やかに揺れる木々。違っているところをあげるとすれば、柄がらの悪い少年たちを見かけないということくらいだ。

「今日は人ひと斬きりさん、姿を現さないんでしょうか？」

　軽く辺りを見回すがそれらしい姿はまったく見当たらない。夜の公園にあるのは静せい寂じやくとささやかな風だけで、それ以外で存在しているものはあかりしかいない。

　夜の公園にぽつんと一人ぼっち。

　今の状況を言葉にすれば、そんな感じだった。

「ふう。なんだか寂さびしい感じです。できれば他ほかの誰だれかの姿くらいは確認したいものなんですけど……」

　少し離れたところに、人影を発見した。

　その人影は小さく、絵本に出てくる魔女のような、帽子とマントを身につけていた。

「ッ――」

　小さな人影もあかりに気づいたようだ。マントをひるがえして、そこから逃げ出そうとしている。

「あの人、まさか……………って、あんな格好でこんな場所をうろついてる人、他にいるわけが……」

　呆あきれ声を出しながら、あかりはその人影を追いかけた。

　あかりは普通の人間よりも高い身体能力を持っている。なので、本気を出すと簡単にその人影に追いつくことができた。

　後ろから襟首の辺りを掴つかむ。その衝撃で、小さな少女の体がちょっとだけ浮いた。

「はみゅッ。うう、捕まっちゃったよ……」

　悪戯いたずらばかりする猫を捕まえたような気分で、あかりは掴んだ襟首を持ち上げた。

「何してるんですか？　こんなところで」

　体を反転させ、正面を向かせる。

　見えた顔は、思ったとおり――木き嶋じま亜あ子このものであった。

「ううんっと、その、ええっと……………こんばんは、あかりちゃん」

「はい、こんばんは。それで、こんなところで何をしてるんですか？」

　もう一度、同じ質問をする。

　亜子は気まずそうに顔を逸そらした。

「それはね……ええっと……亜子はちょっと忘れ物をしちゃって、それを取りに戻ろうと思って」

「何を忘れたんですか？」

「ええっと……忘れちゃった」

「何を忘れたのかを、忘れたんですか？」

「うん。何を忘れたのかを忘れちゃって、忘れたものを思い出そうとしているうちに、忘れたことを忘れちゃって、それで思い出したから忘れたものを思い出そうとして…………ええっと、亜あ子こはいったい何が言いたいのかな？」

「さあ。それは私にはわかりませんけど」

「スモモも桃も桃のうちみたいになっちゃったよ。亜子は大混乱だよ。あかりちゃんは、どうしたらいいと思う？」

「誤ご魔ま化かそうとせずに、本当のことを話したらいいと思いますよ」

　ちょっと強めの口く調ちようでそう言うと、亜子は体を小さくし、肩を落として落ち込んでしまった。

「こんなところで何をしてたんですか？　本当のことを言わないと、グーで思いっきりぶん殴りますよ」

「うう。わかったよ。本当のことを言うよ。だから、グーで思いっきりぶん殴るのはやめて、パーで優しく頭を撫なでてほしいよ」

「それでいいんです」

　襟首を掴つかんでいた手を離す。自由を取り戻した亜子だったが、依然として肩は落としたままだった。

　一度だけ顔を上げ、あかりの目を見る。クリクリッとした大きな瞳ひとみの奥にある色は、澄すんだ空のように綺き麗れいだ。

　とても言いにくそうに、亜子はマントの裾すそをいじりながら言った。

「美み優ゆを、捜してたんだ」

「……」

　予想できた答えだったから、驚き自体は、小さなものだった。

「美優は、今でもどこかで一人ぼっちでいるのかなって思ったら、我が慢まんできなくなっちゃって……それで、亜子は亜子なりに、一人で捜すことにして……」

「あの子は、見つかったんですか？」

　亜子は首を横に振った。

「ううん。毎日、公園をウロウロしたりして、捜してたんだけど……やっぱり、どこにもいなくて」

「そうでしょうね。それで簡単に見つかるんだったら、誰だれも苦労はしないと――――」

　頭のどこかで、それが繋つながった。

「亜子さん。毎日、捜してたんですか？」

「うん。大体公園の周りだけだけど……それが、どうかしたの？」

「どうかしたのかって……」

　わかってしまった。

　亜子が、学校でいつも眠っていた理由が。

　胸の奥が締しめつけられる。友達の痛みを、自分は理解できていなかった。

「……そんなことしてるから、学校で眠ってばっかりなんですよ……」

　この子は、一人で大切な子を捜していたんだ。

　眠たい目をこすって。

　暗くて恐こわいのを我が慢まんして。

　自分の命が磨すり減っても構わないという覚悟をして。

　たった一人。

　夜の世界で。

　大切な子を捜していたんだ。

「……」

　何も言わずに頭を撫なでた。なんだか、無性にそうしてあげたかった。

「約束ですからね。パーで頭を優しく撫でてあげますよ」

「あかりちゃん……」

「それより、物騒なんですから、これからは一人でこういうことはしないでくださいね」

「あ、その点は大丈夫だよ。亜あ子こは自分でもビックリしちゃうくらい強い女の子だから、スライムくらいだったら指先一つでダウンさせちゃうよ」

　エッヘンと、自慢げに胸を張る。

　見た目は頼りないが、本人が口にするとおり、亜子はとてつもなく強い。もしも本気を出して戦ったら、あかりは何もできずに負けてしまうことだろう。

　だが、それはあくまでも、何も考えずに本気を出したらという話だ。

　実際の事情はそんな簡単なものではない。

　あかりとしては、亜子にはできる限り戦ってほしくないのだ。

「……人の気も知らないで……」

「うん？　何か言ったあかりちゃん。声が小さくてよく聞こえなかったよ」

　心を見透かされないために、強い視線で亜子を見つめた。

「駄目です。亜子さんはとっても弱い駄目駄目な女の子なんですから。家で宿題でもしててください」

「むう。亜子を甘く見たら駄目だよあかりちゃん。宿題だったらとっくの昔に終わらせて……あれ？　宿題なんかあったっけ？」

「英語と数学でありました。それすらも覚えてない亜子さんは、やっぱり駄目駄目です」

「うう……亜子は、一生懸命生きてるつもりなんだけどな……」

　そんなこと、友達であるあかりが一番よく知っている。だからこそ、こんな場所にはいてほしくない。

「もう亜子さんは帰ってください。亜子さんが捜してる、あの子のことだったら私が何とかしますから」

「でも……」

　案の定、亜子は渋しぶった。強くは反発しないが、自分でどうにかしたいという意思が抑えられずに体中から溢あふれている。

「わかりました。じゃあ、私がテストしてあげます。それで、そのテストに合格したら、私は亜あ子こさんのことに関しては何も言いません」

「ほんと？　で、テストってどんなことするの？　セクシー試験だったら、亜子はあかりちゃんに勝てる気が全然しないよ」

「セクシー試験だなんて……そんなこと、頼まれたってしませんよッ」

　亜子に乱されてしまった調子を整えるために、軽く咳せき払ばらいをする。

「今から私が亜子さんの頭めがけてチョップをします。それを、亜子さんが真剣白しら刃は取どりの要領で受け止めることができたら、亜子さんの勝ちです」

「そんなことでいいの？　だったら楽勝だよ。今まで秘密にしてたけど、亜子は宮みや本もと武む蔵さしにも勝ったことがあるんだよ」

「そうですか。それじゃあ、いきますよ」

　手刀を振り上げ、間をはかる。

　遊びぐらいにしか思っていないのだろうか、両手を広げ受け止める準備をしている亜子の顔には笑顔が浮かんでいた。

「えいッ」というかけ声と共に、あかりが手刀を振り下ろす。

　亜子の手が動いたのは、頭に手刀が突き刺さってからだった。

「うりゃッ」

　亜子の声と共に、何もない空中を叩たたく虚むなしい音が聞こえた。

　予想通りの結果だったとはいえ、あまりにも情けない姿だったので、少し悲しい。

「はい。これでわかりましたよね。亜子さんは強くないんですから、一人でどうにかしようと思ったら駄目ですよ」

「うう、あかりちゃんのチョップが速すぎるのがいけないと思うよ。あんなの、誰だれにも止められないよ」

「もの凄すごく手加減したつもりなんですけど……まあ、とにかくテストは失敗したんですから、私の言うとおりにしてもらいますよ」

　マントを弄いじりモジモジしながら、何か言いたそうな顔を向けてくる。

　この顔に、負けてはいけない。

「あの子を心配する亜子さんの気持ちはよくわかります。だけど、亜子さんは駄目駄目で役立たずで、頭のネジが外れ気味で、何を言ってるんでしょうかこの子はって思われる、はっきり言ってアンポンタンな女の子なんですから、一人で何かしようなんて思ったら駄目ですよ」

「駄目駄目で役立たずで、アンポンタン……うう、事実なのはわかってるけど、亜子の心はちょっぴり傷つき気味だよ」

　言いすぎたかな。

　素直に心配だからと言えない自分が、ちょっと恨うらめしい。そんな後ろめたさから、あかりは話題を変えることにした。

「それに最近は、人ひと斬きりって呼ばれてる物騒な人もいるみたいですから……」

　その単語を口にして思い出した。

　人ひと斬きりと呼ばれる人間を捜すことにまい進して忘れていたのだが、昨日あかりが見捨てていった、被害者の少年たちはいったいどうなってしまったのだろう。

「そういえば亜あ子こさん。ソーマで傷つけられたら場合、怪け我がとかはどうなっちゃうんですか？」

　亜子は神器錬成師ソーマメーカーと呼ばれる特殊な能力者だ。

　無論、神器錬成師ソーマメーカーが作り出す武器、ソーマに関する知識はあかりよりも豊富で、大抵のことなら知っているはずだ。

「うん？　どうしたの突然、そんなこと聞いちゃって。亜子としては、初めてのチューの感想とか、そんなことを聞いてほしいよ」

「何言ってるんですか？　キスなんてしたことないくせして」

「うッ。ど、どうしてそれがわかったの？　亜子の赤せき裸ら々らな私生活は、誰だれも知らないはずなのに」

「そんなの簡単ですよ。私だってしたことないんですから、亜子さんがしたことあるわけが……………」

　あかりの顔が朱色に染まる。その顔を見て、亜子は小悪魔っぽく笑った。

「そうなんだ。あかりちゃんもまだなんだね。だったら、亜子とあかりちゃんで、どっちが先にキスで幸せになれるか競争だね」

　亜子が満面のニコニコ顔で笑っている。いつの間にか、話したくもないのに、私生活の話をさせられてしまっていた。

「そ、そんなのはどうでもいいんですよッ。それより亜子さんに聞いてるんです。ソーマで傷つけられたら、傷つけられた人はどうなっちゃうんですか？」

「え？　それはね……ええっと、あかりちゃんが亜子にキッスをしてくれたら、教えてあげてもいいんだけど……」

　あかりは自分でできる、最高に冷たい目で亜子を睨にらみつけた。

「ええっと……ふざけすぎちゃったみたいだよ。ごめんなさい」

　深々と頭を下げる。そしてやっと、質問の答えが返ってきた。

「あのね、ソーマで傷つけられちゃったら、もう普通の方法じゃあ助けてあげられないんだよ」

「それは……あの……手遅れということですか？」

「ううん。手遅れってわけじゃないんだよ。ソーマっていうのは命を攻撃する武器だから、普通の包帯や傷テープじゃあ、治してあげられないんだよ」

「じゃあ、どうすればいいんですか？」

「基本的には、時間が経たって治るのを待つしかないんだよ。命っていうのは、健康な体とそれを支えるエネルギーがあったら、何度も復活するものなんだ。だから、必要最低限の命が残ってたら大丈夫なはずで、眠っているうちに治ると思うよ」

「なるほど。生きていればそのうち治るというわけですね。それを聞いて、ちょっとホッとしました」

　少なくとも、昨日あかりが見捨てていった少年たちが死ぬということはないようだ。

　大して気にはしていないが、死ぬと生きるでは、やっぱり生きていてくれたほうが気が楽でいい。

「でも、必要以上に傷つけちゃうと……死んじゃうか、眠り続けることになっちゃうから」

　数日前に出会った死神の少女は、人を傷つけ、人の命を奪っていた。そのせいで何人かの人間が昏こん睡すい状態になってしまい、今でも眠り続けているはずだ。

　それを考えてしまったからだろう。

　亜あ子こから陽気さが消え、抱きしめたくなるくらい、寂さびしそうな顔をしていた。

　かけられそうな言葉を探す。だけど何も見つからなかったから、あかりは自分の都合を優先することにした。

「約束ですからね。亜子さんにはもう帰ってもらいますよ。あの子のことは私がどうにかします。だから、心配しないでください」

「でも……だけど……でも……」

「言いたいことはわかります。でも、さっきも言ったように、人ひと斬きりなんて物騒な人もいるんですから、亜子さんが一人で捜し回っても危ないだけです」

「でも、もしも、その人斬りって人と、美み優ゆが出会っちゃったりしたら……」

　その可能性はまったく考えていなかった。

　あの少女もこの時間帯に動き回っていた。そんな二人が出会う確率は、低いものではないはずだ。今現在は戦う理由がないはずだが、出会った瞬間に生まれるという可能性も充分に考えられる。

　あかりの記憶にある死神の少女は、性格的にかなり難がある子だったので……そうなってしまったとしても、何ら不思議ではない。

　亜子の顔が、ますます不安に曇くもる。

　面倒なことが増えたが、これも運命だと諦あきらめるしかないだろう。

「わかりました。全部まとめて、私がどうにかします。だから亜子さんは家で大人おとなしく待っていてください」

「うう、でも……亜子も、戦えるんだから……悪い人にちょっとオシオキするくらいだったら……」

「駄目です。そんなこと、私が絶対に許しません」

「あかりちゃん……」

「わかってください。もう、亜子さんが自分の命を削って戦う姿を――」

　今度はあかりが、肩を落とす番だった。

「――私は、見たくないんです」

　神器錬成師ソーマメーカーが扱う武器。ソーマを作り出すために必要なものは、能力者自身の命だ。

　亜あ子こはその神器錬成師ソーマメーカーの中でも、更に特殊な存在で――普通の能力者よりも命の消費が激しい。

　そんな友達を、戦うかもしれない環境に置いておけるわけがない。

「亜子さんは、私を信用できませんか？」

「ううん。亜子はあかりちゃんをとっても信用してるよ。亜子はあかりちゃんに何度も助けてもらったもん。亜子にとってあかりちゃんは、王子様だよ」

「だったら、その王子様の言うことを、素直に聞いてください」

「……」

　言葉もなくうつむく。

　こうなったらもう、亜子が反論することはできないだろう。

「……わかったよ。亜子は、あかりちゃんを信じることにするよ」

「はい。ありがとうございます」

　ご褒ほう美びとして、亜子の頭を優しく撫なでてあげると、主人に褒ほめられた子犬のように、亜子は幸せそうに笑った。

　正直、面倒なことが増えたなという感覚があった。

　でも、それよりも、守らなければいけないものがあるから。

　人ひと斬きりと死神……正直、私一人では少々苦しいところなんですけど……まあ、何とかするしかないですね。

　そっと、あかりは自分の中の気持ちを切り替えた。

「じゃあ、亜子さんはここで退場です。家までは私が送ってあげますから、これから先のことは私に任せて……………」

「どうしたのあかりちゃん？　激しく愛し合うカップルでも見ちゃったの？　それだったら亜子たちも、カップルたちに負けないくらいラブラブなところを見せつけちゃえば……」

　とりあえず、変なことを言っている亜子の頭をグーで殴っておいた。

「うう。約束が違うよあかりちゃん……グーで殴らないって言ったのに……」

「私はブン殴らないと言ったのであって、殴らないと言ったわけではないですから」

「亜子としては、あまり変わらない気がするんだけど……それより、どうかしたのあかりちゃん？　何かあったんだったら、亜子にも教えてほしいよ」

「……いえ、別に何も……」

　遠くに見えたのは、昨日と同じ人影だった。こちらには気づいてないようで、すぐに物陰と重なり、完全に姿が見えなくなってしまった。

　どうして、今日もあの人が……

　昨日、遭遇したのは偶然だと言っていたが、今日ここで見かけたのも偶然なのだろうか。もしも、偶然ではないのだとしたら、なぜ今日もここに……

　よぎったのは、『剣持つ聖者ホーリー』という言葉だった。

　なるほど……そういうことですか。

　クイっと、亜あ子こがあかりの制服を引っ張る。

「あかりちゃん？」

　名前を呼ばれ、顔を見つめられ、あかりは思考に耽ふけることをやめた。

「あ、ごめんなさい。何の話をしてたんでしたっけ？」

「うん？　ええっとね、確か、亜子とあかりちゃんが激しく愛し合うという話を……」

　亜子の頭をグーで叩たたく。すると、コツンという音がした。

「……あかりちゃんが亜子を送って帰るって話をしてたと思うよ」

　叩かれた箇所を両手で押さえながら、亜子は言った。

　可哀想な姿にも見えるが、セクハラをした亜子が悪いので、同情はしない。

「そうでしたね。じゃあ、今日はお互い大人おとなしく帰ることにしましょうか」

　そして、二人は夜の公園を後にすることにした。

　さっき見た人影が目に焼きついている。だけど、今日は亜子の安全を優先しないといけないから。

　明日、はっきりさせればいいですね。

　あかりは一度だけ振り返った。

　そこにあったのは、静せい寂じやくとささやかな風だけだった。





　次の日の放課後。

　あかりはいつもよりも急ぎながら、帰り支じ度たくを整えていた。

　帰り道の途中、あかりはある人物に会いに行くつもりだった。

　前もって会う約束をしておきたかったのだが、相手はバイト中だったのだろうか、連絡を取ることはできなかった。なので、直接バイト先に乗り込んで話をしようと思い、あかりは帰り支度を急いでいた。

「あっかりちゃん」

　笑顔で亜子が寄よってくる。

　昨日は早く寝たのだろう。今日の授業で、亜子はほとんど居眠りをしなかった。ただ、問題がわからないといった感じで、頭を何度か揺らしていたが……

「はい。どうかしましたか？　亜子さん」

「今日は部活の日だよ。元気いっぱい夢いっぱい、お腹なかいっぱい大失敗って感じで、頑張ろうね」

「……………あっ」

　青ざめるような気分だった。

　今日は、意中の人である惣そう一いちと過ごせる、貴重な一日だ。

「そ、そういえば、そうでしたね……」

　急いでいた心が一気に消え去った。

　信じられない。今日という一日を、忘れていたなんて……

「うん？　どうしたのあかりちゃん。早く行かないと、惣そう一いち君を困らせちゃうよ」

「いや、あの、それはわかってるんですけど……」

　惣一と一緒にいられる時間を放棄するなど考えられない。

　あかりは年とし頃ごろの少女なのだ。他ほかの何よりも、恋愛を優先したいに決まっている。

　だけど……

「あの、今日はちょっと約束があるものですから、部活をお休みしようと思ってて」

「えぇッ。それは初耳だよあかりちゃん。用事ってどんなの？　亜あ子こが手伝える用事だったら、亜子も力を貸すよ」

「いえ、あの……助けた鶴つるが、恩返しに来るものですから……それを家で待ってないといけなくて……」

「そうなの？　だったら、部活に出ないで帰って、鶴さんを待っててあげないといけないね。鶴さんも、あかりちゃんにいっぱいお礼をしたいと思ってるはずだから……………うん？　この辺に、鶴さんなんていたっけ？」

「所用で遠くに行ったときの話で……そのとき私が名刺を渡して、それで、妹の結婚式のついでに、この辺りに来るということらしいので」

「そっか。それだったら全部納得だよ」

　フムフムといった様子で何度か頷うなずく。

　こういう嘘うそで納得してくれるところは、亜子の長所でもあり短所でもある。

「じゃあ、惣一君には亜子がちゃんと言っておくよ。鶴さんのところにお礼参りに行くだね。一言一句間違えないように、ちゃんと伝えておくから安心してよ」

「間違えないようにするって……もうすでに、お礼をする人が入れ替わってるんですけど」

「大丈夫だよ。亜子に、全部お任せだよ」

「いえ、それだとちょっと不安なので……風邪をひいたとでも言っておいてください」

「うん？　それだと嘘をついちゃうことになっちゃうよ」

「鶴さんのことは極秘なんですよ。実は鶴さん、政府の秘密を知っちゃったらしくて……それで、世界一のスナイパーに狙ねらわれているようなので」

「そうなんだ。それは大変だね。わかったよ。亜子は誰だれにも言わないから安心してよ」

「ありがとうございます。それじゃあ、私はお先に失礼させてもらいますね」

　惣一の顔を思い出しながら席を立つ。

　誰もいなければ、地面に穴が開くくらいの大きなため息をしていることだろう。

「あかりちゃん」

　声をかけられ振り返る。

　亜子の顔は、普段と何ら変わるものではなかった。

「亜子はあかりちゃんを信用してるよ。だけど……危ないことは、しないでほしいよ」

　――心の奥にそっと染み込む、温かい言葉だった。

　あかりが何をしようとしているのか。なんとなく程度だけど、この子はわかっているのだろう。だから、こんな言葉をかけてきたんだ。

　あまり、馴な染じみのなかった感情が心に広がっていく。

　意中の人と一緒にいられない寂さびしさが、少しだけ紛まぎれたような気がした。

「大丈夫ですよ。私も、自分が可愛かわいいですからね」

　笑顔を飛ばし、その場を立ち去ろうとする。

「あ、そうだ」

　その前に気になったことがあったので、確認の意味を込めて、あかりは亜あ子こにそれを聞いた。

「柊ひいらぎさんって、今日はバイトのはずですよね」

「師匠のこと？　うん。シフト通りだったら、今日は師匠はバイトのはずだよ。それがどうかしたの？」

「いえ。今日も頑張ってるのかなと思って、ちょっと気になっただけですから。それじゃあ、部活頑張ってくださいね」

「うん。惣そう一いち君と二人っきりになるけど、ラブラブときめき部活動で頑張るよ」

　……亜子さんが大失敗して大だい醜しゆう態たいを晒さらして、月つき島しま先輩に嫌われますように。

　最後に偽いつわりの笑顔と呪のろいを亜子に向け、あかりは教室を出て行った。

　会いに行こうとしている相手は、柊撫子なでしこだった。

　あかりが知っている中で、あかりが必要としている情報を持っていそうな相手は、彼女しかいない。

　人ひと斬きり。

『剣持つ聖者ホーリー』

　昨日見かけた、あの人影。

　問題はできる限り速すみやかに消し去ってしまいたい。

　人斬りと死神の少女が出会ってしまい、亜子が悲しむ結果を迎えてしまわないために。

　あかりは彼女のところへと向かうことにした。





　バイトが終わる正確な時間がわからないので、あかりはとりあえず急ぐことにした。

　惣一との時間を棒に振ったのだ。ここまで来たのが全すべて無駄足になってしまうというような愚は避けたい。

　電車に乗って移動をし、若干早足で撫子が働いている喫茶店を目指す。

　途中、もう一度連絡を取ってみようと携帯電話を取り出したとき――

　運良く、撫子を見つけることができた。

　四車線の道路が重なる大きな交差点の一角。犬の銅像が建っている、小さな休憩所のような場所に撫子はいた。

　上下デニムという色気のない格好で、深くキャップを被かぶり自分の魅力を隠している。だが、その魅力を完全に隠しきることはできず、たまに通り過ぎる人間が彼女のことを目で追っていた。

「柊ひいらぎさん」

　近づき話しかけると、撫子なでしこは一瞬だけ体をビクつかせた。

「た、橘たちばな……」

　意外そうな顔をしていた。

　約束していたわけではないので、そういう反応を見せること自体は何らおかしなことではない。が、それにしては見せる反応が大きい。

「な、何であんたがここにいるのよ……」

「いえ、柊さんに聞きたいことがあったから、バイト先に行こうと思ってたんですけど……今日はバイトの日じゃなかったんですか？」

「今日はちょっと用事があって早くあがらせてもらったのよ」

「そうですか。それじゃあ、少しだけ時間をもらいたいんですけど、いいですか？」

「ちょっと用事があるって言ったはずだけど」

「聞きたいことを聞いたらすぐに帰りますよ。何の用事かは知りませんけど、柊さんの邪魔をする気はありませんから」

「ここに来ただけで充分邪魔よ」

「すぐに終わるから大丈夫です」

　チェっと舌打ちをして、撫子が辺りを見回す。その姿は誰だれかを捜しているように見えた。

「あたしを拘束したいんだったらそれ相応のギャラが必要なんだけど……まあいいや。じゃあ、ちょっと場所変えてくれない？」

　急に、そんな提案をしてくる。なぜかはわからないが、出会った瞬間から一貫して、撫子は居い心ごこ地ちの悪そうな顔をしていた。

「場所を変えるのは構いませんが……別に、誰かに聞かれて困るような話じゃないですよ」

「困る困らないはあたしが決めるわ。それで、ここで話をするのは困るって言ってんの」

　サバサバとした性格をしていて、ちょっとやそっとのことでは動揺しないように見えるのだが……柄がらにもなく、撫子は焦あせっているようだ。

「それじゃあ、柊さんの言うとおりにしますけど……」

　あかりとしても、この場に留とどまることにこだわりがあるというわけではない。変にゴネて長引くのも面倒なので、あかりは黙って撫子についていくことにした。

　場所を変えるといっても、喫茶店などに入るというわけではない。

　撫子に連れて行かれた場所は、休憩所からほとんど離れていない、人ひと気けのない路地裏だった。

「それで、話って何？　くだんない話だったら、損害賠償請求するわよ」

　路地裏にたどり着いた途端、いつもの撫子が顔を出す。

　あかりが望んだ移動ではないのだが、考え方によってはこれでよかったのかもしれない。ここでなら、人目を気にせずに言いたいことを言いたいように言うことができる。

　撫子なでしこが帽子を被かぶりなおす。深く被ったことで、視線が窺うかがえなくなった。

「今日は柊ひいらぎさんに聞きたいことがあって来ました。人ひと斬きりって呼ばれてる人について知ってることを、全部教えてください」

「……それだったら、前に知らないって言ったと思うけど」

　それくらいのこと、あかりも憶おぼえている。それでもここに来たのには、かすかな証拠と、かすかな推理があるからだ。

「昨日、柊さんを見ました」

「……………どこで？」

「夜の公園です。遠目でチラッと見ただけですけど、あれは柊さんで間違いないと思います。上下デニムで金髪のロングヘア。どちらかというと珍しい格好で、見間違いようがないですからね」

　空気が、ほんの少しだけ重くなったような気がした。

「……ふーん。で、それがどうかしたの？　前にあったときに言わなかったっけ？　夜の公園を、普通に散歩してるだけだって」

「人斬りと呼ばれるような人がうろつく、夜の公園をですか？」

「……」

「色んなことを知ってる柊さんが、そのことを知らないわけがないですよね。そして知っていて、関かかわりたくないと思うのであれば、あの公園には近づかないはずです。だけど柊さんは近づいた。一日ではなく、二日も……いえ、もしかしたら私が知らないだけで、実は何日もそうやっていたのかもしれない」

「……何が言いたいの？」

　推理小説に出てくる探偵のように、あかりは言った。

「柊さんは、人斬りと呼ばれる人を捜してたんじゃないですか？」

　答えることなく、撫子は顔を逸そらした。

「ここから先は私の勝手な予想になるんですけど、柊さんは、『剣持つ聖者ホーリー』のメンバーなんじゃないですか？」

「……」

「前に言ってましたよね。『剣持つ聖者ホーリー』は、損得抜きで悪人をやっつける正義の味方だって。それで、柊さんは正義の味方として、人斬りなんて呼ばれてる物騒な人をやっつけようと、夜の公園をうろついてたんじゃないですか？」

　それらしい反応はない。正否がわからないまま、あかりは言葉を続ける。

「そうでないのなら、別の納得できる理由をください。それができないのであれば……私に協力してくれませんか？」

「協力？　なんの？」

「人ひと斬きり退治の協力です。私にとってはお仕事というのもあるんですけど、それ以上に後の不安を取り除くという意味でも、人斬りのことを放ほうっておくことはできないんです。だから、利害が一致しているということで、私に協力してくれませんか？」

　目的が同じで、撫子なでしこに損らしい損はない。あかりの推理が当たっているのなら、撫子にこの提案を断る理由はないはずだ。

　だが――

「悪いんだけど……そのことに関しては、何も手伝ってあげる気はないから」

　返ってきたのは、そんな素そっ気けない返事だった。

「どうしてです？　もしかして、お金ですか？　それだったら、少しくらいだったら用意できますけど……」

「そういう問題じゃないのよ。国家予算と同じ額もらったとしても、あたしはあんたに力を貸したくないって言ってんの」

「なんでですか？　損得で動いてないっていうのは聞きましたけど、柊ひいらぎさんは金の亡もう者じやじゃないですか？　だったら、素直に私の言うことを聞いて、少しでも得になるほうが……」

「くッ。あんた、あたしのことそんな風に思ってたんだ」

　思わず口から出た言葉は失言だったようだ。

　機嫌を損そこなわれても困るので、あかりは軽く頭を下げて謝罪した。

「まあ、確かにお金は好きだけど……それとこれとは別の話なのよ」

「だから、何で……」

　更に問い詰めようとしたあかりの目を、帽子の奥から覗のぞく、撫子の真まっ直すぐな視線が射抜いた。

　納得する話をしてやるから黙ってろ。

　そう、言っているような気がした。

「『剣持つ聖者ホーリー』はね、一人の絶対的なリーダーを中心としたチームなの。といっても、一いつ糸し乱れぬ統率が自慢ってわけじゃなくて、メンバーは一人一人、自分たちの信念や正義のために戦ってて……チームっていっても、一いつ匹ぴき狼おおかみが集まってるだけって色合いのほうが強いかな。でもね、だからかもしれなけど、仲間意識がもの凄すごく強いの。一人で生きていけるからこそ、仲間と認めた人間を絶対に裏切らない。あたしたちは、そういう集団なのよ」

　なぜ、ここで『剣持つ聖者ホーリー』の話が始まるのだろう。

　聞きたかったことは、人斬りに関することなのに……

「お仲間の自慢でしたら、また機会を改めてということにしてくれませんか。私が聞きたいのは『剣持つ聖者ホーリー』のことではなく、人斬りのことですから」

　帽子を上げる。見えた瞳ひとみは、あかりを小こ馬ば鹿かにしているようだった。

「……ここまで話してもまだわかんないの？　あたしはあんたに協力しない。そして、仲間は裏切らないって言ってんのよ」

「？　仲間と言われても、今は『剣持つ聖者ホーリー』のことは聞いてませ……」

　鈍にぶい自分を情けなく思った。

　用意されたヒントを並べ、理論的に考えるだけで、簡単にたどり着ける答えなのに。

「まさか……人ひと斬きりと呼ばれてる人も……」

　推理小説に出てくる犯人のように、撫子なでしこは言った。

「そうよ。あいつも、『剣持つ聖者ホーリー』のメンバーなの。だからわかるでしょ。どれだけお金を積まれようが、あんたには協力しないって」

「……」

　ため息が出そうなくらいに、納得できる理由だった。

　撫子と人斬りは、同じチームに所属する仲間だったのだ。だったら、どれだけお金を積まれたとしても、話すわけがない。

『剣持つ聖者ホーリー』というチームが、お金よりも大切な存在である以上、撫子は絶対に仲間が不利になるようなことはしないはずだ。

「……なるほど。それで、人斬りに関して何も話してくれなかったというわけですね」

「そういうことよ。わかったら、あたしに助力してもらおうなんてことは諦あきらめることね。敵対することはあっても、協力するなんてことは絶対にないんだから」

　今までの言動から察するに、その言葉には一片の偽いつわりもないはずだ。

　あくまでもあかりが人斬りを捜し、敵対するというのであれば。

　――行き着く答えは、一つしかない。

　撫子を相手に、できる限りの揉もめ事は避けたいところだが、こっちも遠回りしたくない理由がある。

「どうしても秘密にする気ですか？」

「当然じゃない」

「私の柄がらじゃないですけど、暴力で無理やり聞き出すってこともできるんですよ」

「ふん。やっすい脅しね。あたしをその気にさせたかったら、何十億もする戦闘機の一機でも用意してきなさいよ」

「戦闘機を用意するのは無理ですけど……グーで思いっきりぶん殴ることくらいはできますよ」

「上等よ。パーで受け止めて、チョキで目め潰つぶししてやるから」

「……三つのうち、二つも使うのは反則です」

「そんなの、あたしの知ったことじゃないわ」

　何を言っても、どれだけの気持ちを見せたとしても、撫子の決意は変わらないようだ。

「どうしても教えてくれないつもりですか？」

　答えがわかっている質問をした。

　もう、たどり着く答えなんて一つしかない。

「そういう……無駄な質問は嫌い。答える労力がもったいないから」

「……わかりました。じゃあ、私の力でどうにかします」

　あかりは撫子なでしこにわずかな敵意を向け、諦あきらめの意味を込めたため息をつこうとした。



　その瞬間だった。

　その少年が、姿を現したのは。



「揉もめ事か？」

　それは、一切の感情を感じさせない、冷めた声こわ音ねだった。

　宝ほう陵りよう高校の制服を着た、細身で長身の少年。その印象的な立ち姿は、いつか見たものと同一のものだ。

　間違いない。

　証拠はないけど、確信できる。

　彼が――人ひと斬きりと呼ばれている少年だ。

「司し馬ばッ」

　撫子が叫ぶ。

　予想していた最悪の事態が起こってしまった。それは、そんな感じの声だ。

「何であんたがここに来るのよ？　あっちの交差点で待ち合わせだって言ったじゃない」

「向かってる途中だったんだ。その途中で、柊ひいらぎの声が聞こえたから」

「声を聞いて姿を現してくれるのは嬉うれしいんだけど……今は、ちょっと……」

　気まずそうな視線をあかりに送ってくる。

　どうやら、俗に言う千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが訪れたようだ。ここで傍観者に成り下がるわけにはいかない。

「ちょうどよかったです。私、あなたのことを捜してましたから」

　司馬と呼ばれた少年の髪は長く、前髪がわずかに目にかかっている。

　その奥にある瞳ひとみは、さっき聞いた声のように冷めているものだった。

「キミは……」

　冷めた声と顔。あかりに対して興味はなさそうなのだが、一度顔を合わせたことがあるので、記憶はあるようだ。ただ、興味のあるなしはあかりにとってどうでもいいことだった。どうせ、やることは同じなのだから。

「あなたは、ちょっと特殊な刀で人を襲っている悪い人なんですよね。だから、私が退治しにきました」

「……よくわからないな。どうして俺おれが、キミに退治されなくてはいけないんだ？」

「こっちにも色々と事情があるとしか言えません。まあ、抵抗する気がないんだったら、それでも全然構いませんよ。私は、あなたが人を斬きるだなんて物騒なことを考えられないようにするだけですから」

「わからないな。どうやって、俺の考えを変えるつもりだ？」

「力には力というのが、一番正確でわかりやすいですよね。何を考えて人ひと斬きりなんてことをしているのかは知りませんが……同じ痛みを与えて、二度とそんな気が起こらないようにするだけです」

「……なぜ、俺おれとキミが戦う必要がある？」

「あなたが悪い事をしてるからですよ。そんなこともわからないんですか？」

「……………悪いな。俺は、そういうことがよくわからないんだ」

　不意に、司し馬ばは寂さびしげな表情を見せた。

　その表情のせいで、緊張していた空気が一気に白しらけた。その隙すきを縫ぬうように、撫子なでしこが話に入ってくる。

「橘たちばな。だるい言い回しはやめて、はっきりと言って……あんたは司馬をどうする気？」

「話し合いで解決できるものなら、私はそれでも構わないんですけど……司馬、さんですよね。あなた、もう二度と誰だれも傷つけないと約束できますか？」

「……できないな。俺には俺の、理由があるんだ」

「ですよね。じゃあ、力ずくということになります。人斬りをやめるつもりがないということでしたら……できないようにするだけですから」

「それは、戦うということで間違いないのか？」

「ええ。そういう意味で、力ずくって言ったんですから」

「――どうなっても知らんぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      「余計な心配ですよ。私は、あなたが思ってる何倍も強いと思いますから」

　人ひと斬きりと呼ばれた少年。司し馬ばが、自らの武器を作り出す。

　何もないところから作り出されたそれは、日本刀の姿をしていて――ソーマと呼ばれる特殊武器で間違いなさそうだった。

　能力者自身の命で作られているソーマは、自分の意思で出現させたり消滅させたりすることができる。

　知覚することができ、確かにそこに存在しているのだが、命で作られているという特異性から、同じソーマでしか触れることができない。なので、あかりもそれに対抗するために、自らのソーマを作り出そうとするが……

　あれ？　上う手まく、形になってくれない。

　フワフワとした感覚が手の平で遊ぶだけで、思い描えがいたものは形になってくれなかった。

　なんとなくだが、その理由が頭に浮かぶ。

　……なるほど。私のやる気がないと、あれは作れないというわけですか。

　ソーマは心を具現化し、覚悟を力に変える武器だ。確固たる戦う意思がなければ、作り出すことはできない。

　眼鏡めがねをかけたら、少しは変わるんでしょうけど……

　父親からもらった眼鏡をかけると、あかりは戦闘的な性格になる。

　その眼鏡をかけ戦う気持ちを全開にすれば、あかりは自身のソーマ――『戦うべき理由ヒロイツクテーゼ』という名の、ナイフ型のソーマを作り出すことができるのだろうが……

　できれば、あれは使いたくないですね。

　眼鏡をかける気にはならなかったので、あかりはポケットにあるワイヤーに手をやった。

　ソーマを持っているといっても、司馬は普通の人間だ。

　暗殺師という特殊な家系の人間であるあかりが本気になれば、特に苦もなく勝つことができるだろう。

　ソーマを手に、司馬が動き出そうとする。

　妙な違和感を覚えたような気がしたが、あかりは無視して迎え撃とうとした。

　その瞬間。

「はい。ストップ」

　パンと手を叩たたいて空気を壊し、撫子なでしこがこの場を仕切りだした。

「盛り上がってるところ悪いんだけど……あたしの前で喧けん嘩かするのはやめてくれる。それに、路地裏っていってもまだ明るいんだから、どんな邪魔が入るかわからないって」

「……柊ひいらぎがそう言うなら、俺おれはやめても構わないが」

　二人の視線が向く。あかりは自分の考えをそのまま言葉にした。

「私は構います。でも確かに、柊さんが言うことも一理あると思います。どうせやるんだったら、邪魔が入らないところでやりたいものですから」

「……ったく。めんどくさいこと言ってくれちゃって」

　撫子なでしこが司し馬ばの名前を呼び、顔を見つめる。

　そのとき見せた瞳ひとみは、とても優しく、とても色いろ艶つやがあるもので――

　あかりは、誰だれにも触れられたくない、心の中にある秘密の場所を刺激された。

　もしかして、柊ひいらぎさん……この人のことが……

　惣そう一いちのことを思いながら鏡を見たら、きっと、今の撫子と同じような目をした自分を見ることができるだろう。

　同じ境遇だからこそ、わかるような気がした。

　あの瞳が持っている、意味が。

「とにかく……ここで喧けん嘩かするのはやめて。司馬は知らないだろうけど、橘たちばなはちょっと変わった奴やつなのよ。だから、とりあえず今ここで戦うのは……」

　司馬の服を掴つかみながらそう言った撫子の態度は、自分に向けるものとは明らかに違うものだった。

「柊さん。仲間を思うあなたの気持ちもわからなくはないですけど、こっちはそれで納得するわけにはいかないんです。だから――」

「わかってるわよ。じゃあ、今ここで戦うのはやめて、時間と場所を改めての決闘ってことにしたらどう？」

「決闘ですか？　それは、古風な提案ですね」

「わかりやすくていいでしょ。それで、お互いに勝ち負けに何かを賭かけたらいいじゃない。それが一番手っ取り早くて、簡単な方法のはずよ」

「俺おれはそれでいいが……」

　答えを求める視線を、司馬が向けてくる。

　単純でわかりやすく面倒が少ない。あかりとしても、その条件で不満はない。

「私もそれでいいですよ。それで、いつどこでやることにしますか？」

「今日の夜九時に、中央公園の真ん中にある時計台の前でどう？」

「構いませんよ」

「司馬は？」

「俺もそれでいい」

「んじゃそれで決まりね。お互い勝ったら相手に何をさせるか。それはそんときまでに考えておいてね」

　司馬のことよりも、今は撫子のことが気になって仕方がない。

　揉もめ事を解決したはずの撫子に安あん堵どの感はなく、この先のもっと面倒なことに頭を痛めているような顔をしている。

「ほんとにもう……司馬ってば、面倒くさい思いばっかりさせるんだから」

　強めに、撫子が司馬の腕を叩たたく。

　それは気が知れた相手だからこそできる行為で、二人が同じチームのメンバーだということの証明になっていた。

「……わからないな。俺おれは、柊ひいらぎにそんな思いをさせてたか？」

「それがわかってないから面倒くさいのよ。ま、許してあげるんだけど」

　撫子なでしこと目が合う。憎悪のようなものはないが、敵意を感じる視線だった。

「んじゃ、夜までさようならってことになるけど……何か言いたいことはある？」

「言いたいことではなく、聞きたいことが司し馬ばさんにあるんですけど？」

　名前を呼ばれ、司馬が無言で見つめてくる。

　望んだ答えが返ってくるなどとは思っていない。念のために程度の気持ちしか込めず、あかりは司馬にその質問をした。

「黒い獣を扱う、ちょっと変わった女の子を知りませんか？」

　同じ夜に生きる人種。少しくらいの情報を持っていても不思議でない。だが、当然のように大した期待はしておらず。

　知らない。

　そう答えると、心の中で決めつけていた。

　初めて、司馬は顔色を変えた。

「……あの子の、知り合いか？」

　強く激しく、心臓が鳴る。

　求めるものが、わずかに顔を覗のぞかせたような気がした。

「あの子って……司馬さんッ。その女の子のことを知ってるんですか？」

　場合によっては、殴ってでも喋しやべらせてやる。

　心の声が聞こえてきそうなあかりの雰ふん囲い気きを殺そぐように、撫子が間に入ってくる。さっきからずっとそうだったのだが、本当に、いいタイミングで邪魔をしてくる。

「そういうことは、次に会ったときに聞いてくれない。じゃないと、時間と場所を変える意味がないじゃない」

　ぐうの音も出ない正論。一度承しよう諾だくしてしまったので、反発もしにくい。

「それじゃ一いつ旦たんサヨウナラね。橘たちばな」

　手を振り、撫子はその場を立ち去っていた。無論、司馬を連れてだ。

　残されたあかり。思うことは、一つしかない。

　司馬さんは……あの子のことを知ってるんでしょうか。名前や、特徴を口にしたわけじゃないから、人違いってことも充分考えられますけど……もしも、知ってるんだとしたら。

　気持ちを切り替える。

　全すべては夜だ。

　もしかするとそこで、思いもかけないものが見つかるかもしれない。

　そのために、万が一にも負けることは許されない。嫌になるくらい、それはわかっているのだが――

　きっと……面倒くさいことに、なるんでしょね。

　司馬との戦いよりも、その前に起きるであろう出来事を予想して。

　あかりは、ため息をついた。





　夜になる前に、片付けておかなければいけない問題がもう一つあった。

　天てん真しん爛らん漫まんでちょっと手間のかかる、友達についてだ。

　撫子なでしこたちと別れた後。あかりは電車に乗って最も寄よりの駅に戻り、亜あ子こと連絡を取って、近くのコンビニで会おうという約束をした。

　先に到着しコンビニの前で亜子を待つ。十分程度すると、亜子がいつもの笑顔をひっさげて姿を現した。

「あかりちゃん。お待たせだよ」

　あかりの姿を見つけると、亜子は手を振り小走りで駆けてきた。

　邪気や不満といったものがまったく感じられない顔をしており、機嫌はいいようだ。これだったら話がしやすい。

「ごめんなさい。突然呼び出してしまって。時間とかは大丈夫ですか？」

「うん。亜子だったら大丈夫だよ。それよりあかりちゃん、鶴つるさんのお礼のほうはもう終わったの？」

「はい。それだったらもう大丈夫です。奥の部屋で機はた織おりがしたいって言ってたんですけど、私の家に機織り機はないですよって言ったら、鶴さん、諦あきらめて帰っちゃいましたから」

「そうなんだ。それは残念だね。でも、時代の流れだからしょうがないよ。鶴さんもミシンが使えたらよかったのにね」

「そうですね」

　温ぬるい会話で、この場の空気を整える。二人のいつものやり取りなので、違和感などはまるでない。

「あ、そういえば、亜子さんのほうはどうだったんですか？　今日の部活で、変わったこととかなかったですか？」

「えッ。あの、その、それは、その、ええっと……」

「？」

　とてもわかりやすく動揺する。何かあったのは明白なのだが、それを誤ご魔ま化かすように亜子はいつもの顔で笑った。

「ううん。部活はいつもどおりだったよ。惣そう一いち君も、あかりちゃんがいなくて寂さびしいなって言ってたよ」

「えッ。ほんとですか？　月つき島しま先輩が、そんなことを……」

　亜子が見せた動揺が頭から消え去り、体中の温度が一気に上がった。

　厚着をしてコタツの中に入ったかのような気分で、このままだと蕩とろけてしまいそうだ。

「それで、他ほかに何か言ってませんでしたか？」

　本題からは遠く外れてしまうが、この話題だったらそれも致し方ない。

　惣そう一いちが自分のことを気にしてくれたのだ。味がなくなるまで、味わいつくさないと。

「ううん。他ほかには何も言ってなかったよ」

「あ、そうですか……だったら、それはそれでいいですけど……」

　一気に温度が下がった。

　全裸で吹雪ふぶきの中に飛び出したような気分で、心が寒い。

「それでね、聞いてよあかりちゃん。部活が終わった後、惣一君がこの前の誘いを断ったお詫わびだって言って、亜あ子こにケーキを奢おごってくれたんだよ」

「ふぇッ」

　見られ方をまったく意識していない、不細工な声が出てしまった。

「喫茶店で食べたんだけどね、美お味いしかったよ。亜子と惣一君のときめきラブラブ部活動は、そのままときめきラブラブデートに変わっちゃったんだよ」

　ああ、羨うらやましすぎて殴ってしまいそうだ。

　もしもマシンガンを持っていて、それを撃っても罪にならないと神様に言われたら、迷うことなくぶっ放していただろう。

「そうですか……それは、どうしようもないくらいに羨ましい話で……」

「うん。亜子はあかりちゃんとも一緒に行きたかったんだけど、残念だよ。また今度行こうね」

「はあ、そうですね……」

　月つき島しま先輩……私と二人っきりだったときは、そういう誘いは全然してくれなかったのに。

　唇を尖とがらせて拗すねる。子供っぽいといわれても、こればっかりはどうしようもない。

　八や重え歯ばを覗のぞかせながら、亜子があかりの顔を覗き込んでくる。

　ご主人様を見つめる子犬のような顔を見て、亜子を呼び出した本当の理由を思い出す。

　予想外にダメージを受けた無駄話はこれくらいにして、あかりは本題を切り出すことにした。

「実はちょっとお願いがあって、亜子さんを呼び出したんですけど」

「うん？　どんなお願い。バニーガールさんの格好をしたいとかだったら、一週間もあったら用意できると思うよ」

「いえ、そういう願望は全然ないですから大丈夫です」

　真まっ直すぐに亜子の目を捕らえた。

　真剣な話ですから、誤ご魔ま化かすのは禁止です。

　そんな、目をして。

「亜子さん。もう、夜中に出歩いたりしたら駄目ですよ」

　少し、亜子はドキッとした表情を見せた。

「正直、長いお付き合いってわけじゃないですけど……亜子さんの性格はそれなりに知っているつもりです。また一人で隠れて、問題を解決しようとしてるんですよね」

「……」

「もう、そういうのはやめてください。亜あ子こさんが一人で頑張らなくても大丈夫です。亜子さんよりも強くて頼りになる私が、どうにかしてあげますから。亜子さんは家で羊でも数えていてくださいね」

「あかりちゃん……………亜子は、羊さんよりも豚さんを数えたいよ」

「じゃあ豚さんを数えていてください。とにかく……亜子さんは弱いんだから、無理をするのはやめてください」

「で、でも、あかりちゃん一人で美み優ゆを捜すのは危ないと思うし……それに、昨日あかりちゃんが言ってたみたいに、人ひと斬きりなんて恐こわい人もいるんだし……」

「そのことだったら、今日ちゃんと決着をつけるから大丈夫ですよ」

「そうなの？」

「はい。夜に公園でちょっとしたお話をすることになったんです。それで何とかわかってもらうようにしますから、亜子さんは心配しないでください」

　心がこもった言葉しか、相手の心には届かない。そして、その言葉にはあかりの心がこもっていた。

　だけど、亜子はひいてくれなかった。

「あのね、あかりちゃん。実はね、美優を、助けてあげることができるかもしれないんだ」

　意外な言葉。あかりが知らないうちに、何か進展でもあったのだろうか。

「……どういうことですか？」

「ええっとね。まだ、はっきりとしたことはわからないんだけど……もしかしたら、美優の、あの体質を治せるかもしれないんだ」

「あの体質というと、勝手に命が失なくなっていくっていう体質のことですか？」

「うん。そのせいで、美優は人の命を奪っちゃってて……それで、そんなことしてるから、人の命を奪うことを悪いことだとは思わないようになっちゃって……本当は、良い子なのに……」

　光が消えてしまったかのように、暗く、悲しげな顔をして落ち込む。

　あかりとしては一番見たくない顔だ。

「でもね、もしかしたら……それが治せるかもしれないんだ。だから、そのためにはまず、美優がどこにいるのかがわからないといけないから……だから、亜子もあかりちゃんと一緒に……」

　顔を上げ、逃げることを許さない真まっ直すぐな瞳ひとみで、あかりに訴えかけてくる。

　仮に友達ではなかったとしても、その想おもいを無視することはできない。

「……それは本当に、間違いないことなんですか？」

「え、ええっと……それは、あの……亜子の口からは何とも言えないんだけど、とっても信用できる人が言ってたから、間違いないと思うよ」

「信用できる人って？」

「それは、あの……亜子の口からは何とも言えなくて……」

　あかりの知らないところで、確実に話は進んでいるようだ。

　顔すらも知らない相手のことを信用するのは気が引けるが、亜あ子こがそう言うのであれば、それなりに信用できる話なのであろう。

「わかりました。じゃあ、あの子のことも私が何とかします。だから、亜子さんは全すべて私に任せて、家にいてください」

「……あかりちゃんが凄すごいのは、亜子も知ってるけど……でも、やっぱり、亜子も、あかりちゃんを……」

　親の心配をする子供のような顔をしている。

　できることなら、そんな顔はしないで、笑顔のままでいてほしい。

「私は、亜子さんの王子様なんですよ。王子様の言うことが信用できないんですか？」

「ううん。あかりちゃんが言うことだったら、亜子は何だって信じちゃうよ。だけど……」

「お願いです。もう、私を心配させないでください」

「あかりちゃん……」

　照れくさいほどに、その言葉に自分の心をこめた。いや、正確にいえば、勝手に心がこもってしまった。

　心配したら止まらなくなる。いつの間にか、そんな関係になってしまっていたのだ。

　唇を噛かんで、頭から煙が出そうなくらい考え――やがて亜子は決心した。

「わかったよ。亜子はあかりちゃんを信じて、家で豚さんを数えることにするよ」

「亜子さん……ありがとうございます。それじゃあ、約束として」

　あかりは小指を差し出した。

「指切りでもしましょうか？」

「うん」と答え、亜子があかりの指に、自分の小指を絡ませる。そして二人は約束をした。

「約束を破ったら、針千本飲まないといけないんだよね。でも、亜子は好き嫌いが激しいから、針を食べられる自信がないよ」

「そのときはみじん切りにして、ハンバーグにでも混ぜて食べさせてあげますから、安心してください」

「それだったら、亜子も食べられそうな気がするけど……針を千本も食べるのは、やっぱり恐こわいよ」

　体を小さくして針の恐怖に怯おびえている亜子は、小動物みたいで可愛かわいかった。

　夜になる前に、亜子としておきたかった話はこれで終わり。最後に、また明日学校で会おうという約束をして、二人は別れた。

　西日が眩まぶしい空に、わずかな曇くもり空が見える。

　雨が降らなければいいんですけど……

　空を見ながら、あかりはそう思った。





　家に帰ると、あかりは姉と話をするためにリビングに顔を出した。だが、そこに姉のひかりの姿はない。それだったら自室にいるだろうと思い、あかりはひかりの部屋へと向かった。

　きちんとノックをしてから、扉を開ける。

　ひかりの部屋は十畳近くある大きな部屋で、家具もちゃんと揃そろっている。ただ、お世辞にも綺き麗れいな部屋とは言えず、読み終わった雑誌や飲み終わったペットボトル、出しっぱなしにされたおもちゃやゲームなどが散乱していた。

「もう。相変わらずズボラなんですから」

　ゴミを踏まないように、ひかりの部屋に進入する。

　ベッドが部屋の真ん中辺りに置かれており、その上で、布団に包まった形でひかりは眠っていた。

「姉さん。ちょっと、話があるから起きてくれませんか」

　体を揺すって起こそうとするが反応は薄い。

「あうッ。ごめんなさい……これからは締しめ切りを守るから、怒らないで……」

　返ってくるのは、そんな寝言だけだった。

　ひかりの職業は小説家で、基本的に家から出ないで仕事をしている。なので、平日の昼間からだらしない格好で、だらしない生活を送るということが許されている。

　だが、たまに仕事をサボりすぎて関係者から怒られているようで――今は、頭から布団を被かぶり震えていた。

「姉さんッ。起きてくださいッ」

　強めに体を揺すり、やっとのことでひかりが目を覚ます。目を覚ましても布団から下りようとはせず、ひかりは亀かめのように頭だけを布団から出していた。

「何だ、あかりちゃんじゃない……驚かさないでよ。編集部が雇った殺し屋が来たのかと思ったじゃない」

「殺し屋なんて来ませんよ。それより姉さん。姉さんに聞きたいことがあるんですけど」

「なに？　お仕事の進み加減以外だったら教えてあげるけど……それよりあかりちゃん。机の上の携帯取ってくれない？」

　言われるがままに机の上にある携帯電話を取り、ひかりに手渡す。受け取った携帯電話の液晶を恐る恐る覗のぞくと、ひかりは「知らないやいッ」と、子供のように感傷的になって携帯電話を放ほうり投げた。

　そしてまた布団の中に逃げ込む。

　詳しい事情は知らないが、色々と大変なようだ。

「姉さん。大変なところ悪いんですけど、ちょっといいですか？」

「……後でお夜食用意してくれるって言うんだったら、相手してあげる」

「はい。お夜食くらいだったら、いくらでも用意してあげますよ」

　あかりの言葉を受け、ひかりが布団から顔を出す。話をするために、まずは機嫌を取らないといけないから面倒くさい。

「約束よ。それで、聞きたいことって何？」

「ええっとですね――」

　それは、とても大切なことだった。

「柊ひいらぎさんの力について聞きたいんですけど」

「撫子なでしこちゃんの力？　それだったら、スタイルの良さを利用した色仕掛けなんじゃないの。あたしよりも年下のくせして、あたしよりもスタイルがいいなんて……はッ。ほんとにもう、神様っていうのは意地悪なものよね」

　勝手に自分でスイッチを入れて、勝手に拗すねてしまうひかり。あかりはそんな姉を無視して、冷静に話を元に戻した。

「柊さんの家系に伝わる力について知りたいんです。お願いです。大切なことだから教えてください」

「柊の力のことだったら、あかりちゃんも知ってるでしょ？　同じ暗殺師なんて看板背負った、親しん戚せきみたいな家なんだから……何度か話くらいは聞いたはずよ」

「興味がないから全部忘れちゃったんです。その点、姉さんはそういうところに関してだけは抜け目のない人だから」

「……あたしが抜け目ないんじゃなくて、あかりちゃんが興味のないことに対して抜けすぎなのよ」

「そ、それは……少しずつ改善しようと思ってて」

「はは、どうだかね」

　まったく期待していない、意地悪な顔で笑う。自分でも自覚している短所なので、あかりは恥ずかしそうに小さくなるだけだった。

「まあいいわ。別にそれくらいのことだったら、教えてあげるわよ。それでサービスとして、何でそんなこと知りたがってるのかは聞かないでおいてあげる」

「はい。ありがとうございます」

　理由は聞かないという心遣いに感謝して、あかりは頭を下げた。

　そんな風に礼儀正しいあかりに対し、ひかりは布団から出ることなく、顔だけを出して話を始めようとする。

　態度が悪く若干不満だったが、聞かせてもらう立場ということで我が慢まんした。

「柊の家に伝わる力の名前は『風』よ。それと、『風ふう我が絶ぜつ彩さい』っていう名前の格闘術を組み合わせて戦うの。どっちも単独じゃあ役に立たないものでね、『風』あっての『風ふう我が絶ぜつ彩さい』、『風ふう我が絶ぜつ彩さい』あっての『風』って関係なのよ。それで、『風ふう我が絶ぜつ彩さい』のことを知っておけば大丈夫だと思うから、今からそれについての説明をしてあげるけど……興味がないからって、忘れちゃ駄目よ」

「はい。最低でも、今日一日は大丈夫だと思います」

　ひかりが『風』と『風ふう我が絶ぜつ彩さい』についての説明をしてくれる。それを、あかりはテスト前の学生の気分で頭に叩たたき込んだ。





　決闘の時間が迫ってくる。

　用意を整えたあかりは、約束の時間よりもかなり早く家を出ることにした。

　服装は例によって制服姿のまま。最近では戦闘服として、この格好を好むようになってきた。

　家を出る前、「あたしの夜食を作らないでどこに行くのあかりちゃん」と、ひかりが叫んでいた。おそらく、帰ったら色々と嫌味を言われるのだろうが、今は気にしてもしょうがない。

　大切なことは。

　一番気にかけないといけないことは。

　これから起こるであろうことだった。

　空は依然として、わずかにだが曇くもっている。最悪、雨が降ることも予想される雲行きだったが、あかりは気にせず目的の場所に向かうことにした。

　あかりの家は住宅街から離れた高台の上にある。中央公園に向かうには、住宅街を抜け、駅の近くを通らなくてはいけない。

　夜風が冷たく心ここ地ち好よい中、あかりは静かな住宅街を歩いていた。

　そして、あの少女のことを考えていた。

　どうして、今更、柊ひいらぎの力のことを姉に聞いたのか？

　その理由は、予感としかいいようがなかった。

　そしてその予感が間違っていないと、あかりは確信していた。

　ありえない仮定の話なのだが――

　もしも、意中の人物である、月つき島しま惣そう一いちが誰だれかに喧けん嘩かを売られたとき、自分はどうするだろうか？

　一瞬も迷わず、答えることができる。

　戦える力がある。

　惣一を守ってあげられるだけのものを、自分は持っている。

　だったら、答えなんて一つしかない。

　何も得することはなく、報われないとわかっていても。

　きっと、好きな人のために。

　私は――戦うことを選ぶだろう。

　住宅街を抜ける。後は、駅の近くを通って中央公園にある時計台の前を目指すだけだ。

　急に突風が吹いた。

　冷たい空気が舞い上げられ、あかりの髪を揺らす。

　もしかしたら。

　その風は――

「雨が、降りそうね」

　――彼女が運んできたのかもしれない。

　駅にたどり着く少し前の場所で、彼女はあかりを待っていた。

「柊ひいらぎさん……やっぱり、来たんですね」

「ええ。雨が、邪魔な奴やつを洗い流してくれたらいいなって思ってたんだけど……やっぱり、そういう他力本願なのは趣味じゃないから」

「柊さんが、私の邪魔をするというわけですね」

　こうなることは、わかっていた。

　そして、これから始まることも。

　強い視線がぶつかり合う。

　そして――

「司し馬ばのところには行かせない。あんたの相手は、あたしがしてあげる」

「そうですか。じゃあ……柊さんを倒して、私は先に進みます」

　二人の少女の、強い思いがぶつかり合った。



    

  
    
      Chapter3

　蝶は舞い、風は駆ける



    

  
    
      


　駅の近くにある潰つぶれたパチンコ屋。ガラス戸の向こうに見える店内は荒れ果てており、人の気配がなくなってしばらく経たっているのが推測できる。敷地はそれなりに広く、地下には数十台程度を収容できる駐車場があった。

　営業をしなくなって数年程度の時が経っている。ここを溜たまり場にしていた不良が書いたと思える古い感じの落書きがいくつかあるだけで、それ以外に人がいたと思える形跡は何もない。

　あかりを連れ、撫子なでしこは敷地の奥のほうへと足を踏み入れていく。何度か訪れたことがあるようで、歩調に迷いのようなものはなかった。

　たどり着いたのは地下の駐車場。

　撫子が近くの電灯のスイッチを入れると、あかりたちの周りだけが明るく照らされた。

「電気……まだ来てるんですね」

　あかりの言葉を無視し、辺りを見回しながら撫子が場所を移す。近くに壁や柱がない場所、車二台くらいが通れそうな車道の上で撫子は立ち止まった。

「何で、潰れたパチンコ屋が消えてなくならないか知ってる？」

「……」

「おかしいと思わない？　普通だったら、潰れたお店っていうのは看板を書き換えて別の商売を始めるものじゃない。だけど、パチンコ屋はそれをしないで、いつまでも店舗だけを残している……それって、おかしなことだとは思わない？」

「さあ。私はよく知りませんけど……お店の買い手がいなかったとか、そういうありふれた理由なんじゃないですか」

「違うわよ。聞いた話によると、税金対策なんだって」

「税金、ですか」

「ええ。見た目が潰れた感じになってても、営業準備中だって言ったら税金がちょっとお得になるんだって。あたしも人から聞いた話で、真偽のほどは定かじゃないんだけど……こんな風に電気が通ってるってことは、まんざら嘘うそでもないんじゃないの」

「なるほど。電気が通ってるほうが、言い訳がしやすいというわけですか」

「そういうことよ。まあ、あたしが得するわけじゃないから、どっちでもいいんだけど」

　面倒くさそうに、呆あきれるように、撫子がため息をつく。視線は下を向いていて、あかりの顔を見ようとはしない。

「ほんと、橘たちばなのせいで面倒くさい思いしてばっかり」

「私じゃなくて、司し馬ばさんのせいじゃないんですか？」

「あいつのせいにできるわけないじゃない。あいつはそういう奴やつなんだから、言っても無駄よ」

　不意に、撫子が帽子を取る。頭を振ると、長くてサラサラの髪がそれに合わせて揺れた。

「前に、あたしのバイト中に、橘と会ったときのこと憶おぼえてる？」

「はい。勘違いで、私が襲われたときのことですよね」

「ええそうよ。そのとき、白しろ金がね女子の制服を着た奴やつがいたでしょ。あいつも、人ひと斬きりのことを捜してたの」

「白金女子の学生が？　どうして？」

「さあ。そこのところはよく聞かなかったけど……あの女、あたしが知らないって言ってもしつこくて、あたしもついには我が慢まんの限界に達しちゃって……」

「蹴けっ飛ばしたというわけですか」

「メイドがドロップキックしたら罰金っていう法律があったらしなかったんだけど……ま、しょうがないってことよ」

「そうやって、ずっと陰で司し馬ばさんを守ってたんですね」

「……………まあね。あいつは、あたしがいないと何もできない奴だから」

　そう言って、撫子なでしこは面倒くさそうにため息をついた。

「『剣持つ聖者ホーリー』でしたっけ？　柊ひいらぎさんたちがいるチームの名前は」

「ええ、そうよ」

「それって、どんなチームなんですか？　正義の味方だって言われても……私、アニメとかあまり見ないから、よくわからないんです」

「別に難しく考える必要はないわよ。悪党がいて、あたしたちがそれをやっつけてる。それだけの話だから」

「どうしてそんなことをしてるんですか？　何か、得になることでもあるんですか？」

「さあ、ないんじゃないの」

「じゃあ、どうして……」

　前髪をかき上げる。金色の髪から覗のぞく瞳ひとみに、迷いはない。

「正義の味方は理屈じゃないの。悪い奴がいたらやっつける。それだけのことよ」

　単純にして明確な理由。だからこそ、誰だれにも否定させないという強さが感じられた。

「司馬が今までやっつけてきた奴らは、それこそ人に迷惑ばっかりかけてた悪党なのよ。前に斬きった奴らだって、集団で引ったくりとか色々やってたわけだし……そんな奴らを懲らしめて、何が悪いっていうの？」

「何が悪いって聞かれましても……私は別に、柊さんたちを否定しに来たわけじゃないです。ただ――」

「ただ？」

「仕事ですから、司馬さんをどうにかするだけです」

「仕事……か。ふん、頭固いんじゃないの？　そんな律りち儀ぎなこと言ってないで、少しは融通をきかせたら？」

「そういうわけにはいかないんですよ。受けた仕事は最後までしっかりやれって、父さんに教わりましたし、それに……司馬さんは私が知りたいこと知っているようなので、ここで退ひくわけにはいかないんです」

「……結局は自分のためってわけだ。だったら安心。誤解とかはないみたいだから――」

　帽子を逆に被かぶる。

　これから戦いが始まるというのに、撫子なでしこは小さく笑っていた。

「遠慮なく、あんたをやっつけられる」

「そう上う手まくは、いかないと思いますよ」

　あかりが答えると同時に、二人の戦いは始まった。

　撫子が前に進み出るが、一気に仕掛けてはこない。あかりの様子を見ながら慎重に間合いを詰めてくる。

『風』はまだ使ってこないみたいですね。だったら、私のほうも様子を見ながら……

　一瞬の油断。様子見でくると決めつけていたあかりに、撫子は進み出る勢いそのままにドロップキックを仕掛けてきた。

「くッ」

　いきなりの大技に面食らう。

　攻撃自体は両手でガードしたが、その衝撃は強く、あかりの体が後方に飛ばされる。

　動揺を抑え思考を切り替える。大技の後の隙すきをついて反撃を狙ねらうが、撫子のほうが動きが速い。

　ワンステップで距離を詰めると、撫子はしゃがみ込むように姿勢を低くして、水すい面めん蹴げりを放ってきた。

　地面すれすれを走る蹴けりをバックステップでかわす。着地と同時に仕掛けようとするが、今度も撫子に先手を取られる。

　まだ着地していないあかりの体に撫子の側そく面めん蹴げりが突き刺さる。ガードが間に合ったのでダメージは受けていないが、蹴りの威力のせいでバランスが崩れてしまった。

　倒れそうになったあかりが片かた膝ひざをつく。その隙を、撫子は見逃さない。

　地面についた片膝を踏み台にすると、撫子は駆け抜けるように、あかりの顔に膝ひざ蹴げりを叩たたき込んでいった。

「ツッ――――」

　ギリギリで、顔と膝ひざの間に腕を挟む。それによって、深刻なダメージを受けることだけは何とか回避できたが……衝撃自体を消し去ることはできず、あかりの体は後方へと吹っ飛ばされてしまった。

　仰あお向むけに倒れ天井を見上げる。

　撫子の追撃を警戒するが、続くものは何もなかった。

「最後の技、シャイニングウィザードって名前なんだけど、知ってる？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、撫子がそんなことを聞いてくる。が、答えるのが癪しやくだったので、あかりは何も言わなかった。

「橘たちばなは、プロレスって好き？」

「……いいえ」

「あたしは好きよ。他ほかの格闘技と違って、単純に格好いいじゃない。空を舞ったり派手に投げたり、見てて飽きないからね」

　話をしている間は仕掛けてこないようだ。あかりは天井を見上げながら、次の展開を考えていた。

　息を抜き、撫子なでしこが軽く話しかけてくる。

「余計なお世話かもしれないけど……眼鏡めがね、かけないでいいの？」

　予想外の問いかけだった。

　わずかに顔色を変えると、あかりは上半身を起こし撫子を視界に入れた。

「……どうしてそれを？」

「ひかりさんに聞いたの。あんたは、眼鏡をかけると狂暴になって、強くなるって。いいの？　本気出さないうちに負けちゃっても、あたしは知らないわよ」

　人が秘密にしたいことを勝手に喋しやべって……

「姉さんってば、案外おしゃべりなんですね」

　帰っても、夜食は作ってあげないことにしよう。心の中でそう決めた。

　服についた汚れを払い落とす。

「心配してくれなくても結構ですよ。今は、そういう気分じゃないですから」

　幼おさな馴な染じみが相手だからだろうか。不思議と戦いに対する恐怖感は薄く、眼鏡をかけようという気にはならない。それどころか、眼鏡をかけたら熱くなってミスを犯してしまいそうで、逆に恐こわい。

　髪の毛を整えながら立ち上がる。少女なので、こういうときも身だしなみには気を遣っていたい。

「私のほうはこのままで大丈夫ですけど……柊ひいらぎさんのほうは、そのままでいいんですか？」

　あかりの問いに、撫子は表情を変える。

「……どういうこと？　挑発のつもりだったら、安っぽすぎて価値が見みい出だせないんだけど」

「いえ。親切心でちょっと言ってみただけです。プロレスが強いっていうことは、柊さんのおかげで充分理解しました。普通の人が相手だったら、それでまったく問題ないと思いますけど……」

「……何が言いたいの？」

「私は橘たちばなあかりです。本気でこないと、勝てませんよ」

　挑発的な視線を向ける。

　先ほどの攻防がなかったかのように、今はあかりのほうが優位な態度を見せていた。

「試してあげようか？」

「どうぞ。柊さんの、お好きなように」

　体中の熱を上げ、撫子があかりと相対する。焼き尽くすような熱を持った撫子とは対照的に、あかりは落ち着いていた。

　二人の間の距離は数メートル。その距離を詰めたのは、撫子だった。

　わずかな助走から完かん璧ぺきなフォームの側転を披露し、そのまま流れるような華麗な動きで後ろ宙返りへと変化する。

　その着地地点にはあかりの体があった。

　全すべての体重を勢いに乗せ、撫子なでしこは後ろ宙返りのままあかりの体を蹴けり飛ばそうとした。

　だが、橘たちばなあかりは、何度も同じような手を食うほど甘くはない。

　宙を舞い、向けられる蹴り足を――

　あかりは――跳び上がって、真正面から蹴り返した。

「ちょッ……」

　予想もしていなかった派手な反撃に声を上げる。威力のほとんどが突き返され、撫子はバランスを崩し地面を転がることになってしまった。

　何度が地面を転がり、すぐに立ち上がる。

　向けてくる視線には、驚きと共に敬意のようなものもあった。

「普通……そういうことする？　防御の基本って、受けるかかわすじゃなかったっけ？」

「反撃も立派な防御ですよ。それに――」

　絶対に引かないつもりだった。

　あかりは、勝つためにここにいるのだから。

「空中戦で負けるわけにはいかないんです。蝶ちようは、空で生きる生き物ですから」

　本格的な反撃が始まる。

　戦いは、あかりの動きと共に一つ上のステージへと移行していった。

　空を舞う蝶の如ごとく、ふわりと浮き上がり一回転し、撫子の脳天めがけて踵かかとを振り下ろす。だが、動作が大きいので直撃することはなく、撫子は両腕でしっかりとその攻撃を受け止めた。

　渾こん身しんの一撃が受け止められても、あかりの動きは止まらない。

　攻撃を受け止めた撫子の腕を踏み台にして、今度は後方に宙返りをする。時間の流れを緩めたかのような優雅な跳躍の中、あかりは撫子に向かってワイヤーを投げつけた。

『星屑の投擲シユーテイングスロー』

　先端がわずかに光るワイヤーを、撫子は反射的に腕で防ごうとした。だが、それこそがあかりの狙ねらいで、ワイヤーは差し出された腕に触れた瞬間、意思を持っているかのように撫子の腕に絡みついた。

「チッ」

　不ふ愉ゆ快かいそうな声を出すが、隙すきはつくらない。

　撫子は腕に絡みついたワイヤーを振りほどこうとはせず、着地しようとするあかりに向かって突っ込んできた。

　攻撃こそが最大の防御。

　そんな、撫子の思考が聞こえてきそうな動きだが、あかりにとっては想定の範囲内でしかない。

　走り出した撫子なでしこの足がすぐに止まる。今度は足に、ワイヤーが絡みついていた。

『合理的な罠リーズナブルトラツプ』

　気づかれないように仕掛けたワイヤーが発動し、撫子の動きを封じ込める。

　あかりは誰だれにも邪魔されることなく、優雅さを保ったまま地面に着地した。そして着地と同時に手に持っていたワイヤーを引っ張り、撫子のバランスを無理やり崩す。

「ちょッ。鬱うつ陶とうしい……」

　態度と声は明らかに嫌がっている。

　そんな好機を逃すほど、あかりは馬ば鹿かではない。

　バランスを崩した撫子に向かって駆け出す。腕を顔の前で構え防御に徹しているが、完全に守りきれているというわけではない。防御の隙すきを見つけると、あかりはオーバーヘッドキックの要領で、跳び上がりながら撫子の顎あごを蹴けり上げた。

「ツゥッ――」

　手ごたえは軽い。間一髪で直撃は免まぬがれたようだが、それでも、攻撃がヒットしたことには変わりない。

　数歩下がると、撫子はしりもちをついて倒れてしまった。

　それとは対照的に、流麗にして優美に、あかりは宙を舞い地面に着地する。

　見下ろす側と見下ろされる側。

　誰が見ても明らかなほど見事に、その二つが入れ替わった。

　若干の沈黙。

　あかりは無言で、撫子の体を捕らえているワイヤーを手元に引き戻した。

「……やってくれる……『蝶ちよう』、だったっけ？　あんたのとこの能力は」

　顔は下を向いていた。

　歯は軋ぎしりが聞こえてきそうな話し方で、容易に心に渦巻く感情が想像できた。

「はい。名前が示すとおり、優雅に空を舞う能力です。言いましたよね、蝶は空で生きるって。私にも、それなりに誇りがありますから――空で負けるわけにはいかないんですよ」

「ふんッ。一円にもならない誇りなんか持っちゃって……」

　軽い挑発だが、あかりの耳には届かない。言葉で感情を操るというのは優位者にのみ与えられた特権で、今の撫子にその権利はなかった。

「柊ひいらぎさんの趣味と特技はよくわかりました。でも、趣味と特技じゃあ私には勝てません」

「……」

「どれだけ華麗で破壊力があるプロレス技を使ったとしても、私は全然恐こわくありませんよ。だって、柊さんはプロレスラーじゃないですから」

　言葉を返そうとはしない。撫子は、時間と共に心が落ち着くのを待っていた。

「あなたは柊撫子です。だから――」

　落ち着いた口く調ちようの、優しい挑発はそこで終わる。

「ふんっ」と、鼻を鳴らすと、撫子は勢いをつけて一気に立ち上がった。

　そして、あかりを睨にらみつけてくる。

　逸そらされることのない二人の視線。空気を焼き尽くすように、熱を持って広がっていく。

「上等よ。乗ってやるわ……あんたの挑発に」

　今度はあかりが沈黙し、撫子なでしこのセリフを待つ。

「嫌なのよね。この力を使うと、お前はどこまで行っても柊ひいらぎの娘に変わりないんだぞって言われてるみたいで……」

　帽子を脱いで、近くに投げ捨てる。髪の毛をかき上げると、撫子は体と心を冷まそうとするかのように息を吐いた。

「自分の力だけでどうにかしたいものなんだけど……ま、しょうがないか。利用できるものは、全部利用してやれってね」

　―――――来るッ。

　心が叫ぶ。頭が認識する。体が反応する。

　油断したら一発で終わるぞと、体中の全すべてがあかりに警告する。

「怪け我がしても、治療費は払わないから――」

　のどが渇きそうな緊張の中、撫子の体がわずかに前のめりになる。

　次の一瞬――

　この世界にあるもの全てを置き去りにして、撫子は駆け出した。

「ッ――」

　その一瞬に標準を合わせ、全神経を加熱する。

　高速の上にある強烈なる速さ。

　知覚することができないスピードで――撫子は突っ込んできた。

　低く、狼おおかみのような動きであかりの足元を駆けていく。音すらも置き去りにするその速さに反応できる者はいない。

　だから、誰だれにもその攻撃を回避することはできないはずなのだが……

「チッ」

　舌打ちをもらしたのは撫子。

　撫子が足元を走り抜けていく間際、あかりは跳び上がって射程距離外へと体を移動させていた。

　撫子を警戒しながら、かすかな物音も立てずに着地する。わずかに浮き上がりそうになったスカートを、あかりは手で押さえた。

　余裕があるように見える立ち居振る舞いだが、実際はそんなものは持ち合わせていない。全神経を集中させ、のどが渇ききるほどに緊張したからこそできた芸当だ。

『風を巻き起こすほどの、圧倒的で絶対的な超高速の速さ。それが柊の持っている能力、風の正体よ。その速さはあかりちゃんの想像の三つくらい上だと思って間違いないわ。見てから動いたとしても、絶対に避よけられないと思うから……相手が動くと思った瞬間、こっちはもう避け終わってるって感じでやりなさい』

　――頭の中で、姉の言葉を反はん芻すうする。

　前もって聞いておかなかったら、間違いなく今の一瞬で勝負は終わっていただろう。

　姉さんの言い方は大げさじゃなかったですね。かなり早めに避よけたつもりだったんですけど……今ので、ギリギリですか。

　波を立て、ざわめきだそうとする心を無理やり黙らせる。

　まだ、四つのうちの一つが終わったに過ぎない。



『見えない攻撃ができるってことで考えたら、風っていう能力はとんでもなく強力な力のように聞こえるんだけど……実際は、そんなに便利な力じゃないのよ。風って力は、見てからの回避が不可能な攻撃ができる代わりに、二つの代償を背負ってるの』

『二つ、ですか？』

『ええ。まず一つ目は、むやみやたらと連発できないっていうこと。エンジンの限界を引っ張り出して、車体が悲鳴を上げるほどの速さを出してるわけなんだから、そう気軽に何度も使えるものじゃないわ。万全の状態で、四回。それが風の限界よ』

『もう一つの代償は？』

『それはね、攻撃できないっていうことよ』

『攻撃できないって……』

『また車の例えになるんだけど、事故って無傷で済む車なんてこの世にはないじゃない。それと同じで、超高速で相手を殴ったりなんかしたら、その衝撃で自分の腕がぶっ壊れちゃうのよ。だから、速さに任せた攻撃は、したくてもできないの』

『でも、姉さん。さっき、回避不能の攻撃ができるって言ったじゃないですか？　今のままだと、その話が矛盾しますよ』

『ええ、あかりちゃんの言うとおりね。風という能力だけでは攻撃できない。だけど攻撃しなくてはいけない。柊ひいらぎが抱えてしまった絶対矛盾。その矛盾を解消してくれたのが、『風ふう我が絶ぜつ彩さい』っていう名前の格闘術よ。速さを生かし、相手に攻撃を加える。『風ふう我が絶ぜつ彩さい』は、風の弱点を補うためだけに生み出されたものなの。技としては壱いち式しきから四よん式しきまであって、壱式って呼ばれてるのが――』



『壱いち式しき・地ち走ばしり』

　膝ひざという箇所は、正面からの衝撃にとてつもなく弱い。『風』の速さがあれば、こちらの手が壊れない程度の強さでそっと触れるだけで、充分すぎるほどの衝撃を与えることができる。低く駆け、相手の膝を攻撃する技。それが『地走り』。

　呼吸を整え、集中する。

　当然ながら、撫子なでしこの目は死んでない。まだ、相手に向かって放てる実弾は残っている。

　一歩、二歩……タイミングを計るように歩く撫子のリズムが変わると共に――

　音を置き去りにし、風をばら撒まきながら、撫子は駆け出した。

　今度は高め。

　高速の伸身宙返りを披露しつつ、あかりの頭の上を通り抜けていく。すれ違いざま、両手で挟むように頭を狙ねらってきたが――しゃがみこむことでギリギリかわすことができた。

『弐に式しき・空くう牙が』

　高速で空を駆け、相手の脳天に左右からの衝撃を加える技。まともに喰くらったら、最低でも脳のう震しん盪とう程度のダメージを負わされる。

　しゃがみこんで避よけたが、いつまでもこの姿勢のままでいるわけにはいかない。

　まだ、風は吹きやんでいないのだ。

　地面の上を滑すべりながら、次の攻撃の標準を定めてくる。下へ手たに動くことは許されない。見えない攻撃をかわすことが、今のあかりにできる最大の反撃だった。

「やるじゃん。でも、これ以上避けられるのも困るから……百円あげる代わりに、当たってくれない」

「柊ひいらぎさんのセリフじゃないですけど……自分を安売りするつもりはないですから」

「ふん。言ってくれる」

　空気が張り詰める。そして、風が吹き荒れる。

　三度。撫子なでしこは姿を消して突っ込んできた。

　あかりのすぐそばでスピードを殺し、袈け裟さ切ぎりの形に腕を絡みつかせてくる。そのまま腕の力と勢いで、あかりの体を軽く浮かせると――自らの肩であかりの顎あごを固定しながら、体を地面に思いっきり叩たたきつけようとした。



    

  
    
      



    

  
    
      『参さん式しき・月つき落おとし』

　顎あごを押さえられているので受身が取れない。踏ん張ってこらえても、そのままコンクリートの地面に頭から落とされるのがオチだ。

　だが、それでもあかりは慌てない。

「ッ――」

　押されるがままに体を流し、撫子なでしこの腕を中心にその場で一回転して、あかりはこの投げを回避した。

「嫌になる……これも、かわすの……」

　吐き捨てるような言い方だが、撫子の心はまだ折れていない。

　カードはまだ残っている。

　一歩、撫子が後ろに跳ぶ。そしてあかりの目を捕らえたまま、更にもう一歩。

　距離を取り間合いをはかり、二人以外の全すべてのものが呼吸を止めた瞬間――

　四つ目の風が吹いた。

　撫子の体が一瞬で視界から消える。

　敵の姿が消滅したことで頭の中に一瞬の空白が生まれる。しかしそれでも、体と心は大声で叫ぶことをやめない。

　心臓が握りつぶされそうな緊張の中。あかりは自分にできる最速の動きで、その場から真横へと跳んだ。

　瞬間。

　あかりが立っていた場所を、双そう撃げきがぶち抜けた。

『四よん式しき・無む明めい』

　スピードに任せて死角に回り込み、相手の思考が止まっている隙すきを狙ねらい双そう掌しよう打だを叩き込む。思考の空白を無理やり作り出し、視界の外から攻撃するというやり方は、知らなかったら絶対に回避することができない。

　だが、あかりは姉からその技の正体を教わっていたから――

　地面を転がり、間合いの外に逃げる。片かた膝ひざをついて撫子の追撃を警戒するが、その必要はなさそうだった。

　――全ての技を出し尽くし、撫子は両腕を突き出したままうなだれるように立ち尽くしていた。

「……」

　汚れを払い落としながら、あかりは立ち上がった。

　膨張し、破裂しそうだった空気が少しずつ緩和していく。

　撫子が突き出した腕を下ろすが、新たな動きは見せない。手を膝ひざにつき、失ったものの回復を待つように無言で下を向いている。

　長い髪の毛が邪魔で表情がよく見えない。だが、耳を澄すませば撫子の荒くなった呼吸が聞こえてきて……

　それで、どんな顔をしているのか大体想像できた。

「まだ、やりますか？」

　広い地下駐車場にあかりの声がこだまする。声が消え、何の音もしなくなった頃ころ、撫子なでしこは返事をした。

「当たり前じゃない……だって、あたしはまだ負けてない」

　顔は上げない。全力疾走が終わった陸上選手のように、下を向いて息を整えている。とてもではないが、続きがあるとは思えない。

「脚あし……震えてますよ」

「寒いから、ちょっと体を温めてるだけよ」

「今日は比較的暖かい日だと思いますけど……」

「気温じゃなくて、財布の中身の話をしてるの」

「金銭的な寒さと、体の震えは関係ないと思いますけど」

「うるさいわね……あたしの、勝手でしょ」

　一目見るだけで容易にわかる強がりだった。

　撫子は全すべてを出し尽くした。あの脚の震えが、今の状況を一番的確に解説している。

「……柊ひいらぎさんはもう戦えませんよ」

「何で、そう言えんのよ？」

「風が吹き終わったからです。柊の力は四回しか使えない。そしてその四回全てを、私は回避した……わかりますよね。打つ手なしで、柊さんの負けです」

　呼吸の乱れが収まってくる。だが、もう意味はない。

「ちぇ……失敗したみたいね。あんたの挑発に、まんまと乗ってやるんじゃなかった」

「はい。柊さんが変に計算高くなくて助かりました。プロレス技だけを使う柊さんは確かに恐こわくないです。でも、それと『風』の力を組み合わされたら……」

「ミスっちゃったな。趣味と特技と血の力……全部合わせてあたしだってこと、忘れちゃってた……なるほど。それなりに場数は踏んでるってことか」

「はい。必殺仕事人みたいなお仕事をさせてもらってますから」

　撫子を挑発し、『風』という力を使わせたかった本当の理由がそれだった。

　来ることがわかっていれば、何とか回避することができる。それは逆にいえば、来ることがわからなかったら、回避できないということでもある。

　だから、できる限り来るタイミングが予測できる状況というものを、あかりはつくり出したかった。

　眼鏡めがねをかけていたら、こんな風に冷静に物事を運ぶことはできなかっただろう。どこかでカッとなって、何も気にせず突っ込んでいったに決まっている。

　あかりにはまだ続きがあるのだ。被害は最小限のものに留めておかなければいけない。

「勝負ありです。だから……私はもう行きますよ」

「どこへ？　三さん途ずの川に行くんだったら、お駄賃ぐらいあげるわよ」

「司し馬ばさんのところです。私の目的は、柊ひいらぎさんじゃなくて司馬さんなんですから」

　あかりは撫子なでしこに背を向け、この場を立ち去ろうした。

　どれだけ強がりを言おうが、あの脚あしはもう動かない。

　そんな動かない脚を押さえながら、やっとのことで立っている撫子に、あかりの邪魔をする力は残されていない。

　―――――はずだった。

「待ちなさいよ」

　足を止め、撫子の言葉に耳を傾ける。くだらないことだったら、無視するつもりだった。

「まだ……終わってないわよ」

「強がりはやめてください。立つのがやっとの状態を、普通は終わってるっていうんです」

「そんなのわかってる。わかってて、あたしは言ってるの。まだ、終わってないって」

　再び、空気が熱を帯び膨張し始める。

「……どういう意味ですか？」

「簡単なことよ。まだ――風は吹くって言ってるの」

　言って、撫子は顔を上げた。

　それに合わせ姿勢も普通の立ち姿に戻る。だが、脚の震えは未いまだにおさまっていない。

「強がりはやめてくださいって言ったはずですけど」

　用心のために構えを取るが、危機感は薄い。どう予想しても、撫子に一発逆転の術があるとは思えない。

「こっちも、そんなのわかってるって言ったはずよ。強がりなんかじゃない。まだ、五つ目の風が残ってる」

「五つ目……」

『風ふう我が絶ぜつ彩さい』には四よん式しきまでしかないはずだ。その理由は、四回しか超高速の動きを発揮できないからで……それが事実だと、撫子の震える脚が教えてくれている。

「ハッタリですか？　それとも、ただ時間稼ぎですか？　だとしたら、どっちも私には通用しませんよ」

「何度も言わせないで。風は吹くって言ってんの」

　強く言いきり、自じ虐ぎやく的に笑う。

　背中を、冷たいものが走った。

　ハッタリじゃない。撫子は、あかりの知らない何かを持っている。

「数字上では四式までしかないけど、『風ふう我が絶ぜつ彩さい』には五つの技があるの」

「……謎なぞかけですか？　悪いんですけど、相手をする気はないですよ」

「だったら黙って聞いてれば。どうせ、バレたってあたしは困らないんだから」

　何を言っているんだろう。

　切り札がバレて、困らないわけがないのに。

「今から使うのは『風ふう我が絶ぜつ彩さい』の禁きん忌きって呼ばれてる技だから。ガードしろとは言わないけど、ちゃんとダメージを受ける準備ぐらいはしておきなさいよ。じゃないと、本当に死んじゃうかもしれないから」

　優位者としての笑顔を見せる。それだけ、その技に自信を持っているはずなのに、なぜか、撫子なでしこの顔からは自じ虐ぎやくの色が消えない。

「あーあ。できることなら、これは使いたくなかったんだけど……しょうがないか」

　何が来るのかはわからない。だが、確実に何かは来るみたいだ。でも、何が……

『風ふう我が絶ぜつ彩さい』には五つの技がある。だが、数字上では四つまでしかない。

　技の正体がバレても、撫子は困らない。

　禁忌と呼ばれている技で、できることなら使いたくない。

　散らばっている欠片かけらを頭で繋つなぎ合わせる。おぼろげに浮かぶ何かが、もう少しで見えてきそうな気がした。

　撫子はもう技に入っているのだろうか。それとも、まだこちらの隙すきを窺うかがっているのだろうか。

　緊張感のない、普段の立ち姿からそれを察するのは難しい。あかりは動くことができず、ひたすらに撫子の言葉を解析していた。

　四つだけど五つ……バレても困らない……できることなら使いたくない……

　撫子と目が合った。

　憎しみや敵意や気負いのようなものはなく、最後のとっておきを使おうとしているはずなのに、表情は諦あきらめ気味だった。

　その顔を見た瞬間――あかりの頭の中で全すべてが繋がった。

「まさか……」

「さすが。気づいたみたいね。だったら、どうしようもないのもわかったでしょ。壱いち式しきから四よん式しきまでは、狙ねらってる場所がはっきりしてたから避よけることができた。でも、これにはそんなものは存在しない。何も考えずに、突っ込むだけよ」

　下がって間合いを取ろうと思う。だが、すぐにそんなことをしても無駄だという答えにたどり着く。

　冗談……そんなこと、本気で……

　技の正体が見えた瞬間、嫌になるくらい絶望的な気分になった。

　冷静だった頭が沸騰し、体中の温度が一気に上がる。

　もう後戻りはできない。時間は密度を増し、戦いは収束へと向かっていく。

『風ふう我が絶ぜつ彩さい』の禁忌。

　それは――

　柊ひいらぎさんは……見えないほどの超高速で……

　あかりは息を呑のんだ。逃げ場なんて、どこにもない。

　……そのまま、突っ込んでくる気だ。

『風』という能力で超加速した自分の体を武器に、そのままに相手に突っ込む。自分の身など顧かえりみない。壊れることなど恐れない。風が吹くままに、絶対に逃げられない超高速で自分の体ごと相手の体をぶっ壊す。

　それが『風ふう我が絶ぜつ彩さい』の禁きん忌き。

「柊ひいらぎさんッ。本気でッ……」

「言ったでしょ。司し馬ばのところには行かせないって。あんたには、とりあえずここで戦闘不能になってもらうから」

　一度だけ、撫子なでしこは軽くジャンプした。

　そして――

「『風ふう我が絶ぜつ彩さい。零ぜろ式しき……………彩いろどりを絶たつ風かぜ』」

　最後の技の名を呟つぶやくと同時に。

　最後の風が吹いた。





「……………」

「……………」

　二人の体がぶつかり合い、双方に吹っ飛んでから数分の時が経たった。残ったのは耳鳴りがしそうな静せい寂じやくだけで、二人ともまったく動こうとはしない。

　空気に、地面に、壁に、天井に、動向を見守られながら、更に数分の時が経つ。

　先に動き出したのは、撫子のほうだった。

「いったぁ……」

　体はそこそこに動く。だが、万全の状態とは程遠く、指一本動かすだけで体中に激痛が走った。

　どっかの骨が、イっちゃったかも……

　右肩を動かそうとすると、体がバラバラになりそうな激痛に襲われた。幸いなことに、骨は折れていないようだが、しばらくの間は使いものにならないだろう。

　それに、脚あしのほうも満足には動かせそうにない。

　禁忌を使った代償。撫子は、もう戦うことができない状態だった。

「……」

　頭を起こし、あかりを見つめた。

　同じように倒れているが、あかりのほうはまだピクリとも動かない。

　撫子は意識を取り戻し、あかりはまだ眠ったまま。

　何も知らない人間が見たら、撫子が勝ったように見えることだろう。

　だが、実際は……

「……最悪……」

　忌いま々いましそうに、撫子は今の心情を吐き出した。

「何で……最後の最後まで、注意しなかったんだろ……」

　過信があった。

　自分の全すべてを賭かけた攻撃は、絶対に相手を打ち倒すという過信が。

　だから途中から、撫子なでしこは攻撃に集中し、考えることを放棄してしまった。

「橘たちばながワイヤーを使うってことは、わかってたはずなのに……」

　悔くやしさがこみ上げてきて、吐き気に変わってしまいそうだ。

　あかりは、諦あきらめていなかった。

　絶対に避よけられない攻撃を、一瞬の機転で無効化しようとした。

「……むかつく……あんなところに、あんなもんがあるなんて……」

　撫子とあかりの間に、一本のワイヤーが落ちている。それは、いつの間にか空中に仕掛けられていたものだった。

『空中楼閣エリアルスクエア』

　あかりが使う戦闘術『鋼糸操術ライン』の最後の一つが、ギリギリで撫子の一撃の威力と意識を刈り取った。

　あかりにぶつかる直前、体にワイヤーが触れた。そのせいで、撫子は無意識のうちに急ブレーキをかけてしまった。

　予期していなかった事態が起こると、人間はまず自分の身を守ろうとする。撫子の急ブレーキはその例の一つで、人間として何ら間違っているものではない。

　だが、今はそれでは駄目だ。

　自分の身を犠牲にして相手を倒すと覚悟していたのだから、最後まで意識を強く持ち、全てをぶつけなければいけなかったのに……

　技は不完全だった。とっさにしてしまったフルブレーキのせいで、事態は撫子にとって最悪の方向へと転がった。

　当たり所が悪く脱だつ臼きゆうしてしまい、自慢の脚あしも使いものにならない。

　だが、橘あかりは――

　……立つな……

　拮きつ抗こうした勝負の勝敗を分けるものは、いつだって戦っている者の気持ちだ。

　友達のため。

　あかりには、先に進まなければいけない理由があった。

「……………最悪」

　撫子が呟つぶやく。

　ゆっくりと、あかりは立ち上がった。





　頭が、クラクラします……

　多分、肩から突っ込んできたんだと思う。防御した腕が痛く、金属バットで思いっきり殴られたような気分だ。だが、特に骨に異常はないみたいで、この類たぐいの怪け我がだったら、放ほうっておいても問題はないだろう。

　立ち上がり、体全体の異常を確認する。

　体の節々が痛いが、無視できないほどではない。激突のショックで脳のう震しん盪とうを起こした頭が回復すれば、また戦える。

「……」

　無言で撫子なでしこを見つめる。

　辛つらそうな顔で肩を押さえ、立ち上がる素そ振ぶりはない。体を動かしても、対するような反応は返ってこない。

　どうやら、もう戦いたくても戦えない状態のようだ。

「驚きました。まさか最後のとっておきが自爆技だなんて……損得に敏感な、柊ひいらぎさんらしくないじゃないですか」

　言葉なく、忌いま々いましそうな視線であかりを睨にらみつける。もうそれしか、撫子にできる抵抗はないはずだ。

「正直、そこまでの覚悟があるなんて夢にも思いませんでした。でも、残念ですけど、結果は私の勝ちです。約束通り、ここは通してもらいますよ」

　変わることのない、忌々しそうな視線が向けられる。熱がこもった瞳ひとみだが、あかりの温度は逆に下がっていった。

　もう何もできはしない。負け犬の遠とお吠ぼえのような視線に、興味は湧わかない。

　完全に終わった撫子に背中を向け、あかりは、本題である司し馬ばの元へ向かおうとした。

　思ったよりも、ダメージが大きいみたいです。約束の時間に遅れちゃうかもしれませんけど、どこかで、一いつ旦たん休んでから……

　重たい体を引きずるようにして、あかりが一歩を踏み出す。

　その背中を捕まえるように。

　コツ――

　そんな、眩暈めまいが起こりそうな音が聞こえた。

　うそ……まさか、そんな……全部、出し尽くしたんじゃあ……

　振り返る。その先には、立ち上がった撫子がいた。

「……どうして……」

　零こぼれ落ちるようなあかりの言葉を聞き流し、撫子は呼吸を整えていた。

「何で？　もう、柊さんに戦う力は……」

「勝つ負けるでここにいるわけじゃないの。だから、体が動く限りは絶対にやめないから」

「……どうして、ですか？　これ以上戦ったって結果はわかってて……もう、柊さんが得することなんて、何も……」

「得することならあるじゃない」

　撫子が膝ひざに手を置く。話をするどころか、立っているのも辛いはずだ。

「あんたが消耗すればするだけ、司し馬ばが有利になる。それをあたしの得と呼ばないで、何て呼ぶの？」

「……………」

　ただ、絶句した。完全に、撫子なでしこの覚悟を見みあ誤やまっていた。

　奥歯を噛かみ、撫子と相対する。

「その状態では、絶対に私には勝てませんよ。それでも、まだ……」

「答える労力が無駄だから、そういうくだらない質問はしないでくれる」

　ゆっくり、一度だけ、あかりは瞳ひとみを閉じた。

　聞こえてくるのは、今にも途絶えてしまいそうな撫子の呼吸だけで、一秒でも早く終わらせてあげることが一番の優しさのように思えた。

「わかりました。だったら、動けなくなって後悔してください」

「……」

　自分からは動けないであろう撫子に向かって走り出す。満まん身しん創そう痍いの相手ではあるが、侮あなどって単純な攻撃をするということはない。

　距離を縮めると、あかりはふわりと跳び上がり、撫子の後ろを取った。

　足ではなく、手から着地して勢いを溜ためる。そして、あかりを追って撫子が振り返るタイミングに合わせて、それを両足に乗せて撃ち出す。

「つぅッ」

　数歩、押し出されるようにして撫子が後退する。

　手ごたえは充分だった。もう、撫子には踏ん張って耐える力すら残されていない。後は追い討ちをかけて、確実に戦闘不能に追い込めばいい。

　状況を冷静に判断し、自分の勝利を確信する。

　どう考えても負けようがない。

　防御も満足にできない状態で、逆転なんてできるわけが――

「ッ……」

　血が凍りつくような感覚。

　後ろから、腕が巻きついてきた。誰だれの腕かなんて、わかりきっている。

「余裕も預金も、全部あんたにくれてあげる。だからお願い――」

　体が浮かび上がる。必死になって踏ん張っても、それ以上の力で持ち上げられてしまい、逆らうことができない。

「あんたはここで――」

　持ち上げられた後のことは容易に想像できた。奥歯を噛み、首に力を入れ、その衝撃に備える。

「くたばって」

　その言葉と共に、後ろ向きに頭から、あかりはコンクリートの地面に叩たたきつけられた。

「がッ。くぅッ」

　自分でも聞いたことのない声が出た。そして、それ以上の声は出ない。

　受身を取ったので最悪の状態になることは免まぬがれた。だが、今すぐ動くことはできない。呼吸が整い、体が動くようになるまで、もうしばらくの時間を必要とする。

　まずいです……今ここで何かされたら、抵抗できずに……

　覚悟して、撫子なでしこの様子を窺うかがう。

　撫子は大の字で寝転がったまま、あかりよりも辛つらそうに息をしていた。

「……」

　そこで思い出した。

　撫子は、とっくに限界を超えているということを。

　お互い、今の状態で切れるカードは何もない。体が求めるまま、二人はほんのわずかな休憩に入った。

「……柊ひいらぎさん。一つ、聞いてもいいですか？」

　この時間を使い、あかりはそれを聞いてみることにした。

「何よ……質問料は、高いわよ……」

「どうして……『剣持つ聖者ホーリー』に入ったんですか？」

　寝転がって天井を見上げる。汚く、手を伸ばせば触れられそうなこの天井を、同じように撫子も見ているのだろう。

　迷っているのか、返事は遅い。

　だけど無視するなどということはなく――静かに、撫子は話し始めた。

「昔……っていっても、まだ半年も経たってないけど……あたしは、どうしようもない馬ば鹿かだった」

　声こわ音ねは重い。聞きようによったら、懺ざん悔げにも聞こえるような気がした。

「父さんと仲が悪くて、家出して、自分一人で生きていこうって決めて……実際に、一人で生きてた。だけど、あたしみたいな小娘が一人で生きていけるほど、世の中は甘くなくて……悪い事、いっぱいしちゃった。いちおう、相手は選んでたつもりだけど……全部、自分の利益のためだけっていうことには変わりなくて、傷つけたり、盗んだり、騙だましたり、裏切ったり……本当に、どうしようもないくらい馬鹿だった。喧けん嘩かが強いことだけが自慢だったから、それでも何とか生きてはいけたんだけど……気づいたら、手の平には、ちょっとのお金と、敵しかなかった」

「……」

「お金よりも大切なものなんてこの世にないと思ってた。だから、誰だれを傷つけて、誰を裏切ったって……お金があれば、それでいいと思ってた……」

　少しずつ、体が動くようになってくる。だけど今は、何もせずに話を聞いていた。

「そんなときに、あいつがあたしの前に現れた」

「……あいつって、司し馬ばさんですか？」

「ううん。あたしたちの、『剣持つ聖者ホーリー』のリーダーをやってる奴やつよ」

　どんな人なんだろう。

　あかりには珍しく、他人に興味が湧わいた。

「あいつは不思議な奴やつだった。暗殺師とか、『風』の力のこととか……何も知らないくせして、あたしが強いってことだけは知ってた。それで言ったの。『剣持つ聖者ホーリー』というチームを作りたいので、力を貸してくださいって。もちろんあたしは断ったわ。だって、一円の得にもならないんだから……でも、あいつはしつこく、何度もあたしを勧誘しにきた。最初は鬱うつ陶とうしいだけだったんだけど、いつの間にか……あいつはあたしの心に入ってきて、居座って……気づいたら、仲間になってた」

「どうして仲間になったんですか？　一円も、得なんてしないのに」

「教えられたからよ。お金よりも大切なものがあるって。人間は、一人で生きていけるほど強くはないって」

「どうやって、その人は教えてくれたんですか？」

「さあ。よく憶おぼえてない。気づけば教えられてた。あいつはそういう奴なのよ。気づけば、誰だれかを魅了してるの」

　撫子なでしこが上半身を起こす。それに合わせ、あかりも上半身を起こし、二人は背中合わせの格好になった。

「司し馬ばと出会ったのもその頃ころだった。司馬は、あたしよりも先に『剣持つ聖者ホーリー』に入ってて……最初は、無表情で無ぶ愛あい想そうなむかつく奴だって思ってた。だけど、話してみたら悪い奴じゃなくて、司馬は司馬で、色々と悩んでるみたいで……」

　息を吐く。体調は整った。戦えと言われれば、いつでも戦える。

　だけど二人は、話を続けた。

「司馬は……人の気持ちがわからないんだって」

「……」

「真剣に考えてもわからないみたいで、本人も結構気にしてるの」

「そんな人がどうして、『剣持つ聖者ホーリー』なんて正義の味方の真ま似ね事ごとを？」

「きっかけが欲しかったのよ。善と悪に触れ、人の色んな感情を知ることで、いつかは自分に変化が出るかもって思ったみたい」

「それで、何か変化はあったんですか？」

「ううん。司馬本人の話では、何も変わってはいないって。だけど、最近は何か別の目的ができたみたいで……」

「どんな目的ですか？」

「さあ。むかつくから詳しくは聞いてないんだけど……女の子のためだってさ」

「女の子？」

「悪い奴が大嫌いな女の子に出会ったんだって。それで、その子が大嫌いな悪い奴らをやっつけてたら、いつかその子が笑ってくれるんじゃないかと思ってるみたいよ」

「……そんな馬ば鹿かな。どんな子かは知りませんけど、それで笑ってくれるわけが……」

「ええ。馬ば鹿かな話よ。でもね、司し馬ばは本気でそうなってくれるって信じてるの。相手の気持ちがわからないから、望みを叶かなえてあげる以外の、笑わせ方が思いつかないのよ」

「……」

「ほんと馬鹿よね。女なんて、プレゼントでも贈ってあげればすぐに笑うのに」

「柊ひいらぎさんも、そうなんですか？」

「あたしはもっと単純よ。そばにいてくれるだけで、満足だから」

　好きな人がそばにいればそれだけで満足する。

　あかりには、その気持ちがよくわかった。

「どうして好きになったんですか？　そんな厄やつ介かいな人を相手にしなくても、柊さんくらいの人だったら、男性には不足しないと思いますけど」

　恋人を自慢するかのように、嬉うれしそうに撫子なでしこが笑う。

「放ほうっとけないのよ。強いくせして、弱くて。無ぶ愛あい想そうなくせして、優しくて。意地っ張りのくせして、寂さびしがり屋で……まるで、もう一人の自分を見てるような気になっちゃう。だから思ったのよ。あたしがいないと、こいつは駄目だって。まあ、結論から言っちゃうと、それは全部あたしの勘違いなわけなんだけど……それでもいいのよ。愛なんてものは、所しよ詮せん勘違いの連続なんだから。あたしはあたしの愛し方を貫くだけよ」

「……公園を一人でうろついていたのも、司馬さんが心配だったからですか？」

「まあね。あいつは……ううん。男ってのは結局馬鹿でどうしようもない生き物なんだから……あたしみたいに最高にいい女が、陰で見守っててあげないと駄目なのよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「それで、最終的には私の邪魔をしにきたというわけですか？」

「そう……ご奉仕ってのは、ご主人様に気づかれないようにするのが、一番格好いいのよ」

　撫子なでしこが立ち上がる。もう、戦う力なんてないはずなのに。

「最後に……あんたは一個だけ勘違いしてると思うから、それを正しといてあげる」

「……」

「ここまで話しといてなんだけど、この件と『剣持つ聖者ホーリー』はまったく関係ないから。司し馬ばは司馬のために戦ってる。そして、あたしはそんな司馬を守ってやりたいから、あんたとここで喧けん嘩かしてる……チームのためだとか、正義のためだなんてことを言う気はこれっぽっちもないから」

　あかりも、立ち上がった。

「じゃあどうして、私に『剣持つ聖者ホーリー』の話をしたんですか？」

「さあ。仲間の自慢をしたかっただけなんじゃないの……」

「そうですか。それが聞ければ、充分です」

　ポケットをまさぐる。

　もう、余裕なんてない。全部を出さなければ、絶対に撫子には勝てない。そしてあかりには、司馬にまでたどり着かなければいけない理由がある。

　ポケットから眼鏡めがねを取り出す。なりふりなど、構っていられない。

「特別サービスです。柊ひいらぎさんには、私のとっておきを見せてあげます」

　そしてあかりは眼鏡をかけた。

　決着がつくまで、長い時間は必要としない。

　あと数秒で、この戦いは終わる。

「……ふーん。正直、眉まゆ唾つばものだったんだけど……本当に、眼鏡をかけたら性格が変わっちゃうんだ」

　邪魔するものは全すべて斬きり裂く。

　そんな、強く鋭い視線と口く調ちようを撫子にぶつけ、あかりは最後の忠告をした。

「これが最後だ――どけッ。じゃねえと……」

　あかりの豹ひよう変へんにも、動揺しない。

　落ち着き払った態度で自分の服についた汚れを叩たたき落とすと、撫子は親指を立て、それをを地面に向かって突きつけた。

「寝言は寝て言えば……バーカ」

　予想通りの答えだった。だからあかりは何も言わず、最後の攻撃を仕掛けた。

　側転で勢いをつけ、そこから後ろ宙返りへと変化する。そして、体重を乗せたまま、着地地点にいる撫子を両足で蹴けり飛ばした。

　防御なんてできない。する力がない。最後の攻撃を受けた撫子は、受身も取れず、地面へと倒れこんだ。

「最後がプロレス技だったら、お前も本望だろ」

　一度撫子なでしこが仕掛け、あかりに迎げい撃げきされた技。はなむけとして、最後は撫子が好きそうな技で決めてあげたかった。

「……」

　返事はなかった。

　限界を超え、撫子は気を失っていた。

「んじゃ……行かせてもらうぜ」

　答えられないことはわかっていた。それでも、何か声をかけてあげたかった。

　重たい体を引きずり、出口を目指す。

　充分すぎるほど、確認したくもないほどに、あかりは消耗させられた。

「クソッ……しつこいんだよ、バカ……男のために、そこまで体を張るなってんだ……」

　最後に、倒れている彼女に敬意を込めて、そんな悪態を口にした。
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　死神を包む風



    

  
    
      


　人ひと気けのない夜の中央公園。今にも泣き出しそうな空を見上げながら、あかりは目的地である時計台を目指して歩いていた。

　歩きながら体の調子を確かめる。まかり間違っても絶好調とはいえない。痛む箇所が多く、その気になれば簡単に眠れてしまいそうだ。

　くそったれ。柊ひいらぎのやろう、いらねえ根性見せやがって……

　最後のバックドロップのダメージが一番重い。全すべてを出しつくし、尽き果てた後の攻撃が一番の深手になるなどとは思いもしなかった。

　撫子なでしこが見せた意地が、あかりを最悪の状態に陥おとしいれた。だが、それでも、体はまだ動く。

　司し馬ばがどれだけのものなのかは知らねえが……柊よりはマシだろう。司馬はその辺にいる普通の奴やつと同じなんだ。ソーマを持ってようが、それは変わりねえ。だったら、こっちが普通にやれば……勝てるはずだ。

　それは油断や慢心などではなく、純粋なる戦力分析から出た結論だった。

『鋼糸操術ライン』がある。常人よりも優すぐれている身体能力がある。『蝶ちよう』という力がある。唯一のハンデといえる、ソーマに対抗する武器も持っている。

　多少のダメージがあるが、こんなものは戦いになれば気にならない。油断せずに、そつなく戦えば間違いなく勝てるはずだ。

　そう、あかりは思っていた。

　約束の時計台にたどり着く。

　宝ほう陵りようの制服に身を包み、司馬はあかりを待っていた。

「悪いな……ちょっと、遅れちまった」

　時計台を見上げる。約束の時間を、十分程度過ぎているようだった。

「ああ。少し遅れているな」

　昼間聞いたのと同じ、抑圧のない声だった。

「……何かあったのか？　昼間見たときと、雰ふん囲い気きが違うようだが」

　当然の質問をされる。一から説明するのが面倒だったので、あかりは適当に誤ご魔ま化かすことにした。

「気にすんなよ。ちょっと、転んだだけだ」

「そうは見えんが……」

「そういうことにしとけよ。どうせ、聞きたいなんて思ってねえんだろ？」

　司馬は沈黙した。実際、心の底からこちらの事情を知りたいとは思っていないのだろう。

「そんじゃあ、約束通り決闘ってことになるけどよ……その前に、いくつか聞いてもいいか？」

「好きにすればいい」

　冷めた声。冷めた目。これから戦いが始まるというのに、まるで熱いものを感じない。

「お前はソーマを……あの、日本刀みたいな武器を、どこで手に入れた？」

「手に入れたという表現は正確ではないな。あれは、誰だれかからもらったものではない」

「じゃあどうやって手に入れた？　あれは、寝て起きたら枕まくら元もとにあったってタイプの武器じゃねえだろ」

　完全なる沈黙。答えるつもりはないという、意思表示だ。

「ふん。答えるつもりはないってわけか」

　司し馬ばの意思を感じ入れ、質問を変える。

「お前が人を斬きってるのと、『剣持つ聖者ホーリー』っていうチームは何か関係があるのか？」

　ほんの少しだが、顔色が変わった。撫子なでしこと同じく、司馬にとってもそれは特別な名前のようだ。

「……いや、最近俺おれがやっていることと、『剣持つ聖者ホーリー』は関係ない。これは別の問題で、俺の意思でやっていることだ。他ほかのメンバーは、関係ない」

「関係ないか……ふんッ。知らねえのは本人だけか。めでたい話だな」

「どういうことだ？」

「別に、大した話じゃねえよ。お前に奉仕したメイドがいた。そんなところだ」

「……意味がわからないが」

「当たり前だろ。意味がわかんねえように言ったんだからよ」

　撫子の話はしない。できるわけがない。でも、彼女の想おもいのために、少しだけそれを匂におわせておきたかった。

「んじゃあ、次の質問だ。『剣持つ聖者ホーリー』とは関係ないのに、何でお前は人を斬る？」

　冷めた瞳ひとみが向けられる。夜に吹く風と合わさり、温度が下がったような気がした。

「それを俺に望んだ子がいたんだ。だから、俺はそれに応こたえてやりたいから、人を斬っている。それだけだ」

「……ふん。バカが……そんなこと望む奴やつの願いなんて、無視すりゃいいのによ」

「他に聞きたいことはあるのか？」

「ああ。これが最後の質問だ」

　亜あ子この顔を思い浮かべた。ここに来た一番の目的は、それだといっても過言ではない。

「黒い獣を操る、クソ生意気なガキは今どこにいる？　お前が知ってる限りでいい。全部教えろ」

　冷めた瞳に、敵意が宿やどる。わかりきっていたことだ。力ずくでないと、この先は聞き出せない。

「それは教えられない。あの子が、それを望んではいない」

「そっちの理屈なんか知るか。こっちにも事情があるんだ。ガタガタ言わずに教えやがれ」

「聞こえなかったか？　俺は、教えないと言ったんだ」

「聞こえてて言ったんだよ。教えろって」

　重なり合う視線と意思が、熱を持って渦巻いていく。

　きっかけがあれば、それは始まる。

　司し馬ばがソーマを作り出す。

　日本刀型のソーマを右手に、司馬はあかりを見据え佇たたずんでいた。

「何を目的としてあの子を捜しているのかは知らないが……知っているか？　あの子は夜、一人で泣くんだ」

「……知らねえよ。だから、教えろって言ってんだよ」

　あかりは自らの武器であるナイフ型のソーマ――『戦うべき理由ヒロイツクテーゼ』を作り出した。

　そして、司馬と相対する。

「約束しろ。勝ったら、全部教えろよ」

「ああ、約束するさ。その代わり、俺おれが勝ったら、もう俺には関かかわらないと約束しろ」

　契約が終了する。

　ナイフと刀が向き合う。

　司馬が構えた瞬間、二人の戦いが始まった。

「いっくぜッ」

　先に仕掛けたのはあかりだった。

　身を低くして駆け出し間合いを詰める。射程距離に入ると、あかりは司馬の肩を狙ねらってナイフを走らせた。

　波紋の立たない水面のような瞳ひとみで、司馬があかりの動きを冷静に観察する。司馬が落ち着いた態度であかりの攻撃を防ぐと、辺りに金属がぶつかり合う音が響いた。

　続けて、相手の腕に脚あしを乗せる。司馬がいぶかしげな顔をすると、あかりはその腕を踏み台にして大きく空に舞った。

　撫子なでしこのときと違い、空中に制約はない。

　あかりは自分の力に任せ、高く優雅に体を空で遊ばせた。

　司馬にとっての完全な射程外から、『星屑の投擲シユーテイングスロー』を放つ。暗い夜の空と重なり、それは紛まぎれもない星ほし屑くずのように見えた。

　万人の反応どおり、司馬も腕を出して『星屑の投擲シユーテイングスロー』から身を守ろうとする。だがそれで『星屑の投擲シユーテイングスロー』を防ぐことはできず、あかりの狙いどおり、司馬の腕はワイヤーに捕らえられてしまった。

　よしッ。これで勢いつけて落ちてって、あいつの肩なり腕なりを斬きり裂けば……

　捕獲に成功すると同時に、あかりは勝利を確信した。

　強い人間が有利な状況をつくったのだ。負けるなんて、考えられるわけがない。

　……………なんだ？

　それは、昼間司馬と交戦しかけたときに感じたものと、同じものだった。

　ワイヤーを使って距離を詰めることも、相手のバランスを崩すこともしない。

　跳躍を終えた蝶ちようは、何もせずに黙って地面に脚をついた。

　戦いが始まる前の状況に戻る。違っているのは、あかりの持っているワイヤーが司馬の腕を捕らえているということだけだ。

　……よくわからねえ。よくわからねえけど……あいつ、何か変だ。

　空中で覚えた違和感の正体を探る。

　相手の体を捕らえ有利に立ったはずなのに、司し馬ばの目を見た瞬間に全すべてが吹き飛ばされてしまった。

「なぜ？」と問われても答えようがない。何かがおかしいとしか、あかりには言えない。

「……」

　無言で、視線だけを交換する。

　司馬が腕に絡まったワイヤーを取り、地面に投げ捨てる。あかりがそれを引き戻すのに合わせ、今度は司馬が走り出した。

　右手で刀を握り、間合いを詰めてくる。

　覚えてしまった違和感は依然として消えないが、今はそんなことに意識を奪われている場合ではない。

　ナイフを構え、司馬を迎え撃つ。

　腕を狙ねらって振り上げてきた司馬の一いつ閃せんをナイフで受け止め、軽く弾はじき飛ばす。その後の反応はあかりのほうが速い。攻撃でできた司馬の隙すきを突き、あかりは再び肩を狙ってナイフを走らせた。

　その瞬間。

　風が吹いた。

「なッ……」

　突然の暴風があかりの体を突き飛ばそうとする。

　踏ん張ると逆に危険だと判断したあかりは、風に乗って後方へと跳んだ。

　なんだ？　何が起こりやがった……

　風が吹くような予兆はなかった。空は変わらずに曇くもっているが、風が暴れるという雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられない。

　吹くはずのない風が吹いた。

　それも、あかりの邪魔をするように。

　となると、答えなんて一つしかない。

「……今の風は、お前か？」

　問われても瞳ひとみの色は変わらない。

「ああ」

「どういう手品を使いやがった？　ソーマは、一つしか作れないんじゃねえのかよ」

　あかりよりも優秀な神器錬成師ソーマメーカーである亜あ子こに聞いたソーマのルール。

　それは、一人一個しか作れないということ。

　司馬はすでに日本刀型のソーマを作っているから、風を作り出して操るということはできないはずだ。なのに、司馬はそのルールを無視する形で風を操った。それなりの説明をもらわなければ、反則技を仕掛けられたような気がして気分が悪い。

　熱を上げ問いただすあかりに、司し馬ばは冷めた声で答えた。

「一つしか作っていないさ。俺おれが持っているのは、この刀だけだ。ただ……風を操るという力がついているがな」

「風を操る……」

「『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』そういう名だ」

　聞かされれば、なるほどと思う話だった。

　風を操る力を持った刀。それだったら、確かに形式上は一つで済む。だが、それは思考の死角を突いた発想であって、普通の人間が思いつくものとは思えない。

「お前にそれを教えた奴やつと、作り方を教えた奴は同じ奴か？」

「いや、これは教わってはいない。見て、思いついただけだ」

「見た？　何をだ？」

「柊ひいらぎが戦う姿だ」

「柊……」

　思い出す。さっき戦ったばかりの、『風』という能力を持っている少女のことを。

「柊が本気になると風が起こるんだ。俺はそれを見て、『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』を思いついただけだ」

「……なるほどな。ただの刀じゃなくて、自由自在に風を起こせる刀のほうが便利に決まってるよな。それは別にいいが……そのきっかけになったのが、よりによって柊とはな」

　どうやら、彼女はどこまでも司馬のことを守り続けるようだ。

　思うと、自然と苦笑してしまっていた。

「恋する乙女を敵に回したら、恐こわいってことか」

「……どういうことだ？」

「気にすんな。独り言だよ。それより無駄話はもういいから、続きをしようぜ」

　あかりがナイフを構えるのに合わせ、司馬も風を操る刀――『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』を構えた。

　風を操るか……厄やつ介かいなことには間違いねえんだろうけど……

　違和感の正体がどうしてもわからない。何もされていないのに、どうして、向かい合っているだけで妙な気持ちになってしまうのだろう。

　悩んで頭を痛めるのは性に合わない。

　あかりは答えが出ない疑問を捨て去り、司馬に向かっていくことにした。

　風が吹き出すタイミングがわからないので、下へ手たに突っ込むことはできない。あかりは様子見を兼ねて、数個のワイヤーを同時に投げつけてみた。

　その全すべてを司馬が刀で打ち落とす。

　ソーマには普通の物体に触れることができないというルールがある。だが、例外として、炎や風といった現象系のソーマでなら、普通の物体にも触れることができる。

　現状から察するに、刀に纏まとった風で、司馬はあかりのワイヤーを打ち落としたのだろう。

　わずかに残った風が、ささやかにあかりの肌に触れた。

　ちッ……直接攻撃にも対処できるってことか。やべえな。思ってる以上に、あれは厄介かもしれねえ。

　隠すことなく、あかりは舌打ちをした。

　このまま相手にペースを握られたら面倒なことになる。今は、臆おくすることなく攻め続けたほうがいい。

　地面を三回蹴けり、一気に司し馬ばとの間合いを詰める。風で迎げい撃げきできないほどの力でナイフを振り回せばいつかは当たるだろうと、あかりは高をくくっていた。

　だがすぐに、それが浅はかな予測であることを思い知らされる。

　刀よりもナイフのほうが有利な至近距離。あかりは身長差を利用し、下から上に撫なで上げるようにナイフを振るった。

　刀での防御は間に合わないと判断し、司馬はナイフではなくあかりの腕を打ち払い攻撃を止める。

「ちッ」

　舌打ちしすぐに追撃を加える。だが、突如として狂ったような強い風が吹き、攻撃ごと、あかりの体は流されてしまった。

「やべッ」

　攻撃が受け流され、相手に背中を向けた状態になる。あかりはとっさにすぐそばにあった司馬の体を蹴り、間合いを取ることにした。

『蝶ちよう』の力を使い、わずかな力で大きな跳躍を見せる。軽い蹴りだけで、二人の距離は数メートル程度離れることになった。

　くそ。いいタイミングで風が吹くと、やりにくくってしょうが……ッ。

　司馬の追撃。

　宙に浮いているので、何かを蹴って移動するということができない。

「しゃあねえ。やってやるぜ」

　回避や防御をしたところでいい結果になるとは思えない。だったら反撃するしかないと、あかりは空中で司馬の攻撃を迎撃することにした。

　まずは司馬に向かって『星屑の投擲シユーテイングスロー』を放つ。それで隙すきが生まれたら、そこを突いて一気に優位な状態に持っていくつもりだった。

　だが、思い通りにはなってくれない。

　司馬はあかりの攻撃をまるで意に介することなく、わずかな風だけで、飛んでくるワイヤーを蹴け散ちらした。

　覚悟を決めて、カウンターのタイミングを計る。

　振り下ろされる司馬の刀。

　あかりはそれをかわして、一撃を叩たたき込むつもりだったのだが――反撃はできず、ナイフで刃を受け止めるだけに留まった。

　司馬の刀に打ち落とされる形で、地面に叩きつけられそうになる。あかりは素早く体勢を整え脚あしから着地すると、未いまだ射程距離にあった司馬の顔を思いっきり蹴り上げた。

「クッ」

　蹴けり飛ばされた反動のまま、司し馬ばが声を出して後ずさる。追加攻撃をする絶好のタイミングに見えたが、あかりがその場を動くことはない。

　数歩下がり、司馬が崩れた体勢を元に戻す。

　そして『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』を右手に持ち、変わらぬ瞳ひとみであかりを見据えた。

　その瞳を見ていると――なんとなく、違和感の正体がわかったような気がした。

　あの野郎……何であんなに落ち着いてやがる。何であんなに冷めてやがる。喧けん嘩かしてるんだぞ。もっと、何か熱いもんがあって当然だろうが……

　司馬の攻撃を、あかりは迎え撃とうとした。だけど、できなかった。やらなかったではない、できなかったのだ。

　まったく、感情が見えなかった。

　敵を倒すという感情。敵の攻撃に怯おびえる感情。敵との駆け引きに勝ちたいという感情。

　およそ、戦いにおいて必要と思える多大なる感情の一切が司馬という少年からは感じられず、まるで機械と立ち会っているかのような、無機質で冷めた印象を受けるだけだった。

　やばいかもしれねえ。こんなにもやりにくい奴やつ……初めてだ。

　底が見えない、暗く大きな穴のような不気味さ。あかりはそれを感じ、気づかぬうちに半歩後ろに下がっていた。

「そうか。無駄に大口を叩たたいていたというわけではないんだな」

　言葉を吐き、腕で自分の顎あごを撫なでる。ダメージを与えることはできたが、効果は薄かったようだ。

「すまない。女だということで侮あなどっていた……これからは、俺おれもそれなりの力を出させてもらう」

「……そのまま侮り続けてくれたほうが、こっちは有あり難がたいんだけどよ」

　嫌になる言葉だった。今のままでも充分苦戦しているのに、まだ強さが増すようだ。

「いくぞ」

　冷めた声で合図をする。

　更に半歩下がり、あかりは迎え撃つ構えを取った。

　風を生み、それを自らの追い風にしてあかりに襲いかかる。何度か見た動きよりも速いので、わずかに反応が遅れる。

　距離が詰まると、司馬は自らが生んだ風を斬きり裂くように、刃を縦に振り下ろした。

　ギリギリで受け止め、反撃を狙ねらう。切っ先だけでも腕に当たればとナイフを走らせるが、寸前のところであかりの動きは止まってしまう。

　邪魔をしたのは、またしても司馬が操る風だった。

　風が盾となって司馬の体を覆おおう。そしてそれに触れた瞬間、攻撃は体ごと反対方向へと飛ばされてしまった。

「クソッ。ウザってえッ」

　冷静に、司し馬ばが後を追ってくる。領域に入ると同時に、司馬はそのまま駆け抜けるように銀色の一いつ閃せんを放った。

　ナイフと刀がぶつかり合う音が響く。

　左腕に痛みを感じたのは、音が完全に消えてなくなってからだった。

　くそ……こっちがやりたかったことやられて、どうすんだよ……

　切っ先に腕を斬きり裂かれた。ソーマによる攻撃なので傷はないが、痛み自体は普通に刃で斬られたときと変わるものではない。

　斬られた箇所を押さえ、司馬から距離を取る。

　どうしようもないくらい、あの風が邪魔だった。

　攻防一体で隙すきがない。どうにかして封じ込めてやりたいが、あかりが持っている武器の中に、あれを封じ込められそうなものはない。

　武器一つで、ここまで戦力の差が埋まるとは思わなかった。

　相手の間合いから逃げ、必死になって対策を練るが……今のままでは、何も思いつきそうにない。

　やべえ。こいつ……

　ここまでの戦況を考えると、嫌でもその答えが出てしまう。

　……マジで強つええ。

　右手に『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』を持ち、司馬が歩み寄よってくる。瞳ひとみの色は変わらない。何も感じず、あかりを八つ裂きにしてしまいそうな顔をしている。

「これで終わりにしないか？　事情は知らないが、万全の状態ではないだろう。そんな状態の人間と、これ以上やっても、意味があるとは思えないが……」

「ざけんな。降参するんだったら、最初からこんなところには来ねえよ」

「……わからないな。どう考えても劣勢の状態で、なぜ意地を張る？」

「うっせえな。こっちだって、色々と事情があるんだよ」

「……そうか。だったらしょうがない」

　司馬が近づくのに合わせ、あかりは後ろに下がっていく。

　認めたくない事実だった。

　あかりは今、司馬という少年を恐れていた。

「勝負だからな。腕の一つくらいは使えないようにさせてもらうぞ」

　銀色の刃がわずかに輝くと同時に、司馬は駆け出した。

　手に持ったナイフを強く握り締しめる。対応策などはまるでなく、あかりにできることは、覚悟を決めることだけだった。

　くそ。やるっきゃねえ……

　怯おびえる心に急せかされるように、あかりは自分を守るためだけに、握り締めたナイフを振ろうとした。



　その刹せつ那な。

　黒き炎が、空気を焼き空間を歪ゆがませ、二人の間の全すべてを焼き尽くした。

　それはまるで。

　竜が作り出した――焔ほのおのようだった。





　司し馬ばがわずかに跳び、突然分け入ってきた黒い炎をかわす。

「……」

　そして、無言のまま炎が飛んできた方向を見つめる。

　そんな司馬に続き、あかりも警戒しつつそちらに顔を向ける。

「亜あ子こ……」

　目に入ったのは。

　小さな――

　どうしようもないくらいに小さくてか細い、魔法使いの姿だった。

　大きな帽子のせいで顔がよく見えない。だけど、あかりには一目で誰だれなのかが、はっきりとわかった。

「おいッ。ちょっとタイムだ。邪魔が入ったから……少しでいいからそのままで待ってろ」

「まだ、勝負はついていないが」

「うっせえッ。男だったら小さいこと言うな。嫌でも決着はつけてやるから、ちょっと待ってろって言ってんだよ」

「……」

　司馬としても、部外者に立ち入られるのは本意ではないのだろう。若干返事を詰まらせたが、最終的には何も言わなかった。

　予想もしていなかったわずかなインターバル。あかりは、ここにいるはずのない友達の元へと駆け寄よった。

「え、ええっと……こんばんはだよ。あかりちゃん」

　緊張した面おも持もちの亜子。約束を破ったという意識はあるようだ。

「あ、今日は眼鏡めがねをかけてるんだね。ちょっとだけ恐こわい気もするけど、こっちのあかりちゃんも格好よくて素敵だよ」

　媚こびるように笑いかけてくる。心配だからこそ、その笑顔にイラつきを覚えた。

「何で、お前がここにいるんだよ……」

　できれば、こういう姿は見られたくない。

　必死になって動き回り、相手を倒すことを考え、ワイヤーやナイフを振り回して――

　住む世界が違うんだと思いたくないし、思ってほしくもない。

「ええっとね、それはね、ええっとね……」

　マントの裾すそを弄いじりモジモジし始める。言いにくいことがあるときは、亜子は決まってこんな仕草を見せる。

「あかりちゃんが、夜に公園に行くって言ってたから……だから亜あ子こも、その……」

「何言ってんだよッ。お前は来ないって、約束しただろ。何しに来たかは知らねえけど、邪魔だからさっさと帰れッ」

　強い口く調ちようで素そっ気けない言葉を浴びせかけられ、亜子は怯おびえたような顔になってしまった。

　そんな顔をさせてしまった自分に腹が立つ。大切なものを粗末に扱い傷つけてしまったようで、後悔と苛いら立だちに、あかりの胸は強く責めたてられた。

「でもね、亜子も、その……」

「今はお前の相手をしてる場合じゃないんだ。こっちの身を守るのも大変なときなんだ。だから……」

　司し馬ばを相手にして亜子を守りきれる自信はない。無駄な戦いに巻き込まれて、無駄な怪け我がをさせないためにも、今は冷たく突き放すのが最善なことのはずだ。

　だから邪魔だと言い、いなくなれと叫んだ。

　亜子の気持ちなんて、これっぽっちも考えないで。

「……さっさと帰れ。お前がいても邪魔なんだよ」

　それが亜子のためだと思い、あかりはその言葉を吐き出した。

　再び司馬のほうを向く。予想もしていなかったインターバルは、これで終わると思っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あかりちゃん……」

　寂さびしげな亜あ子この声。相手をする気はなかったが、一応聞くことにした。

「前に、美み優ゆと戦ってる亜子を助けに来てくれたことがあったよね」

　何の話をしているんだろう。そんな思い出話、今はどうでもいい。

「あのとき、何であかりちゃんは亜子を助けに来てくれたの？」

「あ？　決まってんだろ。そんなの……お前が心配で、助けに行かないといけねえって思ったから……」

　少し、照れるセリフだった。

　亜子の気配が変わる。一番大切なことをあかりに伝えたいという、思いが伝わってきた。

「亜子も一緒だよ」

「……」

「あかりちゃんが心配で、何かあったときに、助けてあげられるんじゃないかって思って……ここに来たんだ」

「……」

「あかりちゃんの邪魔をする気はないよ。ただ、あかりちゃん一人が頑張って、痛い思いとか、してほしくないから……………亜子も、あかりちゃんの力になってあげたいよ。だって、亜子とあかりちゃんは――」

　とても大切なことだった。

　余裕がなさすぎて、忘れてしまっていた。

「友達だもん」

「……」

　その一言が、どうしようもないくらいに心の奥に突き刺さった。

　……………そっか。

　そして、勘違いしていた自分に気づいた。

　そういや、そうだったな。王子様気分でいたから、勘違いしちまってた。

　王子様だったら、自分の身を犠牲にしてでも少女を守らないといけないだろう。だけど、あかりと亜子はそんな関係ではない。

　辛つらいときは助け合う、友達という関係だったはずなのに……

　亜子を守るとか。亜子は邪魔だとか。亜子のために戦ってるとか……何様だよ。そんなんじゃないはずだ。自己満足だけで戦って……亜子に心配かけて……結局、あいつに辛い思いをさせてるのは……

　振り返った。亜子はちょっとだけ、怒られることを警戒していた。

「そうだな……」

　あかりの一言で、亜子の態度が和らぐ。

「亜子の言うとおりだよ。悪い、勘違いしてた。亜子を置き去りにして一人で突っ走っても、嬉うれしいわけがねえよな」

「あかりちゃん……」

　困ったときにそばに誰だれかがいてくれる。そんな単純なことで、体が軽くなったような気がした。

「こっからは二人だ。とりあえず、あの厄やつ介かいな人ひと斬きり野郎をぶっ倒すぞ」

　あかりの心と決意に触れ、亜あ子こもいつもの調子を取り戻す。

「ええっと……う、うんッ。亜子も、一生懸命頑張るよ。それで、亜子はいったい何をしたらいいの？　あの人の後ろに回りこんで、殺人バックドロップでもしたらいいの？」

「いや。お前はとりあえずこの場を動くな。ピンチになったときだけ、ちょっと顔を出してくれたらそれでいい」

「顔でいいの？　亜子の笑顔に、ダメージを与える力はないと思うけど」

「そういう意味じゃねえよ。お前はいるだけでいい。お前がいれば、何で戦っているのか、忘れねえと思うから……」

「あかりちゃん」

「大丈夫だ。絶対に負けたりなんかしねえ……だから、お前は絶対に炎を使うな。炎を使わないで、黙ってそこで応援しててくれ」

　黒い炎は、木き嶋じま亜子だけが使える特殊なソーマだ。黒いソーマには、桁けた違ちがいの攻撃力がある。だがそれと同時に、黒いソーマは桁違いの勢いで能力者自身の命を奪い取っていく。

　そんな、呪のろいのような力を、使わせるわけにはいかない。

「待ってろ。すぐに終わらせてやる」

　最後に亜子に笑顔を向ける。それに応こたえるように、亜子は信頼している瞳ひとみであかりを見返した。

　もう、恐れなんて微み塵じんもなかった。

「待たせて悪かったな。始めようぜ」

「……若干、顔つきが変わったか？」

「さあな。鏡がねえから、よくわかんねえよ」

「……キミは、あの子のために戦ってるのか？」

「なんだよ急に。そんなこと聞いて」

「いや、深い意味はない。ただ、聞いてみたかっただけだ」

「ふん。無駄話はもういいだろ。時間がねえんだ。さっさと、終わらせるぜ」

　言って、駆け出した。

　恐れが消え、心が満たされたとしても、状況が好転したわけではない。時間がかかればかかるほど、あかりのほうが不利になっていく。

　それを強烈に痛感していたあかりは、次の攻撃ターンで決着をつけるつもりだった。

　壊れても構わないという覚悟で体を動かす。軋きしむ体。痛みが全身を駆け回るが、悲鳴なんて上げない。

　駆けた勢いをナイフに乗せ、あかりは全力で司し馬ばに斬きりかかった。だが、司馬はそれを冷静に受け止め、跳ね返してくる。

　体が弾はじかれる刹せつ那な、あかりはワイヤーを司し馬ばの腕に絡ませた。そしてその状態のまま高く跳び上がると、ワイヤーを支点にして空中を駆け、素早く司馬の後ろに回りこんだ。

　抵抗するように、強く激しく、風が暴れ狂う。

　それは距離を取って見守っている亜あ子この帽子を飛ばすほどのものだったが、屈することなく距離を縮める。

　距離が近すぎナイフでは攻撃できない。なのであかりは腕を司馬の首に絡ませ、思いっきり力を込めた。

　多少は見た目が不ぶ恰かつ好こうだが、そんなつまらないことを気にしていられない。

　この戦いに終止符を打つつもりで、あかりは精一杯の力を込めて司馬を絞め上げた。

「く……かぁッ……」

　司馬が苦く悶もんの声を上げる。どれだけ感情を消していようが、体が発する苦痛の声は消すことができない。

　このまま……気を失っちまえ。もう、これ以上お前に付き合ってられねえんだよ。お前はありえねえくらいよくやった。だから、もう……

　自分よりも身体能力が優すぐれているあかりを相手に、司馬は本当によく戦った。ここで膝ひざを屈したとしても、あかりは司馬を見下したりなどはしない。

　だから、ここで負けてしまったとしても、恥じることなど何もない。

「……」

　もう少しで司馬は意識を失う。

　風を使っても、体を密着させているので効果はない。あかりのほうが力が強いので、腕力で無理やり引き離すこともできない。

　逆転は不可能な状態。後は、司馬が意識を失い戦闘不能になるのを待つだけだった。

　……………？

　流れるような動きで、司馬は『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』の持ち方を変えた。

　切っ先が、自分自身の体へ向く。

　刃の部分が長い刀だからこそ多少の違和感があるが、その光景はまるで――

　気づき、あかりは声を上げた。

「ウソだろッ」

　声が響き、音が消え、時間が止まる。



『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』の持ち方を変えた司馬は――

　迷うことなく、自分の体ごとあかりの体を突き刺した。



「ツゥ……」

　寸前で司馬から離れたので、致命傷となる傷は負っていない。だが、完全にかわしきることはできず、言葉にできない痛みがわき腹を襲った。

「あかりちゃんッ」

　その光景を目の当たりにした亜あ子こがあかりに駆け寄よってくる。

　司し馬ばはあかりたちから離れた場所で咳せき込み、呼吸を整えていた。

「あかりちゃんッ。大丈夫？　大丈夫？　お腹なかがグサッてやられちゃって凄すごいことになってたけど……あかりちゃんッ。死んだら嫌だよ」

　グシャグシャの顔と声で、今にも泣き出してしまいそうに見える。起こった出来事を考えるよりも、とりあえず亜子をなだめたほうがいいだろう。

「大丈夫だ。大丈夫だから……お前は落ち着け」

「あかりちゃんッ。亜子は心配で死んじゃいそうだよ」

　そう言って抱きついてくる。斬きられたところが痛いからやめてほしかったが、口にできそうにないので、あかりは我が慢まんして耐えることにした。

　司馬が手加減したからだろうか。傷自体は酷ひどいものではなく、我慢すれば、まだ戦うことができる。

　だが、そんなことはどうでもよく、今あかりが思うことは――

　正気じゃねえ、あいつ……………確かに、言われてみればそれが一番正しい方法だって思うけどよ……

　自分の体ごと、後ろにいるあかりを突き刺すなど夢にも思わなかった。

　気分の悪い汗が流れる。

　刃を交まじえている目の前の相手は、本当に人間なのだろうか。

　深く問い詰めると、心が折れてしまいそうな気がした。

　呼吸を整え終わり、司馬が立ち上がる。戦うという意思は少しも揺らいではいない。始まったときと変わらない冷めた態度で、司馬は静かにあかりを見つめている。

　それでもさすがに、自身を貫いた傷は軽くないようで……あかりと同じように、辛つらそうな顔をして、苦しそうに汗をかいていた。

「あの人……凄い人だよ」

　あかりから離れた亜子が呟つぶやく。見つめる先にいるのは、当然司馬だった。

「何が凄いんだ？」

「現象系のソーマっていうのは、自分の意思で威力を変えられるんだよ。亜子みたいな『黒使いウイードブラツク』が使う、黒いソーマよりは威力が落ちるけど……それでもその気になったら、誰だれにも負けないもの凄い力が出せるんだよ。でも、現象系のソーマで、もの凄い力を出し続けるってことは……」

「それだけ急激に、命が減ってるってことか？」

　亜子は小さく頷うなずいた。

「命が減っていることを、あの人も感じてるはずなのに……あんなに凄い風を使って……凄いよ。あの人は、死ぬのが恐こわくないのかな」

「死ぬのが恐こわくない……か。もしかしたら、そうなのかもな」

「え？」

　休憩は終わり。

　相手は倒れてしまいそうな体を必死になって立たせ、あかりを待ってくれているのだ。あまり長くは待たせられない。

「もうちょっとだけ待ってろ。すぐに、終わらせてやるから」

「あかりちゃん……」

　亜あ子この頭を軽く叩たたくと、あかりは司し馬ばと睨にらみ合った。

　どんな結果にしろ、この戦いはもうすぐ終わる。

「司馬。最初に聞いたことをもう一回聞くぜ」

「……」

「お前は何で、そこまでして戦うんだ」

　目を閉じ、見開く。

　返ってきた答えには、一いち縷るの迷いもなかった。

「俺おれが戦うことを望む、少女のためだ」

　揺るぎなき決意を持って戦っていることが、なぜか嬉うれしかった。

「そうか……じゃあ、どっちかがぶっ倒れるまで続けようぜ」

　二人の戦う理由が交錯する。

　弱い意志が膝ひざをつき、強き意志に屈するそのときまで――二人の戦いは、終わらない。

　もう、小細工は必要なかった。

　負けられないという、自分の覚悟を最高の力でぶつけるだけだ。

　全力で駆け、全力で斬きりつける。司馬は真正面から受け止め、あかりのナイフを弾はじき飛ばす。風の追撃はない。純粋なる力だけの行為だ。

　自分を飛ばそうとする力に逆らい、もう一度全力で斬りつける。それを再び司馬が弾く。銀色と銀色がぶつかり合う、刃の叫び声のような音が、何度も何度もこだました。

　やがて、技というよりは暴力に近い攻撃で、あかりは司馬の刀を突き飛ばした。

　防御がなくなり無防備な姿を晒さらすが、そこで終わるほど司馬は甘くはない。

　痛みが走るであろう体を無理やり黙らせて、司馬は、あかりを吹き上げるほどの強く荒れ狂う風を起こした。

　風に飛ばされ、体が宙を舞う。

　一瞬、体の自由を奪われたが、恐れることなど何もない。何も考えなくてもいい。ただ、全身全霊を一撃に込めるだけだ。

「いくぜ」

　風がやみ、体が落下を始める。そのまま、自然の成り行きに身を任せながら、あかりはナイフを振り下ろした。

　言葉もなく、司馬が迎え撃つ。

　振り下ろされるナイフと、斬きり上げられる刀が、最後の閃せん光こうを見せた。

「……」

　音と光が消え、二人の間に空間が生まれる。

　お互いの射程の外。先に膝ひざをついたのは、あかりのほうだった。

　くそ……あの野郎、やっぱまともじゃねえ……

　最後は思いの勝負だった。

　先に相手を恐れ刃を引いたほうが負け、自分を信じ刃を出し続けたほうが勝つ。最後に見せた閃光は、そういう意味の勝負だった。

　そこで、あかりは先に引いてしまった。

　傷はないが、心が完全に上をいかれた。相手を倒すことだけを考えていなければいけない状況で、あかりは自分の身を守ることを考えてしまった。

　一方で、司し馬ばは何も考えずに、あかりを斬りつけにきた。

　今この瞬間、その違いが結果となって二人に突きつけられた。それだけの話だった。

　立ち上がり司馬を見つめる。同じように、司馬もあかりを見ていた。

　どうする……どうすれば、こいつに勝てる。

　小細工や、それ以外のものは全部出し尽くした。なのに司馬は立っている。変わることのない、冷めた佇たたずまいで。

　……本当に、いくところまでいくしかねえのか。

　嫌な予感が頭をよぎった。次に一歩を踏み出したら、二度と後戻りできないような気がする。

　だが、いってみなければわからないというのも事実で。

「……いくしか、ねえか」

　あかりは、一歩を踏み出そうとした。



　穏やかな風が吹く。

　その風に導かれるように――その少女は姿を現した。



　思考と時間が強制的に止まる。

　その場にいる全員が、その少女に瞳ひとみと心を奪われた。

「……………美み優ゆッ」

　最初に叫んだのは亜あ子こだった。

　全身が隠れるくらいの、長めのコートを着ている。小学生くらいの体型で、髪の毛は長く、腰の辺りまで伸びていた。

　その少女は、あかりと亜子が捜していた少女――小さな死神、地ち堂どう美優だった。

　あかりと亜子を興味のなさそうな顔で一いち瞥べつした後、美優は司馬に歩み寄よった。美優に警戒心というものはない。どうやら、二人は知り合いのようだ。

　立ち入れない空気が流れる。あかりと亜あ子こは、黙ってことの成り行きを見守ることに決めた。

　次に目にしたのは、予想もしていなかった光景だった。

　あの、死神と呼ばれていた少女が、甘えるように司し馬ばの服を掴つかんだ。

「司馬。何してる？　こんなところで」

「……勝負の約束があると、言っておいたはずだが」

「そんなことは知ってる……でも、知らない。司馬の都合なんて、知るもんか」

　何だか、妙な会話だ。

「あんな奴やつらと戦っても意味ない。私は、そんなこと望んでない……司馬は私のものだ。司馬は私のために戦うんだ。司馬は……………馬ば鹿か。あんな奴らと戦って怪け我がでもしたら、私のために戦えなくなるじゃないか」

　そう言って、美み優ゆが力いっぱい司馬の体を抱きしめる。

　なまじ地ち堂どう美優という少女を知っているだけに、あかりと亜子の二人は呆ぼう然ぜんとした。

「あの……ええっと、美優。今まで、どこに？」

　二人の空気を壊さないように、遠慮気味に亜子が尋たずねる。返ってきたのは、噛かみついてきそうな美優の視線だった。

「何だッ。何見てる？　殺すぞ」

「あわわわ。ごめんなさい」

　美優の姉という立場のはずなのに、亜子はその迫力に気け圧おされ一歩引いてしまった。

　突然怒られたことに混乱して、動揺したまま辺りを見回す。最終的にあかりと目が合って亜子は。

「あかりちゃん。亜子はあかりちゃん激ラブだよ」

　と、わけのわからないことを言って抱きついてこようとした。

「混乱する気持ちはわかるけど、お前はとりあえず落ち着け」

　顔を掴んで亜子の動きを制止する。顔を掴まれた亜子は、一度だけ「むぎゅっ」という声を出した。

　司馬が作り出していた風が消える。肌に触れるのは、雨が降る前の湿った空気だけだ。

「わけのわからねえ乱入者が来たみてえだけど……どうする？　まだ続けんのか？」

　司馬に当てた質問。だが、答えたのは美優だ。

「勝手に続ければ。暴力馬鹿は暴力馬鹿らしく、一人で暴れてればいいじゃない」

「……このチビ助」

　挑発的な言葉を叩たたきつけると、美優は更に舌を出してあかりを挑発した。

　暴力を全開にして暴れてもよかったが、亜子がそばにいることもあり、あかりは一応我が慢まんすることにした。

「ふんッ。司馬はもうお前たちの相手なんかしないから。帰って寝ろ、暴力馬鹿ッ」

「それはお前が決めることじゃないだろうが……聞いてんのはそっちだ。司馬、お前はどうする気だ？」

「悪いが、俺おれはここで退ひかせてもらう。勝負は、お前の勝ちでいい」

　驚くほどあっさりと、司し馬ばは刃を収めた。『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』が消えると同時に、張り詰めた空気も消えていく。

　どうやら本気で、これ以上戦うつもりはないようだ。

「構わないって言われてもよ……」

　勝ちだと言われてもそんな気分にはなれない。ここで司馬が退くのは、勝ち逃げと何ら変わるものではない。

「納得しろ、暴力眼鏡めがね女おんな。司馬は戦わないって言ってるんだ。文句があるんだったら、穴でも掘ってそこに言ってろ」

「……お前が穴を掘ってくれるんだったら、そこに文句を言ってやるよ」

「誰だれが穴なんか掘るか。人の言ったことをいちいち真に受けるな。自分で考えて自分で動け。暴力ばかり使ってないで、少しは勉強しろ」

「この野郎……」

　子供の口くち喧げん嘩かのように、ヒステリックに悪口を連射してくる。

　見ない間に毒舌に磨きをかけたようだったが、司馬に抱きついたままなのでちょっとだけ情けなく見えた。

「司馬。もう帰るぞ。あんな奴やつらの相手なんかしなくていい。司馬は、私が嫌いな奴らだけ倒してたらいいんだ」

　返事として、司馬は美み優ゆの頭を撫なでた。

　頭を撫でられても美優が笑うことはない。だが、前面に出していた敵意は、少しだけ和らいだ。

「よし。じゃあ帰るから……司馬。抱っこ」

　司馬の服を引っ張り、美優が抱っこを強要している。幻覚かと思い我が目を疑ったが、どうやら現実のことのようだ。

「悪いな。今日はちょっと、そういう状態じゃないんだ……それに、まだ終わってないようだから……」

「？　何言ってる？　もう終わりだ。司馬は私の相手をしてたらいいんだ。私が抱っこしろって言ってるんだから、司馬は黙って抱っこしろ。じゃないと、殺すぞ」

「わがままは言わないでくれ。本当に、そういう状態じゃないんだ」

「ぶう」

　不満いっぱいの顔で渋々抱っこを諦あきらめる。しかし納得はしていないようで、八つ当たりとして、美優は凶暴な顔で思いっきりあかりたちを睨にらみつけた。

「こっちは関係ねえだろうが……」

　どうにも調子が狂う。

　前に見た美優と今の美優。どっちが、本当の彼女なんだろう。

「美み優ゆ」

　心配そうに、亜あ子こが駆け寄よってくる。

　もっとも大切なことは、この二人が話をすることだ。それを理解しているあかりは、そっと距離を取った。

　二人の話が始まろうとすると、一気に空気が入れ替わった。恐る恐るといった様子で亜子が美優を見つめる。美優は興味なさそうにそっぽを向いた。

「美優……あのね、今日、会うとは思ってなかったけど……美優に言わなきゃいけないことがあるんだ」

　興味なさそうに、美優は視線を泳がせたままだった。

「あのね……もしかしたら、美優を助けてあげられるかもしれないんだ」

「……」

　依然として態度は変わらない。そこに亜子が存在しないかのように、視線を合わせようともしない。

「だから……だから、私と一緒に――」

　懇こん願がんするような亜子の瞳ひとみ。それとは対照的に、美優の瞳はどこまでも暗く冷めていた。

「なに？　今更……」

　向けられた敵意に、亜子は言葉を詰まらせる。

「誰だれが、助けてって言った？　誰が、迎えに来てって言った？　全部亜子の自己満足じゃない。そんなのに私を巻き込むな。良い事して良い気分になりたいんだったら、他ほかの誰かでやればッ。私はそんなの興味ないから……私の、邪魔をしにくるのはやめて……」

「美優……」

　誰の目にも明らかな、はっきりとした拒絶だった。

　こういう拒絶をされたら、性格上亜子は何も言えなくなってしまう。それをフォローするべく、あかりが口を挟む。

「おいチビ助。助けてやるって言ってるんだから、黙って助けてもらえよ。お前が何を考えてるのかは知らねえが、わがまま言ってんじゃねえよ。お前は普通に生きられない病気みたいなものなんだろ？　だったら、他の奴やつらに迷惑かける前に、黙って素直に……」

「――うるさい」

　小さな少女が放つ敵意は、殺意へと形を変えそうだった。

「何も知らないなら、そうやって偉そうなこと言うな。あなたなんかに言われなくたって……私は……」

「人の命を勝手に喰くっちまうんだろ？　だったら、そこにいる司し馬ばだっていつかは……」

「うるさいッ。それ以上言うなッ。それ以上言ったら……殺すぞ」

　激情のままに、美優は叫んだ。絶対に触れられたくないものに触れた。そんな感じだ。

　叫んだ後は、一転して今にも泣き出しそうな顔に変わってしまった。子供を苛いじめているような気がして、やりにくくて仕方がない。

　一歩、司し馬ばが前に歩み出る。

　この子を守る。

　態度は、明確にそれを物語っていた。

「知ってるさ」

　冷めている。だけど、温かい言い方だった。

「この子は特殊なんだろ。そんなことは知っている。それを知っていて、俺おれはこの子のそばにいるんだ」

　自分で話したのだろうか。

　司馬は、美み優ゆの秘密を知っているようだ。

　それでもなお態度を変えない司馬という人間が、あかりには理解できない。

「……命がなくなるぞ。それでも、構わないって言うのか？」

「死ぬだけの話だ。別に、大したことじゃない」

　聞かされて、美優は力いっぱい司馬のことを抱きしめた。

　顔をうずめ、腕を回して、絶対に離れたくないという想おもいが、その抱ほう擁ようには表れていた。

「本気で言ってんのか？　お前」

「嘘うそで言うことではないだろ」

　時折見え隠れする司馬の狂気。

　死ぬ事を恐れず、どうしようもなく冷静に、信じた道を突き進もうとする姿は、抜き身の刃やいばのように、冷たく研ぎ澄すまされている。

　熱かった汗が、一気に冷たくなっていくような気がした。

「……司馬。とにかくそのチビをこっちに寄よこせ。殺すって言ってるわけじゃねえんだ。助けるって言ってるんだ。だから、黙って……」

　風が吹いた。

　小さな死神を包む、優しく、激しい風が。

「この子がそれを望んでいない。だから、それはできない」

「司馬……」

　風は強さを増していく。

　言うまでもなく、この風を吹かせているのは司馬だ。こちらが敵意を示せば示すほど、風は強さを増し、いつか、全すべてを吹き飛ばす暴風へと変わっていく。

　そうなったらどうすることもできない。

　風を黙らせるには、今のあかりには傷が多すぎた。

「……」

　司馬に抱きついたまま、美優も睨にらみつけてくる。

　司馬よりも厄やつ介かいなのはこの少女だ。本気になったら、抵抗もできずに命を喰くわれてしまう。それに対抗できるのは亜あ子こだけなのだが……そうなったら、今度は亜子が命を焼き尽くすことになってしまう。

　どうしようもない、手詰まりだった。

「司し馬ば……いくぞ」

　司馬の手を取り、美み優ゆが帰ることを促うながす。

　戦うという選択肢は選べない。できることは、二人を見送ることだけだ。

「あかりちゃん」

　亜あ子こがあかりの袖そでを引っ張る。亜子の言いたいことはよくわかる。だけど、今はそれができない。

「……」

　司馬があかりたちに背中を向ける。

　きっと、彼はわかっていたはずだ。

　あかりの、思いを。

「待てよ」

　声をかけ、司馬を呼び止める。



　そして、世界中の時を止め――あかりは司馬を狙ねらってナイフを振った。



「あかりちゃんッ」

「司馬ッ」

　二人の小さな少女が叫ぶ。

　二つの刃は、その声に呼応するように、輝きあい、ぶつかり合った。

　あかりの『戦うべき理由ヒロイツクテーゼ』は、司馬の『疾しつ風ぷう飛ひ電でん』に受け止められた。

　ゆっくりと時が動き出す。

　二人の間には、強き意志しか存在しない。

「覚えてろよ。てめえとは、いつか必ず決着をつけてやる」

「……わからないな。決着をつけることに、意味があるのか」

　会話の後、二人は離れた。

　一言も発せず、視線だけをぶつけ合いながら。

「暴力眼鏡めがね女おんな……あなたなんか、いつか死んじゃえ」

「美優……」

　二人の少女が、それぞれの相手に歩み寄よる。あかりと司馬は、それぞれの少女を守るように距離を取った。

「司馬、帰ろ」

　幼い少女の声こわ音ねで、司馬を連れて行こうとする。もう、邪魔をしたくてもできない。

「美優ッ。あのね、絶対に、私が助けてあげるから……だから、だからッ」

　亜子の叫びを、小さな死神は受け止めなかった。

　背中を向けたまま、暗い夜の闇やみへと消えていった。

　二人を見送るあかりの頬ほおを小さな水滴が打つ。もう少ししたら、本格的に雨が降ってくることだろう。

「……悪いな……本当だったら、ここであのチビを連れて行ってやりたかったんだけど」

「ううん。あかりちゃんは何も気にしないでよ。亜あ子こは、美み優ゆが元気でいることがわかっただけで満足だから」

　そばに立っている亜子は、悲しげな顔で二人が消えていった方向を見つめていた。

　満足な結末ではないことが、嫌でもわかってしまう。

「でも、美優があんな風に人の心配するなんて、思ってもいなかったよ。いいな。司し馬ば君って人は、とっても優しい人なんだろうね」

　こっちはその優しい人に斬きられたわけなのだが……亜子の手前、何も言えない。それどころか、思い出すと痛みがぶり返してきた。

「ちぇ。そういや……」

　ソーマで受けた傷は時間を置けば勝手に回復してくれる。だが、それ以外にソーマで受けた傷を回復させる手段はない。時間に任せ、しばらくはこの痛みに付き合わなければいけない。そう思うと、気が滅め入いってきた。

「あ、そういえばあかりちゃん、怪け我がしてたんだよね。よしッ。亜子に任せて。亜子が超能力であかりちゃんを治してあげるよ」

「どうやんだよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「簡単だよ。痛いの痛いの、遠くに飛んでいって世界を一周しちゃえッ」

　亜あ子この回復呪じゆ文もんが炸さく裂れつする。

　世界を一周して戻ってきたら何の意味なく、所しよ詮せんは気休めだからしょうがないだろうと馬ば鹿かにしていたのだが、意外にも、その呪文で司し馬ばから受けた傷の痛みはきれいさっぱりと消えてしまった。

「何だ？　お前、何した？」

「え、ええっとね、亜子が覚えた魔法を使ったんだよ」

「超能力じゃなかったのかよ？」

「うん？　ええっとね、だったら、超能力でいいよ」

　超能力と言われてもピンとこないが、とりあえず傷の痛みが引いたので、あかりはお礼を言って亜子の頭を撫なでてあげた。

　そして、司馬に飛ばされた帽子を拾い、二人もこの場を後にする。急がないと、雨が降ってきてずぶ濡ぬれになってしまう。

　司馬から受けた傷の痛みは消えたが、撫子なでしこから受けた傷の痛みは健在だ。気を抜くと、眩暈めまいに襲われてしまいそうになる。

　そんなことを知らない亜子は、あかりを元気づけるためだろうか、無理して明るいいつもの亜子を演じていた。

「そういえば、眼鏡めがねをかけたあかりちゃんに出会ったのはあのとき以来だけど……やっぱり、眼鏡をかけてたほうがあかりちゃんは格好いいね。普段のあかりちゃんは可愛かわいくて、滅多に見せないあかりちゃんは格好よくて、服を脱いだあかりちゃんは、男の子をチリに変えちゃうほどの綺き麗れいなお胸を持ってて……亜子はもう、色んなあかりちゃんでお腹なかいっぱいだよ」

「……」

「あかりちゃん？」

　あかりは亜子の話を聞いていなかった。

　眼鏡をかけ、気持ちが昂たかぶっているせいで、時が経たつほどに悔くやしさが増してきた。

「……勝てる、はずだった」

　呟つぶやく声に、亜子は？マークを浮かべた。

「あいつは普通の人間なんだ。厄やつ介かいな武器を使って、死ぬのが恐こわくなかったとしても……差はほとんどなかったんだから……最後は、こっちが勝つはずだったのに……」

　もしもあそこで美み優ゆが現れなかったらどうなっていたか？

　あかりは、感情のままに歯は軋ぎしりをした。

「ちくしょう……」

　その一言が、全すべてだった。

　仮に撫子と戦っておらず、万全の状態だったとしても、結果に大した差異はなかったと思う。何を言っても言い訳にしかならない。条件や環境ではない。もっとどうしようもなく大切な部分で、あかりは司し馬ばに負けたのだ。

　負けられないという心が負けた。

　それが最高に悔くやしくて、あかりは自分が許せなかった。

　知らぬ間にうつむいてしまったあかりの顔を、亜あ子こが覗のぞき込んでくる。あかりの気持ちを和らげるために、亜子は可愛かわいらしい笑みを浮かべていた。

「あかりちゃん……手、繋つなごうよ」

「は？　悪いけど、今はそういう気分じゃ……」

「あかりちゃんが無事で亜子は嬉うれしいよ。だから、手を繋ごうよ」

「……」

　正直、嬉しいから手を繋ごうという理屈はよくわからないものだった。だが、そんな笑顔で言われたら、断るわけにはいかない。

　あかりは差し出された亜子の手を取った。

　そして二人で、手を繋いで歩く。

「あかりちゃん、ありがとう。あかりちゃんのおかげで……亜子は、もっと頑張れるよ」

　恋人とのデートのように、亜子が笑う。

　満足な結末ではなかったのだ。笑うことなんて、できないはずなのに……亜子はあかりのために、笑ってくれていた。

　それが嬉しくて、悲しくて、悔しくて――

　あかりは、亜子の顔が見れなかった。

「なあ、お前が言ってたことは本当なのか？」

「亜子が言ってたことって？」

「あのチビを、助ける方法があるってことだ。あれは、本当のことなのか？」

　自信なさげだが、はっきりと亜子は頷うなずいた。

「うん……本当だよ。だから、美み優ゆがどんなに嫌がったとしても、亜子は……」

　亜子はその先を口にはしなかった。言わなくても、わかることだから。

「そっか。じゃあ……」

　呟つぶやき、決意で心を焼き尽くす。

　亜子のため――いや、自分自身のために。

「いつになるかはわからねえ。だけど、次は絶対に……司馬の野郎を叩たたき伏せてやる。だから、もう少しだけ……待っててくれ」

　決着の約束をした。

　次は、絶対に負けたりはしない。司馬に勝たなければ、何も始まらない。

　だからあかりは決意で心を焼き、亜子にそう告げた。

「……うん。待ってるよ」

　小さな声で答える。あかりの気持ちがわかっているから、亜子は邪魔をしようとはしなかった。

　こんな傷はすぐに治る。もう、柊ひいらぎにも邪魔なんかさせねえ。だから、司し馬ば――

　振り返り、ここにはいない司馬を睨にらみつけた。

　――次にやるときは、絶対にテメエを叩たたき伏せてやる。

　夜の公園。

　ナイフのように鋭いあかりの激情が、風に乗って運ばれていった。
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「はーい。ご主人様お帰りなさーい。お席は空いてるところに勝手にどうぞ」

　学校帰り、撫子なでしこのバイト先であるメイド喫茶に行くと、メイド服姿の撫子が出迎えてくれた。ただ今日はちょっと不機嫌なようで、接客態度はあまりよくない。

「師匠。今日は約束どおりお金を返しに来たよ。これで、亜あ子こは借金のないきれいな体になれたはずだよ」

　亜子が封筒を差し出す。その封筒を受け取ると、亜子が目の前にいるにもかかわらず、撫子は封筒開けて中身を確かめた。

「ええっと、亜子っぺに貸してるのは三千八百万のはずだから……」

「えッ？　亜子は、そんな大金借りてないよ」

「冗談だって。そんなつまんない冗談信じるから、胸がちっちゃくて背もちっちゃいのよ」

「うう、それは、関係ないと思うよ……」

　触れたもの全すべてを傷つけたい気分なのだろう。

　撫子はつまらないことで亜子を苛いじめていた。

「よし。中身はちゃんとあるみたいだから、今日はこれで勘弁してあげる」

「うん？　師匠、今日はってどういうこと？　亜子は、これできれいな体になれたはずじゃあ……」

「この前言った利子が入ってないわよ。二千円の利子の二百円。ちゃんと返しなさいよ」

「え、それは……えッ」

「なに？　お金じゃなくて体で返すとでも言いたいの？　だったら亜子っぺ向きのもの凄すごく恥ずかしいバイトがあるから紹介してあげても――」

「あ、亜子はちゃんとお金をつくってくるよ。だから許して、師匠」

「よし。それだったら期日までにちゃんとお金をつくって持ってくること。いい？」

「うん。わかったよ……………師匠はやっぱり、取り立ての鬼だよ」

　二百円くらい許してあげればいいのに。

　思っても、当人同士の問題なのであかりは何も言わなかった。

「うう、亜子がきれいな体になれるのはいつの日なのかな……」

　落ち込む亜子の目に店内で流されているアニメの映像が飛び込んでくる。それを見ただけで、亜子はあっさりと元気を取り戻した。

「あ、あれはッ、『ニャンころ仮面』第一話、ニャンころ仮面誕生の巻だよ。亜子は第一話を見逃していたから……こんなところで出会えるなんて、感動を通り過ぎてショック死しちゃいそうだよ」

「お金返すまでは死なないでよね」

　撫子の冷たいセリフは耳に届かなかったようだ。

　亜子が素早く店内を移動しテレビの前を陣取る。後には、変な気まずさがあるあかりと撫子の二人が残された。

「もう少ししたら、結構な数のご主人様が来て忙しくなると思うから、それまでには帰ってよ」

「はい。亜あ子こさんに付き合って来ただけですから。用事が終われば帰るつもりですよ」

「そう。だったらいいんだけど」

　お客であるあかりよりも先に、撫子なでしこが椅い子すに腰を下ろす。「あんたも座れば」と撫子に促うながされる形で、あかりも椅子に腰を下ろした。

「熱心にバイトをしてらっしゃるようですけど、怪け我がのほうは大丈夫なんですか？」

「おかげさまでね。明日からのまとまった休みのために、いつもと同じ時給でいつも以上に頑張ってるところよ」

「そうですか。お元気そうで何よりです」

「むかつく。あたしが世界一の大金持ちになったら、とりあえずあんたの顔を札束で腫はれるくらい殴ってやるから」

　最初は変な気まずさがあったが、やがてそれもなくなっていった。

　憎しみあって戦ったわけではないのだ。事が終われば、普通に会話もできる。

「ちょっと、聞いてもいいですか？」

「二百万払えば答えてあげるけど」

「二百万は払いませんけど、聞かせてもらいます。あれから……司し馬ばさんはどんな感じですか？」

　あの日から二日経たっている。その間、人ひと斬きりの噂うわさがあかりの耳に入ることはなかった。

「さあ。何の心境の変化か、ちょっとは落ち着いたみたいよ……まあ、あんたにやられた怪我のせいってのもあるんでしょうけど」

「そうですか。今は少し休憩しているということですね。だったら……」

　あの少年と決着をつけるのはいつのことになるだろう。

　思うと、ため息が出そうだった。

「あたしたちは、自分が正しいと思うことのために戦ってる」

　風のように撫子の声が流れる。

　あたしたちとは、『剣持つ聖者ホーリー』というチームのことだ。

「それは誰だれにも否定させない。自分たちの正義は自分たちで決めて、そのためにあたしたちは戦ってる。誰が邪魔したって、その正義がある限り……あたしたちは戦うと思う。だから、あんたとも喧けん嘩かしたわけなんだけど……」

　話を聞きながら、あかりは亜子を見ていた。

　無邪気で楽しそうな顔でアニメを見ており、悩みなんてなさそうに見える。

「あんたがそこまで頑張る理由ってなに？　仕事って言ってたけど、お金のために戦ったっていうんだったら、あたしたちの相手をするのは割に合わないと思う。第一、そんな人間が司馬を相手にして無事で済むとは思えない」

「無事じゃなかったですよ。それなりに、痛い目は見ましたから」

「ふっふっふ。そうでしょ。ざまーみろ」

　ここぞとばかりに撫子なでしこが胸を張る。ちょっと腹が立ったが、大きな心で許してあげることにした。

「ま、司し馬ばを相手にして怪け我がをするのは当然として……聞かせなさいよ。あんたが頑張る理由ってなに？」

「頑張る理由ですか？　それは、父さんの言葉のせいだと思うんですけど」

「どんな言葉？」

「ええっとですね。まずは、自分でやると決めたことは、最後まで責任を持ってしっかりとやれっていうのと」

　友達は、変わらずにテレビを見ながら満面の笑みを見せていた。

　その笑顔を見ていると、不思議と自分も笑顔になるから。

　その笑顔を、できる限り守ってあげたいという自分がいるから。

　恐れずに、戦うことができた。

「後は……………」

　自分でも驚くくらい満足な気分で――あかりは、その言葉を口にした。

「友達は、全力で守ってやれっていうことです」

　そして亜あ子こと同じように、あかりは綺き麗れいな顔をして笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      


　あとがき





　こんにちは、星ほし家いえなこと申します。好きな殺し屋はゴルゴです。

　小説を書くという仕事をやらせてもらっていると、夜空に浮かぶ星はいったい何個あるのかとか、永遠に続く愛はあるのかとか、普通に生きていれば考えないようなことを、考えるようになっていくものです。生あい憎にくと、僕はそういうことを一度も考えたことがなく、明日の夕食くらいでしか悩んだことがありませんが、他ほかの先生方はそういうことを考えていると思います。

　何が言いたいかというと、作家の世界は奥が深いです。そういうことが言いたいんだと思います。

　

　今回の作品を読み直して一番感じたことは、ひかりさんがどんどん駄目人間になっていっているということですね。当初の予定では、峰みね不ふ二じ子こばりに格好いい見事な女性になっていくはずだったのですが……どこでどう道を誤あやまったのでしょうか。前回を越えて残念な女性になってしまいました。大富豪が強い。それがどうしたといったところですね。

　あと、気になったのは美み優ゆちゃんです。気性が荒くて扱いにくいのだけど、ふとしたときに見せる少女っぽい仕草が可愛かわいらしい。という感じで、素直になりたいのだけどなれない可愛らしさをもった女の子にしようと思っていたのですが、気づけば、「殺すぞ」が口くち癖ぐせの女の子になってしまいました。噛かみつくと甘えるしかできない子ですから、加減ができないんでしょうね。いろんな意味で、扱いにくい女の子です。そんな女の子と普通に付き合える司し馬ば君は、いろんな意味で立派です。





　残りが少なくなってきたので、そろそろシメに入らせていただこうと思います。

　今回も、大変多くの方に力を貸していただきました。

　迷惑をかけた人、力を貸して下さった人、ここまで付き合ってくださった読者の皆様。感謝の言葉を述べなければいけない人は、夜空に浮かぶ星の数ほどいます。

　それらの皆様に精一杯の思いを込めて、言わせていただきます。

　ありがとうございました。

　機会がありましたら、またお会いいたしましょう。



星家なこ
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